(Windows 7) 

本機の説明書には、各種『取扱説明書』や、パソコンの画面で見る^『操作マニュアル』などびあ 
りまず。じ(下のよラに活用してください。 


『取扱説明書準備と設定ガイド』 

曲-'- 


付属品 、 Windows 

♦最初に「付属品の確認」で付属品 



のセットアップ、別 

を確認してください。 



売品、保証とアフ 




ターサービス など 


『取扱説明書昼本ガイド』 （本書) 一 

卿操作マニュアル』 

画面上の*尊 y を夕‘ブルク IJ ツクして表示- 


『取扱説明書昼本ガイド』 （本書）の 

「このパソコンにトラブルびあつたときは」（吟4巨ぺージ） 


@『ネットセレクター2のほい方』 

@『八ードディスクの取り扱いについて』 

卿 内蔵セキユリティチップ （ TPM ) ご利用の手引ま』 
ち]『内蔵モデムコマンドー覧』 

巧!『内蔵モデムのほい方』 


(表示ち法 ♦ 本書の19ページ) 


基本操作、各種設 
定、メモ U —の取 
り付け、再インス 
I -ールなど 


インターネット、 
省電力など 


jl_ 


^は画面で見るマニュアルのマークです。 


保証書別添付 

このたびは、パナソニック製品をお買い上げいたださ、まことにありびとラございまず。 
• 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

♦ご使用前に「まを上のごま意 J (巨〜10ぺージ）を必ずお読みください。 

♦保証書は「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととをに大切に 
保管して < ださい。 

♦製品の品番は、本体底面の品番表おまたは「仕様」でご確認ください。 


ク 


馳 


Panasonic 

取扱説明書昼本ガイド 

パーソナルコンピューター 


品番 CF - W 8/ CF - T 8 シリーズ 


必要なとさ 
に見る 


困ったとさ 
に見る 


次に見る 


はじめに 

見る 


受き上の ごを意-はじめに-使ってみる-因ったとき圍仕様-覧 
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本機を安を•快適に、そして便利に活用していただくために、次の説明書を用意していまず。 


『取扱説明書準備と設定ガイド』 

はじめに必ずお読み < ださい。 

•初めてお使いになるとを（ご使用前の準備-設定や付属品の確認） 
•消耗品、別売り商品、 アフターサービスに ついて知りたいとを 

『取扱説明書昼本ガイド』（本書） 

-基本操作や仕様などの情報を知りたいとを 
• 困ったとを（画面で見るマこユアルが見られない場 含') 

而巧で呂ろ『操作マーユアル』と 
『困ったときの Q&A』 

-本機の機能-操作-活用方法を知りたいとき 
•セキ ユ U テイ 機能について巧りたいとを 
• 困つ にと を 


ちくじ . 2 

画面で見る^『操作マニュアル』 .... 已 
画面で見る^『困ったとさの Q&A 』 ••已 

•まを上のごを意 I 


ま全上のごを意 . 巨 

•はじめに I 


使用上のお願い . 11 


キーボードに水をこぼしたとさ ••-11 

使用/な管に適した環境 . 12 

使用中に本機が熱いと感じた S ••-12 

駆動時間について . 12 

内蔵八ードディスクのデータイ呆護•-13 
モジュラーケーブル使用時 （CF-W8 

シリーズをお使いの場合のみ） ... 13 

持ち運ぶとさ . 14 

お手入れ . 14 

気ミ豆び高い場巧でお使いになる場合-1已 
電子メールなどのバックアップと復元-1已 
バッテ U —状態表示ランプび点な 

しないとき . 1已 

周辺機器の使用について . 1已 

付属品について（ワイヤレス WAN 

搭載モデルのみ） . 1已 

プ□ダクト U カバ U—DVD-ROM は 

大切にイ呆管してください . 1巨 

無線 LAN ご使用時のセキュ U ティに 

ついて . 1巨 

省電力設定について . 1巨 

CPRM で録画されたメディアの再生 

について . 1巨 

画面の明るさを調整ずる . 17 

表記について . 18 


画面で見るマニュアルの見方. •• 19 

『操作マニュアル』『困ったとさの Q&A』 


を見る . 19 

『ネットセレクター2の使い方』を見る 

(PDF お式） . 19 

『八ードディスクの取 D 扱いについて』 

を見る （PDF お式） . 19 

Windows のヘルプを見る . 19 

『内蔵セキュ U ティチップ （TPM) 

ご利用の手引さ』を見る 

(PDF 形式） . 19 

「内蔵モデムコマンドー覧」を見る 

(PDF お式） . 19 

「内蔵モデムの使い方」を見る 

(PDF 形式） . 19 

さ部の名称と働き . 吕〇 

状態表示ランプ . 23 

参ほってみる I 


電源を入れる/切る . 24 

電源を入れる . 24 

電源を切る . 2已 

席をがずなど、操作を中断ずる • • • 2已 

Fn キーを使う . 26 

巧蔵 CD/DVD ドライブ . 27 

ドライブをお使いになる場所 • • • • 27 

ドライブアクセス中の操作について- 27 

ドライブの作動音 . 27 

ディスクカバーを開いているとさ •- 27 

CD/DVD ドライブの電源をオフに 

したとさ . 27 

ディスクのセット/取り出し . 28 

ディスクカバーを閉じるとさ •••• 28 

DVD の再生について . 28 











































メモリー容量を増やず . 29 

RAM モジュールの取り付け . 29 

使用可能メモ U — を確認ずる • • • • 31 

RAM モジュールの取りかし . 31 

セットアップユーテイ U テイ ... 32 

セットアップユーテイ U テイを起動ずる/ 

終了ずる . 32 

ユーザーパスワードで制限される項目 

. 33 

セツトアツプユーテイ U テイを操作ずる 


. 34 

「情報」メニユー . 3已 

「メイン」メニユー . 3已 

「詳細」メニユー . 36 

「起動」メニユー . 38 

「セキユ U ティ」メニユー . 39 

「終了」メニユー . 43 

パーティシヨンを変更ずる • • • • 44 

パーテイシヨンとは . 44 


•困ったとを 

1 

このパソコンにトラブルが 
おったとさは 


問題の解ま方法 . 

• . 46 

修理に関ずるお問い合わせ ••- 

• . 47 

起動/終了 /スリープ状態/休止状態の 
Q&A 


本機び起動しない/バッテ U —状態表お 

ランプ0び点打しない . 48 

SD/SDHC メモ U— 力ードをセットした 
まま Windows を起動ずると、チェック 
ディスク （CHKDSK ) が始まる • • • 48 

電源は入るが Windows が正常に 

起動しない . 49 

Windows 起動時に音び途切れる ... 49 

「Remove disks or other media. Press 
any key to restart」 が表示された-- 49 

フ□ッピーディスクか 6 起動でをない 

. 50 

ユーザー名を変更した6□グオン 

でをなくなった . 已〇 

Windows の起動や動作び遅い • • • • 已〇 


ス U -プ状態/休止状態か6 

U ジューム（復帰）しない . 已〇 

再起動ずると、内蔵 CD/DVD ドライブの 

電源びオフになる . 已〇 

電源び切れない （Windows び終了 

しない） . 已1 

パスワード/メッセージの Q&A 

パスワードを入力してち再度入力を 

求め6れる . 已2 

キーを押してち文字が入力されない--已2 
「パスワードを入力してください」び 

表示された . 已2 

パスワードの入力画面が表示されない--已2 
「‘標準デュアルチャネル PCI IDE 
コント□—ラ’はコンピューターか S 


安全に取りがずことがでさます」などの 


メッセージが表おされた . 已2 

管巧をのユーザーアカウントの 
Windows パスワードを忘れた 

. 53 

Windows が起動せず、数字または 
メッセージび表示された . 已3 

バッテリーの Q&A 

カタロ グの記載よりちバッテ U —の 

駆動時間が短い . 已4 

バッテ U- パックの交換時期（寿命）を 
知りたい . 已4 

バッテリー状態表おランプ日がホ色 
に点打している . 已4 

バッテリー状態表おランプ □ が点滅 

している . 已4 

バッテリー状態表おランプ〇が明滅 

している . 已4 

「パ'ッテリー残量表示補正ユーテイ U テイ」 
画面び表示された . 已4 

ポインターと画面表示の Q&A 

ホイールパッド使用時ポインターび 

動かない . 已已 

ポインターび勝手に動く . 已巨 

マウス接続時ポインターび動かない--已巨 
マウス接続時ホイールパッドを無効にする-已巨 
明るさが変わった（暗くなった/ 

明るくなった） . 已巨 

緑、ホ、青のドットが残ったり、 

正しい色が表示されない . 已巨 
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画面が乱れる . 己6 

—瞬真っ黒になる . 己7 

何ち表示されない . 己7 

残像が表おされる . 己7 

急に暗くなる . 己8 

Windows Aero の有効/無効が 
切り替わった . 己8 


「Panasonic」 起動画面が表おされない--己8 

音声/音量の Q&A 

音量調整がでさない/音量が大さ < な6ない 
. 58 

A- ドウエアを診断する 

PC-Diagnostic ユーテイリテイで診断ずる 


八ードウエア . 己9 

操作のしかた . 己9 

診断ずる . 60 

八ードディスクを復元ずる 

八ードディスクをバックアップずる •• 62 

八ードディスクを復元ずる . 62 

システム回復オプションについて • • • 63 

再インストールずる 

再インス!ルとは . 64 

再インストールの前に . 64 

再インストールずる . 6己 


プ□ダクトリカノ V：iJ—DVD-ROM を使ラ 
. 68 

本機の廃棄-譲渡時にデータを 


消去ずる 

データ消去の前に . 70 

データをずべて消去ずる . 70 


パソコンの廃棄-譲渡時における八ード 
ディスク内のデータ消去について •• 72 

エラーコー ドび表示された！5 


. 73 

フィルタリングについて 

青少年によるインターネット上の有害 
サイトへのアクセス防止について •• 74 


♦仕様-覽 


仕様 . 7已 

電源プランー覧 . 83 

ソフトウェア使用許諾書 . 8已 


さらに詳しい情報は、画面で見るち1『操作マニュアル』をご覧ください。今次ページ 
保証とアフターサービスについては、付属の『取扱説明書準備と設定ガイド』をご覧ください。 




































画面で見るを!『操作マニュアル』 

本機の機能詳細-操作-活用方法やセキュリティ機能について知りたいときにご覽ください。 
デスクトップのをダブルクリックし、をクリックしてください。 


TOP メニュー 

'W キーボード 

巧^インターネット 

® レッツノート活用 

B 電子メール 

l"T] アプ U ケーシヨンソフト 

tl 广無線機能 

^周辺機器 

心色セキュリティ 

游 CD/DVD ドライブ 

(CF-W8 シリーズのみ表示されます） 


11 バッテリー 


(〇ホイールパッド 


画面で見るを]『困つたとをの Q & A 』 

本機が正常に動作しないなどのトラカレび発生したときにご覧ください。 
デスクトツプの A をダブルクリックし、 。，丘と，。。。。 をクリックしてください。 


起動/終了 /スリープ状態/休止状態 
パスワード/セキユリテイ 


インターネット/無線 LAN 


ポインター 


画像/動画/サウンド 


アプリケーションソフト 


バツテリー 


周辺機器 


液晶/画面表示 


ヴポート情報を調べる 


メッセージ/通知領域 


本機の使用状態を確認ずる 


で字入力/キー操作 


内蔵 CD/DVD ドライブ 
(CF-W8 シリーズのみ表示されます） 

Windows の操作/八ードウェア 


































t の ご注意 【必ずお守りください） 


人へのを害、財産の損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 

♦誤った使い方をしたとさに生じるを害や損害の程度を区分して、説明していまず。 


A 筒埃 

「死 t や重傷を負ラおそれび大さい内容」でず。 

A 警告 

「死 t や重傷を負ラおそれびある内容」でず。 

A 注 后、 

「傷害を負ラことや、財産の損害び発生ずるおそれびある内容」 

でず。 

• お守0いただ< 内容を次の図記号で説明していまず。 

0 ® ® ® 

してはいけない内容でず。 

〇 

実行しなければならない内容でず。 


バッテリーパックに関ずるま意 


A 筒埃 


义中に投入したり加熱 
したりしない 


Q 

禁止 

発熱-発火 
まず。 



破裂の原因になり 


クギを刺したり、衝撃 
を与えたり、分解•改造 
をしたりしない 


Q 

禁止 



液漏れ•発熱-発火-破裂の原 
因になりまず。 

♦強い衝撃び加わったら、ずぐ 
に使用をやめて < ださい。 


プラス （+) とマイナス 
(-) を金属などで接触 
させない 


Q 



禁止 

発熱-発火-破裂の原因になり 
ます。 

♦ネックレス、ヘアピンなどと 
いっしょに持ち運んだり保管 
したりしないで < ださい。 


义のそばや炎天下など、 
高温の場所で充電•使 
用•放置をしない 


指定の方法で充電ずる 


劣化した！5新品と交換ずる 


Q 

禁止 




あ漏れ•発熱•発火-破裂の原 
因になりまず。 


指定の方法で充電しないと、液 
漏れ•発熱-発火-破裂の原因 
になりまず。 



劣化したバッテ U —パックを使 
用し続けると、発熱-発火•破 
裂の原因にな0まず。 


まを上のごを意 


巨 


































付属のバッテリーパック 
は、必ず本機で使用ずる 



CF - W 8/ CF - T 8 シ U -ズ専 
用のパッテ U —パックでず。 
CF - W 8/ CF - T 8 シ U -ズ L ソ外 
に使用ずると、液漏れ-発熱- 
発乂- 破裂の原因になりまず。 


必ず、指定のバッテ 
リーパックを使用ずる 



指定（付属および指定の別売り 
商品） LU 外のバッテ U —パッ 
クを使用ずると、発熱-発火 • 
破裂の原因になりまず。 


A 警告 


異常.故障時には直ち 
に使用をやめる 

異常び起さた5ずぐに 
電源プラグとバッテ 
リーパックを抜く 


〇 



参破損した 
♦内部に異物び入った 
参煙び出ている 
♦異臭びする 
♦異常に熱い 

そのまま使用すると、火災- 
感電の原因になります。 

♦すぐに本機の電源を切って 
電源プラグを抜さ、その後 
バッテ U —パックを取り外 
して、販売店に修理につい 
てご相談 < ださい。 


電源コード-電源プラ 
グ - AC アダプターを破 
損ずるようなことはし 
ない 

(傷つけたり、加工したり、熱1 
器具に近づけたり、無理に曲 
げたり、ねじったり、引っ張っ 
たり、重いちのを載せたり、 
束ねたりしない 



傷んだまま使用すると、感電 
ショート-义災の原因になり 
ふ 〇 

♦コードやプラグの修理は、 
販売店にごホ目談< ださい。 


電源プラグのほこりな 
どは定期的にとる 


〇 



プラグにほこりなどびたまる 
と、湿気などで絶縁不良とな 
0、乂災の原因にな0まず。 
♦電源プラグを巧さ、乾いた巧 
でふいて < ださい。 

長期間使用しないとさは、電 
源プラグを抜いて < ださい。 


まを上のごを意 
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A 警告 


コンセントや配線器具 
の定格を超える使い方 
や、交流100 vm 外で 
の使用はしない 


Q 

禁止 



たこ足配線などで定格を超える 
と、発熱による乂災の原因にな 
りまず。 


めれた手で電源プラグ 
の抜を挿しはしない 


磯) 


めれ手禁止 

感電の原因にな0まず。 



電源プラグは根元まで 
確実に挿し込む 


〇 



挿し込みび不完全でずと、感電 
や、発熱による火災の原因にな 
りまず。 

♦傷んだプラグ、ゆるんだコ 
ンセントは使巧しないでく 
ださい。 


分解や改造をしない 


本機の上に水などの液 
体が入った容器や金属 
物を置かない 


逃） 

分解禁止 - 

A 警告 


趣。ぶ 

•高電圧に注意 
本機を分解-巧造しない 


夕 

が■レ ) 



SD メモリーカードは、 
乳幼巧の手の届<とこ 
ろに置かない 

誤って飲み込むと、 
身体に悪影響を及 
ぼしまず。 


Q 

禁止 


高圧部による感電や、異物のミ居 
入などによる火災の原因になり 
まず。 


水などの液体びこぼれたり、ク 
リップ、コインなどの異物び中 
に入った0ずると、火災-感電 
の原因にな0まず。 

♦キーボードに水びかかった 
場合は、本書の1 ] ページに 
従って<ださい。その他の 
異物び内部に入った場合は、 
すぐに電源を切って電源プ 
ラグを抜さ、そのをバッテ 
1」ーパックを抜いて、販売 
店にご相談ください。 


♦万一、飲み込んだと思われ 
るときは、ずぐに医師にご 
ホ目談< ださい。 


雷が鳴り始めた！5、本機やケーブル 
に触れない 




接触禁止 

感電の原因にな0まず。 


禁止 


長時間直接触れて使用しない 

Q 本機や AC アダプターの温度の高い 
部分に長時間、直接触れていると、 
な温やけど x ' l の原因にな0まず。 

血流状態び悪い人（血管障害、 
血液循環不良、糖尿病、強い圧 
迫を受けている）や皮膚感覚び 
弱い人（高齢ち）などは、な温 
やけどにな0やずい傾向びあり 
ます。 


I 安を上のご’ミ主 il (必ずお 30 ください） 


まを上のごを意 
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A 警告 

植込み型む臓ペース 
メーカーの装着部位か 
ら 22cm m 上離ず 

電波によりペース 
メ-力-の作動に影 
響を与える場合びあ 
りまず。 

航空機内では電源を切る 

運航の安全に支障を 
mm きたずおそれびあり 
まず。航空機内での 
使用については、航 
空会社のおおに従つ 
て < ださい。 

自動ドア、义災報知器 
などの自動制御機器の 
近くで使用しない 

/ Oy 本機からの電波び自 
1 X 1 動制御機器に影響を 
別まずことびあり、 
誤動作による事故の 
原因になりまず。 

病院内や医用電気機器 
のある場所では電源を 
切る 

手術室、集中治療室、 
mm ecu 呵よどには持ち 
込まないでください。 

本機からの電波び医 
用電気機器に影響を 
及ぼずことびあ 0、 
誤動作による事故の 
原因になりまず。 

満員電車の中など混雑 
した場所では、付近に 
，こ、臓ぺースメーカーを 
装着している方がいる 
可能性があるので、電 
源を切る X 2 

電波によりペース 
メ-力-の作動に影 
響を与える場合びあ 
りまず。 

《2やむをえずこのよラな環境で 
パソコン本体を使用する場合 
は、無線切り替えスイッチを 
左 （ OFF 側）にスライドして 
<ださい。ただし、航空機の 
離着陸時など、無線の電源を 
切ってちバソコンの使用び禁 
止されている場合ちあります 
ので、ま意してください。 

《3 ecu とは、冠状動脈疾患監 
視病室の略称です。 

A 注忌 

不安定な場所に置かない 

バランスびくずれて倒 
IXJ れたり、落下したりし 
て、けびの原因になる 
ことびありまず。 

水、湿気、湯気、ほこ 
り、油煙などのをい場 
所に置かない 

/ C "、 火災-感電の原因に 
なることびありまず。 

禁止 

本機の上に重いものを 
置かない 

バランスびくずれて倒 
IXJ れたり、落下したりし 
て、けびの原因になる 
ことびありまず。 

電源プラグを接続した 
まま移動しない 

/CN 電源コードび傷つさ、 
火災 • 感電の願に 
なることびありまず。 

♦電源コードび傷ついた場合 
は、すぐに電源プラグを巧い 
て販売店にごホ目談< ださい。 

高温の場所に長時間放 
置しない 

/CN 火のそばや炎天下など極 

V XJ 端に高温になる場所に放 
置すると、キャビネット 
び変形したり、内部の部 
品び故障または劣化した 
りすることびあります。このよラ 
な状態のまま使巧すると、ショー 
卜や絶縁不良などにより乂巧•感 
電につなびることびあります。 
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1 時間ごとに 10 〜 1 己 
分間の休憩をとる 

〇 長時間続けて使用ずる 
と、目や手などの健康 
に影響を及ぼずことび 
ありまず。 


CD / DVD ドライブの内 
呂15をのぞをこまない 
( CF - W 8 シ U — ズのみ) 

内部のレーヴー光源 
を直視ずると、視力 
障害の原因になるこ 
とびありまず。 

♦内部の点検-調整-修理は、 
販売店にご相談 < ださい。 


Q 

禁止 


電源コードは、プラグ 
部分を持って抜く 

〇 電源コードを引っ張る 
とコードび傷つさ、火 
災 .感電の原因になる 
ことびあ0まず。 


LAN コネクターに電話 
回線や指定外のネッ 
トワークを接続しない 

Q LAN コネクターに 
じ(下のよラなネット 
ワークや回線を接続 
胃4ずると、火災-感電 
の原因になることび 
ありまず。 

. 1000 BASE - T 、 1 00 BASE - TX 、 
lOBASE - TiU がのネットワーク 
•電話回線 （ IP 電話、一般電話 
回線、内線電話回線（構内交換 
機）、デジタル公衆電話など） 


ひび割れたり変おしたりし 
たディスクは使用しない 
( CF - W 8 シリーズのみ） 

Q 高速で回転ずるため、 
飛び散ってけびの原 
因になることびあり 
禁止まず。 

♦円形でないディスクや、接 
着剤などで補修したデイス 
クを同様にを険でずので、 
使用しないで < ださい。 


通風孔をふさがない 


Q 

禁止 


内部に熱びこち0、 
火災の原因になるこ 
とびありまず。 


AC アダプターに強い衝 
撃を加えない 


Q 落とすなどして強い衝 
撃び加わった AC アダ 
プターをそのまま使用 
禁止すると、感電.ショー 
卜-火巧の原因になる 
ことびあ0ます。 

♦ AC アダプターの修理は、販 
売店にご相談 < ださい。 


必ず指定の AC アダプ 

ターを 使用ずる 

〇 指定（付属および指定 
の別売り商品） LU 外 
の AC アダプターを使 
用すると、乂災の原 
因になることびあり 
まず。 


(ごド-\^8シ|」ーズのみ） 

本装置はレーヴー利用機器です。 
ごま意-ここに規定したしツがの手 
順による制御や調整は、を険な 
レーヴー放射の被ば< をちたら 
します。分解や修理は行わない 
で < ださい。 



I 安を上のご’ミ主 il (必ずお 30 ください） 
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使用上のお願い 


キーボードに水をこぼしたとを 


本機は、キーボード上に水をこぼしてちバソコ 
ン内部への水滴の浸入を極力抑えることびで 
きる「ウォータースルー構造」（水滴防止構造） 
をキーボード部に採用していまず。 

これは、キーボードにかかった水滴を底面の水 
巧き巧か5が水ずることにより、パソコン内部 
に水滴びたまることを極力抑えるもので、内部 
部品や八ードディスクの故障/破損、データの 
破壊/消失などの防止を保証ずるものではあり 
ません。 


キーボード部び「ウォータースルー構造 J でず。 

その他の部分は、「ウォータースルー構造 J で 

はありません。 


♦万一、水などの液体をキーボード上にこぼし 
てしまったときは、少量の場合でも必ず次の 
処置を行ってください。こぼしたまま放置ず 
ると、故障の原因になりまず。「ウォーター 
スルー構造」は、水滴の浸入を完全に防ぐち 
のではありません。 


①ずぐに電源を切り 、 AC アダプターを 取り 
外す。 

③キーボード上の水滴などを、乾いた柔ら 
かい巧でふく。 



③ゆっくりとパソコン本体を水平のまま持 
ち上げ、そのまま底面の水抜さ巧から出 
た水を乾いた柔らかい巧でふく。 

途中で傾けると、液体びノ（ソコン内部に 
浸入して故障の原因にな0まず。 



④パソコンを水平にしたまま、乾いた場所 
に移動させる。 


水び残っている机の上などに本機を置い 
ていると、底面から水び浸入ずる可能性 
びありまず。 



⑥ CF - W 8 シ U —ズをお使いの場合は下記手 
順を行ってください。 CF - T 8 シ U —ズをお 
使いの場合は、手順⑧に進んでください。 


1. 底面の エマージIン シー ホールにボール 
ペンの先などを巧し込み、矢印のち向に 
動かして、ディスクカバーを開ける。 
本体を傾けず、水平のままディスクカ 
バーを開けられるよラに、机の端などに 
ずらして操作してください。 



2. CD / DVD ドライブの内部に水び入つ 
ていないことを確認ずる。 

水び入っている場合は、乾いた柔らか 
い巧でふさ取ってください。 


⑧ふき取つた後、バッテ U -パックを取り 
外す。 

⑦必ず、修理に関ずるご相談窓口に点検を 
依頼してください。 


夜体をこぼしたことによる修理ホ、保証期^ 
間内でも有料となりまず。あらかじめご了 
承ください。_ J 












巧用上のお願い 


使用/巧管に適した擇境 I 

♦平らで落下のおそれびない場所 

パソコンび落下ずると、本体に衝撃び加わり 
誤動作や故障の原因にな0まず。 

♦使用時の温度：已で〜3已で 

湿度： 30 〇ん RH 〜80 〇/〇 RH 

(結露なさこと） 

保管時の温度：一 20° C 〜60で 

湿度： 30 〇ん RH 〜日0 〇/〇 RH 

(結露なさこと） 

上記の範囲内であってち、低温、高温、高湿 
度など極端に偏った環境で長期間使い続ける 
と、製品の劣化により製品寿命び短くなるお 
それびあ0まず。 

♦熱のこちらない環境 

• 保温性の高いところ（ゴムシートやな団の 
上など）での使用は避け、スチール製の事 
務机など放熱性び優れた場所でお使い < だ 
さい。 

• 放熱の巧げとなりますので、タオルやキー 
ボードカノ（一などで覆わずにお使いください。 
.本体のディスプレイは、開いた状態でお使 
いください（ディスプレイを閉じた状態で 
ち、発煙-発火-故障のおそれはあ0ませ 
んび、温度び上びらないよラに動作び遅< 
なる場合びありまず）。 

♦磁気を発生ずるちのおよび磁気カードなどか 
ら離れた場所 

•磁石、磁気ブレスレットを近づけないで< 
ださい。 

. 本機は下図の丸印の位置に磁石および磁気 
製品を使用していまず。磁気カードや磁 
石、磁気ブレスレツトなどび触れた状態に 
しないでください。 



長時間連続して使用ずるなど、使用状態によっ 
ては保証期間内でを部品の寿命による交換び必 
要になる場合びありまず（有償になる場合びあ 
りまず）。 

([使用中に本機び熱いと感じた6 I 

CPU の動作などにより本機び熱くなることび 
ありまずび、故障ではありません。 

♦画面ち下の通知領域の白をクリックして 

^をクリックし、[パナソニックの電源管理 

(放熱優先） ] をクリックしてください。 

-[パナソニックの電源管理（放熱優先）]に 
設定すると、なの設定などび変更されます。 
-ファン制御モードび[高速]に変更。 

冷却ファンの回転び高速になり、本機の 
温度を下げることびでさまず。ただし、 
バッテ U —の駆動時間び短くなりまず。 

-スク U —ンセーバーを表术しない設定に 

為、を 

• CPU の使用率び高くない場合や、冷却 
ファンの回転音などび気になる場合は、必 
要に応じて次の手順でファン制御モードを 
[標準]または[な速]に設定してください。 
画面ち下の通知領域の白をク1」ックして 
理をク I 」ックし、[ファン制御モード]を 
ク U ックして[標準]または[低速]をク 
1」ックずる。 

♦次の設定を行ラと、パソコン内部の発熱を下 

げることびでさまず。 

• 無線 LAN 搭載モデ J レで無線 LAN をご利 
用にならない場合は、無線 LAN の電源を 
切って< ださい。 

-メモ U —を増設ずる場合は当社推奨の 
RAM モジュールをお使いください。推奨 
じ(外の RAM モジュールを取り付けると、 
発熱量び大さ<なった0、正常に動作しな 
かったりずる場合びありまず。 


駆動時問について ) 

バッテ U —の駆動時間は、使いちや使用環境に 
よって大さく変わります。 

本機では、他のメーカーとの比較のために共通の 
測定法として社団法人電モ情報技術産業協会の 
「 JEITA バッテ U 動作時間測定法 （ Ver . l .の 」 aU 
降、 J 曰 TA 測定法と表記）を採用しています。 


はじめに 
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本書やカタ □ グなど I こ記載の」曰 TA 測定法にき 
づいて測定された数値は、画面を暗くずるなど 
消費電力を抑えた状態で測定しているため、画 
面を明るくして使っていたり、アプ U ケーシヨ 
ンソフトをたくさん起動していたりずると、馬区 
動時間は」曰 TA 測定法の駆動時間より短くなり 
9 〇 


内蔵八ードディスクのデータが護 J 

データ保護のために次のことをお守りください。 

♦パソコン本体の取り扱いには十分ま意し、衝 
撃を与えない。 

八ードディスクは衝撃に 
弱く、破損するとデータ 
や Windows およびアプ U 
ケーシヨンソフトび使え 
なくなることびあります。 

参 Windows やアプリケーシヨンソフトの動作 
中および A - ドディスク状態表示ランプ貨の 
点灯中は、電源を切5ない。 



動作中の 
電源 OFF 


X 


江 IIIM 

III * 


八ードディスクのトラ 
ブルを避けるため、曾 
(スタート）メニューか 
ら電源を切って<ださ 
し、。 


•磁気を発生ずるちの（磁石、磁気ブレスレツ 
卜など）を近づけない。 

八ードディスクに保をさ 
れていたデータび消失す 
るおそれびあります。 



• データの機密保護としてセキュリティ機能を 
活用ずる。 

♦ を『操作マニュアル』 
「、ぶ’（セキュリティ）」 



モジュラーケーブル使用時 
( CF - W 日シリーズをお使いの場合のみ） 

お客さまびお買い巧めになったモジュラーケー 
ブルを本機に取り付けて、テレビやラジオの近 
<で使用されまずと、受信障害を発生ずること 
びありまず。 

CF - W 8 シ U -ズに付属のコアを必ずモジュ 
ラーケーブルに取0付けて<ださい。 

♦取り付け方 

①コネクターから] 0 cm じ(内の位置でケー 
ブルを]重巻さにしまず。 



10巳 m じ(内 

⑨コアのつめびしっかりとかむまで巧さえ 
て閉じまず。 



③コアを取り付けた側のコネクターをパソコ 
ン本体のモデムコネクターに接続します。 

>コアの開け方 

ピンセツトなどでコアのつめを外しまず。 



はじめに 


@『八ードディスクの取り扱いについて』をご 
覧ください。（今]日ページ） 
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巧用上のお願い 


r 持ち運ぶとを 



お巧 D < ださい 


♦本機は、八ードディスクドライブなどへの衝 
撃びルさくなるよラに設計されていまずび、 
衝撃による故障は保証しかねまず。本機は精 
密機器でずので、取り扱いには十分を意して 
<ださい。 

♦電源を切る。 


♦外部装置やケーブル、本体から突さ出た PC 
カード 、 SD メモ U —力ードなどをずべて取 
り外ず。 



ネット部を持って運ばない。 



♦落としたり机の角など硬いちのにぶつけたり 
しない。 

♦航空機利用時は次のことを守る。 

•パソコンやディスクなどは、手荷物として 
持つ。 

• 航空機内の使用は、航空会社の指おに従ラ。 
• 液晶部分び破損ずるおそれびあるため、バッ 
テ U —パックを取り外しているときは、ディ 
スプレイを閉じた上から必要じ(上の力を加え 
ない。また、この状態でかばんなどに入れて 
持ち運ぶとさち、満員電車などで力びかから 
ないよラに気を付ける。 


お勧めします 


♦ AC アダプターと、予備のバッテ U —パック 
(別売り）を用意ずる。 

♦予備のバッテ U - パック（別売り）は、コネ 
クター保護のためビニール袋などに入れる。 

♦ SD メモ U - 力ード、 USB メモ U -、 外付 
け八ードディスク（いずれを別売り）などに 
データのノ（ックアツプを取る。 


〔ぉ手入れ 

♦ディスプレイやホイールパッドのお手入れ 
は、ガーゼなどの乾いた柔らかい巧で軽<ふ 
いて < ださい。 

♦ディスプレイじ(列の部分やホイールパッドに 
巧れび付着した場合は、水または水で薄めた 
台所用洗剤（中性）に浸した柔らかい巧をかた 
く絞ってやさしく巧れをふさ取ってください。 
中性の台所用洗剤 LU 外の洗剤（弱アルカ U 性 
洗剤など）を使用ずると、塗装びはげるな 
ど、塗装面に影響を与えることびありまず。 

♦ CF - W 8 シ U - ズをお使いの場合、内蔵 CD / 
DVD ドライブのレンズのク U —ニングには、 
カメラ用のレンズブ□アーを使用してくださ 
し、スプレー式の強力なちのは使わないでく 
ださい。 



[vfjlD - 

♦ベンジンやシンナー、消青用アルコールなど 
は使わないでください。塗装びはげるなど、 
塗装面に影響を与える場合びありまず。ま 
た、市販のクリーナーや化粧品の中にも、塗 
装面に該響を与える成分び含まれている場合 
がありまず。 

♦水や洗剤を直接かけたり、スプレーで噴きか 
けたりしないでください。液び内部に入る 
と、誤動作や故障の原因になりまず。 


はじめに 


14 

















気温び高い場所でお使いになる 

お口 

• 気温び高い場所で連続してお使いの場合、パ 
ソコン内部の発熱を下げるモードに入るため、 
一時的に動作び遅 < なることびあります。 

• CF - W 8 シ U -ズを使って気温び高い場所で連 
続して DVD への書き込みを行った場合、書き 
込み時間び長くなることびありますので 、 DVD 
への書き込みの間隔をあけてお使いください。 
(ディスク （ CD や DVD など）への書き込みは、 
スーパーマルチドライブ搭載モデルのみ巧能です） 


電子メールなどの/ V ックアップ 
と復元_ 

八ードディスクに保をしている電子メールやアド 
レス帳、お気に入りなどの必要なデータは、定期 
的にバックアップを取ることをお勧めします。 

詳しくはを『操作マニュアル』 「な （イン 
夕ーネット）」または「因（電モメール）」をご 
覧< ださい。 

ネットセレクター2のエクスポート機能を使ラと、 
ネットワークの設定を保をすることびでさます。 

吟を『ネットセレクター2の使い方』 



故障や不本意なデータ更新/消失などのトラ 
ブル発生時の被害を最ル限に抑えるためには、 
定期的なデータのバックアップび有効でず。 
(「八ードディスクを復元ずる」今日2ページ） 

バツテリーが態表示ランプび点 
。しないとき_ _ 

AC アダプターとバッテ U —パックを正しく接 
続していてちノ（ッテ U —状態表示ランプび点灯 
しないとさは、 AC アダプターの保護機能び働 
いている場合びありまず。 

電源コードを抜さ、 ] 分じ(上待ってから再度接 
続してください。 

それでちランプび点なしない場合は、ご相談窓 
口にご相談ください。 


周辺機器の使用について 


パソコン本体、周辺機器、ケーブルなどの故障 
を防ぐため、次の点にを意して<ださい。 

♦仕様に適合した周迅機器を使用ずる。 
♦コネクターの形状、向さにを意して、正しく 
接続ずる。 

♦接続しに<い場合は無理に挿し込まず、ちラ 
一度コネクターの形状、向舌などを確認する。 
♦固定用のネジびある場合は、ネジを締める。 
• ケーブルを取り付けたまま持ち運んだり、 
ケーブルを強く引っ張った0しない。 

また、本書およびを]『操作マニュアル』と合わ 
せて、使用ずる周辺機器に付属の取扱説明書を 
ご覧ください。 


付属品について（ワイヤレス 
WAN 搭載モデルのみ）_ ♦ 

『取扱説明書準備と設定ガイド』に記載の付属 
品に加えて、次のちのび付属しています。 

•封筒 .] 枚 

- NTT ドコモ FOMA サービス 契約 
本人確認書類送付用送付書 •••■] 枚 
本機に内蔵のワイヤレス WAN 機能を使ラ 
には、事前に NTT ドコモの FOMA ® 回線 
契約び必要でず。 

FOMA 回線契約時には、本人確認書類の送 
付び必要になりまずので、本機に付属の封 
筒と送付書をご利用ください。 

-取扱説明書ワイヤレス WAN 接続ガイド 
. 1ホ女 

♦ NTT ドコモの FOMA 回線のお申し込みに 
ついては、付属の『取扱説明書ワイヤレス 
WAN 接続ガイド』および次の Web ページ 
をご覧ください。 

http :// www . hspc - clocomo.net ( 200日年 
]0月]曰現在） 

♦ FOMA 回線の開通手続さなど、ワイヤレス 
WAN を使ラまでの手順については、付属の 
『取扱説明書ワイヤレス WAN 接続ガイド』 

をご覧ください。 

♦ FOMA カードは付属していません。 

回線の申し込みび完了ずると、 NTT ドコモ 
から FOMA カードび届きまず。 
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巧用上のお願い 


プ□ダクトリカバリー DVD-ROM 
は大切に巧管して<ださい 



八ードディスクか5再インス 
I -ールを実行でさない場合な 
どに必要でず。 


無線 LAN ご使用時のセキユリ 
テイにごいて 


工場出荷時、無線 LAN のセキュ U ティに関ず 
る設定は行われていません。 

無線 LAN をご使用になる前に、必ず無線 LAN 
のセキュ U ティに関する設定を行ってください。 

吟皆『操作マニュアル』化广（無線機能）」 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わり 
に電波を和用してパソコンと無線 LAN アクセスポ 
イント（別売り）との間で情報のやり取りを行い 
ます。このため、電波の届く範囲であればネット 
ワーク接続び可能であるという和点びあります。 
その反面、ある範囲であれば障害物（壁など） 

を越えて電波び届くため、セキュ U ティに関ず 
る設定を行っていないと、次のよラな問題び発 
生ずる可能性びありまず。 

♦通信内容を盗み見られる 

悪意ある第=ちび、電波を故意に傍受し、次の 
よラな通信内容を盗み見る可能性びあります。 

• ID やパスワード 

-クレジットカード番号などの個人情報 

• メール内容 
♦不正に侵入される 

悪意ある第=ちび、無断で個人や会社内のパ 
ソコンやネットワークへアクセスし、次のよ 
ラなことを行ラ可能性びありまず。 

-個人情報や機密情報を取り出ず 
(情報漏えい） 

•特定の人物になりずまして通信し、不正な 
情報を流ず（なりずまし） 

-傍受した通信内容を書さ換えて発信ずる 
(改ざん） 

• コンピューターウイルスなどを流し、デー 
夕やシステムを破壊ずる（破壊） 

本機の無線 LAN 機能や無線 LAN アクセスポイ 
ントには、これらの問題に巧応ずるためのセ 
キュ U ティに関ずる設定び用意されていまず。 
本機では、使用ずる無線 LAN アクセスポイン 


卜にあわせて設定をずる必要びあるため、お買 
い上げ時にはセキユ U テイに関ずる設定は行わ 
れていません。無線 LAN をご使用になる前に、 
必ず無線 LAN のセキユ U テイに関する設定を 
行ってください。 

無線 LAN のセキユ U テイに関する設定を行っ 
て使用ずることで、問題び発生ずる可能性はか 
な<なりまずび、無線 LAN の仕様上、特殊な 
方法で通信内容を盗み見られたり、不正に侵入 
されたりずる場合びありまず。ご理解のラえ、 
ご使用ください。 

セキユ U テイに関ずる設定を行わないで使巧し 
た場合の問題を十分に理解したラえで、お客さ 
ま自身の判断と責任においてセキユ U テイに関 
ずる設定を行ラことをお勧めしまず。お客さま 
ご自身で対処でさない場合は、お客様ごホ目談セ 
ンターにごホ目談ください。 


省電力設定について 


本製品は、デバイスへのアクセスや操作びない 
状態び一定時間続いたとさに省電力機能び働< 
など、国際エネルギースタープ□グラムに準拠 
した電力管理び工場出荷時に設定されていま 
ず。本機を使用していない間の消費電力を削減 
ずることびでさまず。 

♦ス U —プ/休止状態から復帰する方法につ 
いては、を『操作マニュアル』「屋（レッツ 
ノー ト活用）」の「ス U —プ状態/休止状態を 
使ラ」をご覧ください。 


CPRM で録画をれたメディア 
の再生にごいて 


CPRM とは、録画制限のかかっているデジタル 
放送を DVD レコーダーで DVD - RAM 、 DVD-R 
および DVD - RW に録画する際に用いられる著 
作権管理技術のことでず。 

巳 F - W 8 シ U —ズをお使いの場合、再生するに 
は WinDVD に CPRM 拡張機能 （CPRM Pack ) 
プ□グラムを組み込む必要びあります（イン 
ターネットへ接続でさる環境び必要でず）。 

今を]『操作マニュアル』「を)に D / DVD ドラ 
イブ）」の 「 DVD - Video を見る」 

CF - T 8 シ U -ズをお使いの場合、 WinDVD び 
インス!-ールされていませんので、再生ずるこ 
とはでさません。 
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AC アダプターを巧 < とお<なる 


工場出荷時 、 AC アダプターを 接 
続していない状態では画面を暗く 
ずるよラに設定されていまず。 

画面を暗 < ずると消費電力を節約 
でさるので、バッテ U —での使用 
に適していまず。 



AC アダプターをおくと- 



メモ 


AC アダプターを巧くと暗くなるのは、 AC アダプターを接続しているとさと接続していないとさの 
明るさを、パソコンび別々に覚えているためでず。また、明るさの調整は電源プランでを設定でさ 
ます。（電源プランごとに設定可能） 

m キーで明るさを調整すると、電源プランで設定した明るさを連動して変更されまず。 
詳しくは^『困ったときの Q & A 』 「液晶/画面表示」「明るさび変わった（暗くなった/明るくなっ 
た）」の「電源プランで設定ずる」をご覧ください。 



はじめに 
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表記について 


Enterll 

キーボードの Enter キー^押 
ずこと。 

Fn )1 

キーボードの LfaJ を巧しなが 

+ 

5、 1 圧国 店巧ずこと。 

F 已 II 

m 口と に到 （ホ彻 1) の機能 
を入れ換えてお使いの場合 
(吟3已ぺージ）は、 liFnI と 

1 向可 階置さ換えてご覧くだ 
さい。 


©(スタート）画面上の©(スタート）をク 
-[ずべてのプロ リックした後、[すべてのプロ 
グラム] グラム]をクリックすること。 


参照巧 


@ 画面でちるマニュアルのこと。 

♦本書では、コンピューターの管理者の権限で 
□グオンした場合の手順や画面表示で説明し 
ていまず。 

標準ユーヴーのアカウントで実行でさない機 
能びあった0、説明と異なる画面び表示され 
たりした場合は、コンピューターの管理ちの 
権限で □ グオンして操作してください。 

参本書では 、 Windows Aero を設定していな 
い場合の画面表示で説明していまず。 

参本書では、 「 Windows ® 7 Professional 32 
ビット正規版（日本語版）」を 「 Windows 」 ま 
たは 「Windows 7」と表記します。 

♦本書では、内蔵の光学ドライブ（スーパー 
マルチドライブなど）を 「 CD / DVD ドライ 
ブ」と表記しまず。 

♦本書では、内蔵の CD / DVD ドライブの種類 
によって説日月び異なるため、なのよラな表記 
で区別しています。 

• 「スーパーマルチドライブ搭載モデル」と 
は、スーパーマルチドライブび内蔵されて 
いるモデルのことでず。 

• rDVD - ROM ドライブ搭載モデル」とは、 
DVD - ROM ドライブび内蔵されているモ 
デルのことでず。 

「仕様」でお持ちのパソコンびどちらのモデ 
ルか確認してください。 

CF - T 8 シ U —ズには CD / DVD ドライブカ9蒼 
載されていません。 


-♦本書では、搭載されている機能によって説明 
: び異なるため、次のよラな表記で区別してい 
: まず。 

: •「ワイヤレス WAN 搭載モデル」とは、ワ 

ミ イヤレス WAN び内蔵されているモデルの 

: ことでず。 

i -「無線 LAN 搭載モデル」とは、無線 LAN 
i び内蔵されているモデルのことでず。 

;-「ハードディスク搭載モデル」とは、フ 
: ラッシュメモ U - ドライブではなく八ード 

: ディスクドライブび内蔵されているモデル 

: のことでず。 

: 「仕様」でお持ちのパソコンびどのモデルか 

: 確認してください。 

• ♦本書では、次のアプ U ケーシヨンソフトを省 

: 略して表記しまず。 

： • rWinDVD ™ 8 ( OEM 版）」を 「 WinDVD 」 

:♦別売0の商品について 
■ 本書で使巧している商品品番は変更になるこ 

: とびありまず。最新のカタ□グまたはご相談 

: 窓口で確認してください。 

:♦再インストールについて 

: 再インス!-ールとは、八ードディスクを 

: フォーマットして、 Windows をインストー 

: ルし直ずことでず。 

: 再インス!-ールを実行ずると八ードディスク 
: の内容は消去され、工場出荷時の状態に戻り 

* よ9 〇 

: お客さまび作成したデータは、他のメディア 

: や外付けの八ードディスクへ必ずノ（ックアッ 

: プを取っておいて < ださい。 

i 再インス!-ールの方法や確認事項については 

i 「再インス!ルずる」（今日 4 ページ）をご 

i 覧ください。 

:♦無線 LAN を内蔵していないモデルをお使い 
: のちへ 

- 無線 LAN を内蔵していないモデルをお使い 

- の方は、ち 1 『操作マニュアル』などに記載さ 

: れている無線 LAN 機能をお使いいただ < こ 

: とはできません。また、無線 LAN 機能に関 

: 連ずる項目などち表示されません。 

: 例： セットアッ フユーティ U ティの 「詳細」 

: メニューの[無線 LAN ] 
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画面で見るマニユアルの見方 


次のマニュアルは本機に保存されていまず。 Windows ①セットアップ（吟『取扱説明書準備と設 
定ガイド』）び終わった後に見ることができまず。 


『操作マニュアル』『困ったとを 
の Q & A 』 を見る 


〇 


デスクトップの*をダブルク 
リックする。 

♦デスクトップの11 (バッテ1」一等の上 
手な使い方）をダブルク1」ックずると、 

を『操作マニュアル』の「巧（バッテ 
1」一)」び表示されまず。 


『ネットセレクター2の巧い方= 
を見る （ PDF 形式） 


ネットセレクター2の使い方を説明しています。 

Q ©(スタート)-[すべてのプ□グラ 
ム]- [Panasonic]- [ネットセレク 
夕一 2]-[ネットセレクター 2につ 
いて]をク U ックする。 



八ードディスクの取り扱いについて説明していまず。 
J \- ドディスク搭載モデルのみ表示されまず。 

Q ©(スタート)-[ずべてのプ□グラ 
ム]- [Panasonic]- [オンラインマ 
ニュアル]- [A- ドディスクの取り 
扱いについて]をクリックする。 


Windows のヘルプを見る J 

〇 @(スタート)-[ヘルプとヴポー 
卜]をクリックする。 


『内蔵セキユリテ. 

ご利用の手引を』を見る (PDF 


イチップ （ TPM ) 1 
を見る （ PDF 形式 ) J 


内蔵セキュリティチップ （ TPM ) のインス 
I ル方法などを説明していまず。 

n デスクトップの*をダブルク 
リックする。 

S [操作マニュアル]-[が)（セキュリ 
ティ） ] をクリックし、[データを 
保護•暗号化する]をクリックする< 
g 説明をよく読み、「内蔵セキュリ 
ティチップ （TPM) ご利用の手引 
を」を表示ずる。 


『内蔵モデムコマンドー質』を 
見る （ PDF お式） 


内蔵モデムの設定で使用するコマンドの一覧です。 

〇 @(スタート）-[すべてのプ□グラ 
ム HPanasonic]- [オンラインマ 
ニュアル]-[内蔵モデムコマンドー 
覧]をクリックずる。 


r 内蔵モデムの使い方 J を見る 
( PDF お式） 


内蔵モデムを使って電話回線に接続するち 
法などを説明しています。 

Q ©(スタート)-[ファイル名を指定 
して II 行]をクリックする。 

白「 c:¥util¥manual¥modemtip. 
口が」と入力して [0K] をクリック 
する。 


メモ 


Adobe Reader のアップデートを促ずメッ 
セージび表おされた場合は、画面に従ってアッ 
プデートして < ださい。 

Adobe Reader の最新版については次の Web 
ページをご覧ください。 
http :// www . aclobe . com / jp / 
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各部の名跡と働を 


は 

じ 

め 

に 



名称 

働を/参照巧 

A 

フアンクシヨンキー 

II Fn 1 に組み合わせて押すと、各キーに割り当てられている機能び働きます。 

今2目ページ 

B 

キーボード 

— 

C 

ホイールパッド 

♦『取扱説明書準備と設定ガイド』の「ホイールパッドの基本操作」 

♦を] 『操作マニュアル 』 「(D (ホイールパッド）」 

D 

無線 LAN 用アンテナ 
(内蔵） 

無線 LAN 通信用のアンテナび内蔵されています。 

♦巧 『操作マニュアル』 の' （無線機能)」 

E 

電源スイッチ/ ル 

電源状態表示ランプ U 

約 1 秒間スライドさせると電源び入り、電源状態表示ランプび点なします。 

(電源状態表示ランプ ♦23 ページ/電源スイッチ^24ページ） 

F 

無線切り替えスイッチ 
WIRELESS 

無線 LAN など本機に搭載されているすべての無線機器の電源のオン（ち側）/ 
オフ（左側）を切り替えます。 

♦田 『操作マニュアル』無線機能）」 

G 

状態表示ランプ 

國国田⑩昌 

ECO 日 

CF - W 8 シ U - ズのみ： 度) 

今23ページ 

H 

ディスプレイ 
(内部！ CD ) 

明る巧固暫 ： llFnll + llFlll ( F げる） /II Fn 11 + 11 F 2 11 ( 卜げる） 

今17ページ 

1 

セキュリティ□ック 

ケンジントン社製のセキュ1」テイ用ケーブルを接続することびでをます。 

接続のしかたはケーブルに付属の説明書をご覧<ださい。 

セキュ U テイ□ックおよびセキュ1」テイケーフルは盜難を予防するもので、 

万一発生した盗難事故による被害については責任を負いかねます。 

J 

モデムコネクター 鬥 

モジュラーケーブルを接続します。 

CF - W 8 シ U - ズをお使いの場合は、コアを取り付けたモジュラーケーブルのコ 
ネクターをモデムコネクターに接続してください （♦ IS ページ）。 
♦『取扱説明書準備と設定ガイド』、『内蔵モデムの使いち』 
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名称 

働を/参照巧 

K 

LAN コネクター 4 

LAN ケーブルを接続します。5こポート U プ U ケーターを接続している場含 
は、 LAN コネクターは使用でさません。5こポート U プ U ケーターの LAN コネ 
クターを使巧してください。 

今^『操作マこュアル』 「を (インターネット）」の「ブ□ー ドバンドで接続する」 

L 

USB ポート 

US 及 ケーブルを接続します。 

♦巧 『操作マニュアル』 r も;（周辺機器）」の rusB 機器を接続する」 



c 

D 
E 

E のエマージェンシーホールは 
CF-W8 シ U— ズのみの 機能です。 


A 

ラッチ 

バッテ U - ノ0ックび正しく取り付けられると自動的に □ ックされます。取り外 
すときは、内側にスライドしてロックを解除します。 

B 

バッテリーパック 

♦巧] 『操作マニュアル 』 r に （バッテ U -)」 

バッテ U —パックの取り付け/取り外しのち法は、下記をご覧ください。 

C 

化張メモリース□ット 

RAM モジュールを取り付けます。 

吟2目ページ 

D 

スピーカー 

• 音量調整 ： ft Fn ]1+[1 F 5 ]1(下げる ）/[I Fn ll+ft F 6 lU 上げる） 

• スピーカーの オン/オフ： II Fn 11 +II F 4 11 

E 

エマージェンシー 

ホール 

CF - W 8 シ U —ズをお使いの場合、ディスクカバーが開かないとさや、電源を入 
れないで CD や DVD を取り出したいとをに使います。（今28ページ） 

CF - T 8 シ U —ズをお使いの場含は、エマージェンシーホールに何も挿し込まな 
いで <ださい。 


Iバッテリーパックの取り付け方法 
バッテリーパックを矢印の方向にスライドし 
て取り付ける。 



Iバッテリーパックの取り外し方ま 
左ちのラッチを□ック解除'の方向にスラ 
イドした状態で、本体と平行にバッテリー 
パックを巧し出ず。 


バッテ U- パックのをちの突起とパソコン本体のく 
ぼみが合ラよラに挿入してください。突起とくぼみ 
が合わない場合は、いったん取り外し、バッテ U- 
パックが浮かないよラに上か 5 軽 < 巧しなが 5 スラ 
イドしてください。 
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I 各部のち祝と曲を 



名称 

働さ/参照巧 

A 

■ミ 原端モ 

AC アダプターを接続します。 

B 

が部ディスプレイ rl 
コネクター U 

外部ディスプレイのケーブルを接続します。=ニポート U プ U ケーターを接続 
している場合、コネクターは使用でをません。5ニポート U プ U ケーターのコ 
ネクターを使用してください。 

♦を 『操作マニュアル 』 r も 3(周辺機器）」の「外部ディスプレイを使う」 

C 

5ニポートリプリ PVT 
ケーターコネクター 

別売りの5ニポート U プ U ケーター(品番： CF - VEBUO 已 BU ) を接続します。 

D 

通風孔 

内部の熱を逃びします。 

E 

PC カードス□ット 

♦を 『操作マニュアル』 「も （周辺機器）」の 「 PC 力ードを使う」 

F 

SD メモリーカード 
ス□ット 

50><モ1」ーカードまたは SDHC ^ モ U —カード専用です。 

今を 『操作マこュアル』「1^^(周辺機器）」の^ SD / SDHC メモ U -力ードを 
使ラ」 

G 

CD/DVD 巧ィブ 

CF - W 8 シ U —ズのみ CD / DVD ドライブが搭載されています 
今 27ぺージ、 臂 『操作マこュアル』 r 卷)に D / DVD ドライブ）」 

H 

ドライブ 電源/ 

オープンスイッチ 
OFF/ON A 

CF - W 8 シ U —ズのみこのスイッチが搭載されています。 

•ちにスライドすると CD / DVD ドライブのディスクカバーが開をます（パソコ 
ンの電源が入っているとをのみ）。 

•左にスライドするごとにドライブの電源オン/オフが切り替わります 
(Windows 起動中のみ）。 

1 

マイク入力端子 / 

コンデンサー型ステレオマイク□ホンを使用でをます。 

それし U 外を使用すると、音の入力びでをなかったり、故障の原因になったりす 
る場合びあります。 

J 

才ーディオ出力端モ n 

巿版のオーディオ用ヘッドホン、アンプ付をスピーカーなどを接続します。接 
続すると、内蔵スピーカーからの音は出なくなります。 
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名称 


状態/参照巧 


電源状態表示ランプ山 


-消な：電源オフまたは休止状態 
• 点な：電源オン 
. 占滅；スリープザ能 

工場出荷時の状態では、内部 LCD の明るさに合わせて電源状態表示ランプの明るさち変 
わります。セットアップユーテイ U テイの「メイン」メニユーの [ LE □輝度]で常に暗く 
設定することちでさます。 

ス IJ - プ状態または休止状態から復帰するには、電源スイッチをスライドしてください。 


エコノ S- モード 

(ECO ) ランプ 


ECO 


バッテ U - のエコノミーモード （ ECO ) の有効/無効を表します。 
-消な：無効 
• 占灯；有効 

-点滅：有効（残量80%まで放電中） 


バッテリー状態表示 
ランプ 


消な：バッテ U —パック未装着または充電していない状態 
オレンジ色点な/明滅：充電中 
緑色点な：充電完了 
赤色点な：残量約日％しツ下 

赤色点滅、オレンジ色点滅；「バッテ U —の Q & A 」の「バッテ U —状態表示ラン 
プ n び点滅しているとをは？」（♦已4ぺージ）をご覧ください。 


CD/DVD ドライブ 
状態表示ランプ 
(CF-W8 シリーズの 
み搭載されていまず） 


獲 


-消な；内蔵 CD / DVD ドライブの電源びオフまたはディスクカバーび開いている状態 
• 点な：内蔵ドライブの電源びオンで、アクセスしていない状態 
• 点滅：内蔵ドライブの電源びオンで、アクセスしている状態またはディスクカ 
バーび開<準備中 

ドライブの電源のオン/オフを切り替えるには、な『操作マニュアル』「猶 （ CD / 
DVD ドライブ）」の「ドライブの電源をオン/オフする」をご覧ください。 


SD メモリーカード 
状態表示ランプ 


國 


SD メモ U -力ードまたは SDHC メモ U -力ードへのアクセス時に点灯します。 


Caps Lock ランプ 
(キャップス□ック） 


面 


層而郁を巧しなびら に apsLock "! を巧ず户点けまた-は'消けし、入力でをるアルフアベツ 
卜の種類を表します。 

• 点な：大文字 
• 消な：小文字 


^を押すと点灯し、下図のよラにキーボードの一部びテンキーとして機能しま 
す。ランプ点灯時にキーを押すと、キーボード上の数字または演算記号び入力で 
さます。 


解除するには、もう- 


NumLock ランプ 
(ナム□ツク/ 
テンキー モー ド） 


-度^を押します（ランプ消灯）。 

テンキーモード 


巧 



區国)の機能は、アプ U ケーシヨンソフトにより異なります。 


ScrLk ランプ 
(スク□-ル□ツク） 


m を巧しなびら ScrLk ) を押すと点なまたは消なします。使用するアプ 
U ケーシヨンソフトによって機能び異なります。 


ドディスク状態 
表示ランプ 


昌 


八ードディスクへのアクセス時に点なします。 


が態表示ランプ 

CF - W 8 シリーズ 


CF - T 8 シ U - ズ 



こ國国の画昌） 



画面面画員） 


ECO 


はじめに 
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を入れる/切る 


電源を入れる 


巧めて電源を入れるときの操作は『取扱説明書 
準備と設定ガイド』をご覧ください。 

〇電源スイッチのを約1砂間スライド 
ずる。 

• 電源巧態表示ランプ&び点好したら手 
を離しまず。 

♦電源スイッチを4秒！;(上スライドさせ 
た0、連続してスライドさせた0しな 
いで < ださい。 



♦起動中（ポインターび P から通常のを 
の W こ戻り、八ードディスク状態表示ラ 
ンプ昌び消えるまで）は、次のことを 
しないで < ださい。 

• AC アダプターを 抜さ挿しずる。 

• 電源スイッチを操作する。 
•キーボード、ホイールパッド（外部マ 

ウス）に触れる。 

• ディスプレイを閉じる。 

• CF - W 8 シ U - ズをお使いの場合は、 
ドライブ電源/オープンスイッチを操 
作する。 




♦パスワードを設定している場合は、パ 
スワードの入力画面にな0まず。 



ノ（スワードを入力して白をク U ックして 
<ださい。正しいパスワードを入力ずる 
まで操作でさません。 

文字入力の設定びキャップス□ックやナ 
ム□ック（今23ぺージ）になっていない 
ことを確認してください。 


電源を入れたを、すぐに下の画面び 
表巧をれた6… 



本機のセキュリティのため、スーパーバイザー 
パスワードまたはユーザーパスワードび設定さ 
れていまず。パスワードを入力し M を巧して 
ください。正しく入力ずると起動しまず。 

3回間違えるかパスワードを入力せずに約]分 
経過ずると、電源び切れまず。 


画面の表示び消えた6… 


お買い上げ時は省電力設定びされているため、操 
作やデバイスへのアクセスびない状態び一定時間 
続くと省電力機能が働さ、画面び暗くなったり画 
面の表示び消えたりしまず。 

ホイールパッド、キーボードを操作ずると元の 
状態に戻りまず。 

動作に影響のないキー(画や圆など)を 
押してください。 

また、本機を操作しないと、ス U - プ状態に入 
りまず。電源スイッチをスライドずると元の状 
態に戻0まず。 

f 、 


一定時間アクセスがないと (工場出荷時の設定) 



ス U - プ中に電力の供給びなくなると、 

保持されていたデータは失われます。 

AC アダプターを接続しておくことをお勧めします。 



































































□fjID - 

♦電源が切れるまでは、巧のことをしないで< 

ださい。 

• AC アダプターを 抜さ挿しずる。 

• 電源スイッチを操作ずる。 

• キーボード、ホイールパッド（外部マウ 
ス）に触れる。 

• ディスプレイを閉じる。 

• CF-W 日シ U -ズをお使いの場合は、ドライ 
ブ電源/オープンスイッチを操作する。 

♦電源を切った後、再び電源を入れるまで10 

秒に(上あけて < ださい。 

• 長時間ご使用にな5ないときは 

•節電のため、パソコン本体の電源を切り、 
AC アダプターを電源コンセントから抜い 
てください（電源コンセントに接続したま 
まにしておくと、 AC アダプター単体で最 
大 0.3 W の電力を消費していまず）。 

•ノ（ソコン本体の電源び切れている状態でを 
パソコン本体は電力を消費しまず。長時間 
ご使巧にならなかった場合は、次回お使い 
になる前にバッテ U —を充電ずるか、 AC 
アダプターを接続して< ださい。 

バッテ I 」一残量な持期間は下記の表のとおりです。 


巧をかすなど、操作を中断する I 

「スリープげ態」または「休止げ態」の機能を使う 
と、次回電源を入れたとき、操作していたアプリ 
ケーシヨンソフトやファイルび表示され、ずぐに 
操作を再開ずる ことび できまず。 

♦ m + m を押すと、ス U - プ状態になります。 
♦ m + M を巧ずと、化止状態になりまず。 
♦電源スイッチをスライドずると元の状態に戻 
りまず。 


♦バッテリー残 量 保持期間 


パッテ U - 
パックの種類 

バッテ U - パック 

軽量バッテ U —パック 

スリープ 

状態 

約3曰 

(LAN Wake Up 機能有効時：約2日） 

約1.已曰 

(LAN Wake Up 機能有効時：約]日） 

ス U —プ状態でバッテ U —残量びな < なると保持されていたデータは失われます。 

休止状態 

約20曰 

(LAN Wake Up 機能有効時：約3日） 

約] 0曰 

(LAN Wake Up 機能有効時：約1.已日） 

電源オフ 

約20曰 

(Power On by LAN 機能有効時：約3日） 

約] 0曰 

(Power On by LAN 機能有効時:約].已日） 


LAN Wake Up 機能有効時でも、 LAN ケーブルを接続していない場合はかし長くなりまず。 

LAN Wake Up 機能および Power On by LAN 機能については、ち)『操作マニュアル』「厘（レツ 
ツノートミ舌用）」の「他のパソコンから本機を U ジューム/起動ずる」をご覧ください。 


電源を切る 


n 必要なデータを保巧して、各種ア 
プリケーシヨンソフトを終了ずる。 

0電源を切る。 

ホイールパッドを使って電源を切る 

①曾（スタート）をク U ックずる。 

③[シャツトダウン]をク U ツクずる。 
電源び切れまず。 


1 みのな 

1 ► すべてめプ□グラム 

1111 ■ 






起動し直したい場合（再起動）は 
H - [再起動]をク U ックしまず。 

キーボードを使って電源を切る 

①國を押し、圆を]回巧して[シャット 
ダウン]を選ぶ。 

③ dEnterj ] を押す。 


rAltl + 圧互! を押して、終了画面を表おさ 
せることちでさます。 

0電源状態表示ランプが完全に消口 
してか5ディスプレイを閉じる。 


使ってみる 
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Fn キーを®う 


『操作マニュアル』 「禪 (キーボード）」の 「Fn キーを使う」では、さらに詳しく説明してしほす。 


m を巧しなが5、文字や記号び枠で 
囲まれているキーを押ずと、次の表の 
よラな機能び働さまず。 

♦ m と胃（左側)の機能を入れ換 
えてお使いの場合（吟3已ページ）： 
m の化ね0に胃（左侣 II )を巧し 
て < ださい。 



F1 

F2 

F3 

F4 


[，なI 

I や:.‘ I 

I 己/回 I 

I K I 

など 


m を巧しなが Sira を 
巧ずと、 D の機首目 
(音声出カオン/オフ)び働< 


キー 

機能 

画面表示 

H Fn ll + f [ F1 ll 

II Fn II + |[ F 吕 II 

内部に D の明るさを調整します。 

II Fn 11+11 Fl IK 卜ける j /IlFn 11+11 F2||( 上げる） 


呀 


11 Fn 11 + [1 F3 ll 
または 

國 + 圆 
( Windows 起動を) 

外部ディスプレイを接続してキーを押すと、ちの画面び表 
示され、画面の表示モードを切 0 替えることびでさまず 
(II Fn 11+ II F3 II を押し—ごホ术 +— ドを漠んだ後、 llEmerll を巧ずまで 
切 0 替わらない場合びありまず）。 


コンピユ , a a 

#1 ^ ^ 

外部ディスプレイに画面を表 
おしている場合は[プロジェク 
ターの切断]と表示されます。 

II Fn II + 11 F4 II 

スピーカーとオーディオ出力端子からの音声出力のオン/オフ 
を切り替えます。 

音声出力をオフにすると、ビープ音も鳴らなくなります。 


崎" 

W 

オフ 

1 兰ュート） 

ll Fn II + 11 F 已 II 

fl Fn ll + f [ F6 ll 

スピーカーとオーディオ出力端子からの音量を調整しまず。 

II Fn 11+11 F5 IK 卜け々 ）/II Fn 11+11 F6 II ( 卜げる） 


m 


U Fn 11 + U F7 ll 

現在のバソコンの状態びメモ U —にな存されてス U -プ状態に入ります。 

- 

II Fn II + 11 F9 II 

バッテ U —の残量を表示します。 


— 

■ 

バッテ U - パック装着 
時（％表示は一例です。） 

バッテ U —パック未装 
着時 

バッテ U —のエコノ 
■ 5 —モード （ ECO ) が 
g 有効の場合は、 「 ECO 」 
と表示されます。 

fl Fn ll + lF10(l 

現在のバソコンの状態を八ードディスクに f 呆存して休止状態に入ります。 

- 

11 Fn fl + [1 Fl1 ll 

使用するアプ U ケーシヨンソフトによって機能び異なります。 （ SysRq ) 

- 

II Fn II 十 I1F12II 

画面全体をク U ップボードにコピーします。 ( PrtSc ) 

II Fn 11 + 11 Alt ||+I1F12II を押ず卜、湧おおれているウィンドウのみコピー 
でをます。 

- 

ll Fn II 4- IlNum 叫 1 

II Fn II + 11 Ins 11 

ll Fn II + ll Del ll 

使用するアプ U ケーシヨンソフトによって機能び異なります。 

II Fn 11 十 IlNum 叫 1: SnrI k II Fn 11+ II ins II : PauRfi 
『Fn ll+foei )1 : Break 

- 

llFnll+ 网 

最初のページに移動またはポインターを斤の先頭に移動 （ Home ) 

- 

llFn||+ IHI 

最後のページに移動またはポインターを斤の最後に移動 （ End ) 

- 

liFnII 十圆 

前のページに移動 （ PgUp ) 

- 

liFnil 十画 

なのページに移動 （ PgDn ) 

- 
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CF - W 8 シ I 」ーズをお使いの場合、 WinDVD のウィンドウび選択されていると、 Fn キーを使って音声出力の 
オン/オフや音量調整を行ってち画面表示（スピーカーのアイコン表示）はをわりません（今已 S ページ)。 

























































































































































































































































































巧蔵 CD / DVD ドライブ 


♦ CF-W8 シリーズには、 CD/DVD ドライブび搭載されていまず。下記の説明をお読みください。 
また、 CD/DVD ドライブの取り扱い、本機で使えるディスクの種類、 DVD を見る方まなどにつ 
いては、を『操作マニュアル』「を) （CD/DVD ドライブ） J をご覧ください。 

♦ CF-T8 シリーズには、 CD/DVD ドライブび搭載されていません。写真や文書ファイルを CD な 
どに保巧したり、 DVD-Video を再生したりずる場合は、が付けの CD/DVD ドライブ（別売り） 
が必要でず。州寸け① CD/DVD ドライブ（別売り）に付属の説明書をご覧ください。 


ドライブをお使いになる場所 


油煙やたばこの煙のをいところでは使用しない 
で < ださい。 

レンズの寿命び短くなることびありまず。 

ドライブアクセス中の操作について) 

ディスクカバ’一を開けたり、パ 
ソコンを持ち上げたり、持ち運 
んだ〇しないで< ださい。 

ディスクの損傷、読み出しや書き込 
みの失敗、故障の原因になります。 

パソコンに衝撃を与えないでく 
ださい。 

データの読み出しや書さ込みに 
失敗することびありまず。 


ケーブルやカードなどを巧さ挿 
ししないで < ださい。 

データの読み出しや書さ込みに 
失敗することびあ0まず。 


ディスクにアクセスずるアプリ 
ケーションソフトを起動した後 
は、そのアプリケーションソフ 
卜を終了ずるまでディスクカ 
!(一を開けないで < ださい。 




ドライブ電源/オープンスイッ 
チを操作しないでください。 


書き込みや書き換え作業び長時間に及ぶ場合は 、 AC 
アダプターを接続しておいてください。作業中に 
バッテ U —切れび起こると書を込みに失敗する場合 
びあ0ます。 

(ディスク （ CD や DVD など）への書を込みは、 
スーパーマルチドライブ搭載モデルのみ巧能です） 


ドライブの作動音 


なのよラな場合、 CD / DVD ドライブからモーター音 
びします。 

• CD / DVD ドライブの電源を入れた直後（ジーや 
キューンといラ音） 

• セットアップユーティ U ティで[光学ドライブ電 
源]を[オン]に設定してし巧状態で、本体の電源 
を入れた直後（ジーやキューンといラ音） 

• CD / DVD 再生中（一定間隔で鳴るゴ□ゴ□といラ 
ルさな音） 

これらは、 CD / DVD ドライブのモーターび作動して 
いる音で、故障ではありません。 


ディスクカバーを開いているとを 


♦ディスプレイを閉じない。 

化ずディスクカノ（一び開じていることを確認して 
からディスプレイを閉じてください。液晶部分び 
傷つ < ことびあります。 

• ドライブのすを間部分にク U ップなどの異物を入 
れない。故障の原因になります。 

♦ディスクカノ（一を無理に開けない（日0°〜70’ に 
開をます）。 

手などび触れてそれ LU 
上開いてしまった場合 
は、ストッパーび元に 
戻るまで、ゆっくりと 
手前に戻して<ださ 
し、。 


I ディスクカノ（一を開けたままで放置したり、レン 
ズの部分に手を触れたりしない。 

ゴ云やほこりびレンズに付着し、データを読み取 
れなくなる場合びあります。 



CD / DVD ドライブの觀をむにしたとき 


ドライブ電源/オープンスイッチを左にスライドし 
て CD / DVD ドライブの電源をオフにしたとを、「‘標 
準デュアルチャネル PCI IDE コント□-ラ’は安 
全に取り外すことびでをます」といラメッセージび 
表示されることびありますび、 CD / DVD ドライブ 
は内蔵のため取り外すことはでをません。 


使つてみる 7 
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内蔵 CD / DVD ドライブ 


ディスクのセット/取り出し^ 

♦ディスクは確実にセットしてください。 
確実にセットしないでディスクカバーを閉じ 
ると、ディスクび傷つくことびありまず。 

♦ Windows び起動している場合は、本体前面 
ち側のドライブ電源/オープンスイッチを 
使ってディスクカバーを開けてください。 

• ドライブ電源/オープンスイッチやアプ IJ 
ケーシヨンソフトの操作を行ってちディスク 
カパーび開かないとさや、パソコンの電源を 
入れないでディスクを取0出したいとさは、 
ク U ップを引さ伸ばしたちのやボー J レペンの 
先などを底面のエマージェンシーホールに挿 
し込み、矢印の方向に動かして<ださい。 


エマージェン シー ホール 



に /^wi - 

♦ディスクをセットした後、メディアび認識さ 
れるまでは、エクスプ□ーラーなどで CD/ 
DVD ドライブのアイコンをクリックしない 
で < ださい。 

♦セットしたディスクによっては、ファイルへ 
のアクセス中に自動実行び開始されることび 
ありまず。 

また、ディスクから動画を再生したとさ、滑 
らかに再生でさないことびあ0まず。あらか 
じめご了をください。 

♦お買い上げ後および OS をインスIルし直 
した後に巧めて CD/DVD ドライブの電源を 
入れると、 CD/DVD ドライブを新しいデバ 
イスとして認識しまず。認識の処理び完了ず 
るまでの間（約30秒）は、ドライブ電源/ 
オープンスイッチでドライブの電源をオフに 
しないで < ださい。 



ディスクカバーの中央付近（矢印の位置）を巧 
して□ツクされたことを確認してください。 
カバーの端を巧してち□ツクされません。必ず 
カバーの中央（矢印の位置）を巧して<ださい。 
ディスクカノ（一を閉じた後、メディアび認識さ 
れるまでは、ドライブにアクセスしないでくだ 
さい。 

DVD の再生について 

DVD を再生する場合は、 WinDVD または 
Windows Media Player を使います。 

WinDVD で再生するには、 CD/DVD ドライブに 
ディスクをセツトして自動再生の画面び表おさ 
れたら、[の DVD ムービーの再生- InterVideo 
WinDVD 使用 ] をク U ツクしてください。 
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I メモリー容量を増やす 

本機には化張メモリース□ットび1つ用意されていまず。 RAM モジュールを増設または交換して、 
搭載されているメモリー容量を増やずことにより、 Windows やアプリケーシヨンソフトの処理速度 
を上げることびできまず （ お使いの使用条件により効果は異なりまず）。 


にク ^ - 

次のことにごま意ください。 

♦ RAM モジュールは CF - BAB 2048 U などの 
推奨品をお使いください。 

推奨品については、弊社の最新のカタ□グや 
Web ページでご確認いただけまず。推奨 LU 
外の RAM モジュールを取り付けると、正常 
に動作しなかった0、故障の原因になった0 
する場合びありまず。 

また、場合によっては発熱によりカバーび変 
形ずる場合びありまず。 

♦使用可能な RAM モジュールの仕様について 
は、「仕様」（今7已ページ）をご覧ください。 
• 推奨しソ外の RAM モジュールを使用した場合 
や誤った方法で取り付けまたは取り外した場 
合の故障や損害について、弊社では責任を負 
ラことはでさません。 

RAM モジュー j レの種類や取り付け方法をご 
確認のラえ、正しいち法で装着して<ださい。 

♦ RAM モジュールは、静電気に巧して非常に 
弱い部品で、人間の体内にたまった静電気に 
より破壊される場合びありまず。 
取り付け/取り外しのとさは、本体内部の部 
品や端モなどに触れないでください。 

♦ RAM モジュールの取り付け/取り外しは、本 
体の電源を切り、 AC アダプターやバッテ 

I 」 ー パックを取り外してから行って < ださい。 
• ネジの溝をつぶさないよラ、ネジの大ささに 
合ったドライバーをお使いください。 


RAM モジュールの取り付け 


P RAM モジュール（別売り）を用意 
する。 

g パソコンの電源を切り、 AC アダプ 
ターを取りがす。 

ス U —プ状態/化止状態のとさに、取り付 
け/取り外しを行わないでください。 

0本体を裏返す。 

□ 左ちのラッチを□ック解除'の方 
向にスライドしたが態で、本体と平 
行にバッテリーノ \:ックを押し出す。 

ラッチび □ ックされた状態で、無理に 
バッテ U —パックを取り外さないでくだ 
さい。バッテ U —パックび破損ずるおそ 
れびありまず。 
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メモリー容量を増やず 


白ネジを取りかし、カバーをかず。 

あ張メモ U —ス□ットのカバーの位置は、 
手順4をご覧ください。 



0ス□ットの凸部と RAM モジュー 
ルの切り 欠き部の向きを合わせて 
持ち、ス□ットと平行に RAM モ 
ジュールを軽く合わせる。 

凸部の位置は機種によって異なりまず。 

ス□ットの己部の位置を確かめ、己部と 
RAM モジュールの切り欠さ部を合わせて 
<ださい。 





RAM モジュール 



20°~ 30°の角度 


ス□ット（横か5見たイメージ刚 


P 金属の端子び見えなくなるまで、 
ス□ットと平行にしっかりと挿し 
込む。 




♦挿し込みにくい場合は、無理に力を加 
えず、再度モジュールの向さを確認し 
て < ださい。 

• しっかりと挿し込まずに次の手順を行 
ラと、ス□ットび破損ずる場合びあり 
9 〇 

0左ちのフックで□ックされるまで 
倒す。 



倒しにくい場合は、無理に力を加えず、 
再度モジュールの向さや挿し込み具合を 
確認してください。 

0カバーを取り付け、ネジで固定ずる< 

霞-ネジ 
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m バッテリーパックの左ちにある突 
起とパソコン本体のくぼみが合う 
ように、矢巧の方向に平行にスラ 
イドして取り付ける。 


バッテ U —パックの向さにを意して < だ 
さい。 



突起とくぼみび合わない場合は、いった 
ん取り外し、バッテ U —パックび浮かな 
いよラに上から軽く巧しなびらスライド 
して < ださい。 

の バッテリーパックびしっかりと固 
定されていることを確認ずる。 

左ちのラッチは、バッテ U —パックび正し 
く取り付けられると自動的に□ックされま 
す。左ちのラッチび正しく□ックされてい 
ることを確認してください。□ックされて 
し、ない状態で本機を持ち運ぶと、パッテ 
U —パックび外れることびありまず。 

〇 AC アダプターを取り付ける。 

藝:- 

♦ RAM モジュールの挿し方を間違えたり、推 
奨政外の RAM モジュー j レを取り付けたりず 
ると、パソコンの電源を入れたとさに「増設 
RAM モジュールエラーでず」といラエラー 
メッセージび表おされる場合びありまず。そ 
の場合は、パソコンの電源を切り、 RAM モ 
ジュールび推奨品であることを確認して、正 
し< 取0付け直して< ださい。 


使用可能メモリーを確認する 


増設した後の使用可能メモ U —のサイズは、 

セットアップユーティ U ティの「情報」メ 
ニュー（吟3已ページ）で確認でさまず。[使 
巧可能メモ U — （32 bitOS )] および[使用巧 
能メモ U -(64 bit OS )] に表示されまずので、 
インス I -ールされている 0 S の項目の値を確認 
して < ださい。 

(^ RAM モジュールの取りかし ) 

「RAM モジュールの取り付け」の手順吕〜已 
の後、次の手順で取り外してください。 

|1 左ちのフックをが側にゆっくりと 
広げる。 

RAM モジュールび斜めに持ち上びります。 


フック 



Q ゆっくりとス□ットか5取りかず。 



0カバーとバッテリーパック、 AC 
アダプターを取り付ける。（今30 
ページ r RAM モジュールの取り付 
け」の手順9〜 12) 
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セットアップユーテイ IJ テイ 


セットアップユーティリティは、本機の動作環境（パスワードや起動ドライブなど）を設定ずるた 
め①ユーティリティでず。む下の巨メニューがありまず。 

「情報」、「メイン J、 「詳細」、「起動 J、 「セキュリティ」、「終了 J 

モデルによって、表示される項目び異なりまず。例えば、 （CF-W8 シリーズ①み）と記載されてし、 
る項目は、 CF-W8 シリーズの場合のみ表示されまず。 CF-T8 シリーズ①場合は表示されません。 


□ 本機の電源を入れる。または、 
Windows を終了して再起動ずる。 

己本機の起動をずぐ、 「 Panasonic 」 
起動画面び表示されている間に m 
または區〇を巧ず。 



R 1 パスワードを設定している場合は、 
下の画面び表示されるので、ユー 
ザーパスワードまたはスーパーバ 
イザーパスワードを入力し、 llEnterll を 
押す。 



メモ 


m または m を巧すタイ S ングび遅いと 
セットアップユーティ U ティは起動しません, 
Windows を終了して再起動してください。 

>セットアップユーティ1」ティの画面を内部 
LCD と外部ディスプレイの両方に表おするこ 
とはで定ません。 

m + m を巧して表示化を切り替えると、 
外部ディスプレイまたは内部 L 巳 D のどちらた 
に表示されます。 

外部ディスプレイに正し<表示で去ない場合 
は、内部 LCD に表示してください。 

セットアップユーティ1」ティ画面など、 
Windows び起動するまでは、國+圆を巧し 
て表示先を切り替えることはでさません。 

>パスワードを設定していてを [ 起動時のパス 
ワード]び[無効]になっている場合、パソコ 
ン起動時にパスワードの入力は不要でず。 
セットアップユーティ U ティを起動したとさ 
は、パスワードの入力び必要でず。 


〇圓圆または^国を巧して、「終了」 
メニューを表示する。 

S [設定を保をして再起動]または 
[設定を保をしないで再起動]を選 
んで^3を押ず。 

[はい]を選んで^园を巧ず。 


終了する 


起動する 


セットアップユーテイ U テイを 

I 起動する/釘する J 


~パスワードを入力してください一 


Panasonic 


〇 
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(^ユーザーパスワードで制限をれる頃目 

「起動する」（吟32ページ）の手順3で入力したパスワードの種類によって、表お/設定でさる項目 
び異な0まず。 

本機を複数の人で使ラ場合は、スーパーバイヴーパスワードとユーヴーパスワードの両方を設定し 
ます。パソコンに詳しくない人などには、ユーヴーパスワードだけを教えておきまず。これにより、 
設定を変更されるのを防ぐことびでさまず。 

♦ スーパーバイザーパスワードを入力した場合 

セットアップユーテイ U テイのずベての項目び設定でさまず。 

♦ ユ~ザーパスワードを入力した場合 

次のよラな制限びありまず （ 可能：〇、不可能： X ) 。また、各項目の設定値を工場出荷時の値（ノ （ 
スワード、システム時間、システム日付を除く）に戻ず m は使えません。 



《1[ユーヴーノ（スワード保護]び[保護しない]に設定されている場合のみ、ユーヴーノ（スワードの 
変更び可能。ただし、ユーヴーパスワードを削除ずることはでさません。 

《2サブメニューの[設定サブメニュー保護]び[保護しない]に設定されている場合は、参照/変更 
び可能 （[ 設定サブメニュー保護 ] を除く）。 
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セットアップユーテイ u テイ 


使 

ご 

て 

み 

る 


セットアップユーテイ IJ テイを 
操作3る_ 


A —( ■ 情诺 I 
B- 广 ~ 

C- 


I I 


システム情報 
ブロセツサータイブ 
ブロセツサースピード 
メモリーサイズ 


巧巧可おメモリー (64bit OS) 
，、—ドディスク 


A . 圓圆を巧して力ーソルを移動させ、メ 
ニューを選ぶことびでさまず。 


B . 選択できる項目び複数ある場合は圆國を巧 
して項目を選ぶことびでさまず。選択され 
た項目は色び変わ0まず。 


C . 反転表示されている項目は lEnter 隐 押してサ 
ブメニューを表示させることびでさまず。 

D . サブメニューび表示されているとさは圆圆 
を巧して項目を選ぶことびでさまず。 


設定にほラキー 

圆圆 

:「情報」 r メイン」 r 詳細」 r 起動」「セ 
キュリティ」「終了」のさメニューを 
選択。 

画画 

:カーソルを上下に移動（項目を選ぶ 
とさに使用）。 

llEnterll 

:画画で項目を選んだ後に設定でさる 
各項目のヴブメニューを表示。 

"巧" 

:さ項目の前候補を選択 （ 設定値の変 
更時に使用）。 

II F6 11 

:を項目の次候補を選択 （ 設定値の変 
更時に使用）。 

II F 1 II 

:一般のヘルプを表示 （[ OK ] を選ぶと 
ヘルプの画面を閉じる）。 

II F9 II 

:さ項目の設定値を工場出荷時の値 
(パスワード、システム時間、システ 
ム曰付を除く）に戻す。 

" no " 

:設定を保存して再起動。 

llEscll 

:サブメニューの終了、または「終了」 
メニューを表示。 
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r 情報 j メニュー 


(アンダーラインは工場出荷時の設定） 


メニユー 

働を 

還択項目 

言語 （ Language ) 

セットアップユーテイ U テイの言語を選択します。 

English 

Japanese 

製品情報 
機種品ま 
製造番号 
システム情報 
プ□セツヴータイプ 
プ□セツヴースピード 
メモ U —サイズ 

使用可能メモ U - (32 bitOS ) 
使用可能メモ U - (日 4 bitOS ) 
八ードディスク 

B の S 情報 

BIOS 

電源コント □ —フー 
累積使用時間 
アクセスレベル 

情報の表示-確認用です。項目を選択したり変更したりすることはでをま 
せん。 


r メイン J メニュ ー 


(アンダーラインは工場出荷時の設定） 


メニユー 

働さ 

選択項目 

システム曰付 

llTabll でカーソルを年、月、曰|し移動でをます。キーボードから直接入力す 
るか、 IFTBirPSl で数値の修正びでをます。 

[ xxxx / xx / xx ( x )] 

システム時間 

24時間制です。 11 Tab II で力ーソルを時、分、砂|し移動でをます。キーボー 
ドから直接入力するか、 irFBirrai で数値の修正びできます。 

[ xx : xx : xx ] 


メイン設定 


メニユー 

働を 

選択項目 

フラツトパツド 

ホイールパッドを使ラ（有効）/使わない（無効）を設定します。 

無効 

有効 

Fn / 左 Ctrl キー 

内部キーボードの II Fn II と 11 Ctrl II (左側）の機能を入れおえず工場出荷時の 
まま使ラ（標準）/入れ換えて使ラ（入れ換え）を設定します。 

Fn Ctrl 機能入れ換えユーテイ U テイでち設定することびでをます。 

入れおえた場合 、II Fn 11( lutrl 1と出耐 1 されている左側のキ ー) と II Ctrl II 
(ち側）のキーを押しなびらちラ 1 つのキーを押す操作はでをません。 

キー表面の印刷やキーそのちのを入れ換えることはでをません。 



メニュー 

働を 

選択項目 

ディスプレイ 

Windows び起動するまでの表示先を設定します。外部ディスプレイを接 
続していないとをは、[外部ディスプレイ]を選んでいてち、すべての情報 
び内部！ _ CD に表示されます。 Windows 起動後は、デスクトップの何もな 
いところをちク U ックして[グラフィックプロパティ ] で設定した内容び 
有効になります。 

外部ディス 

プレイ 
内部 LCD 
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セットアップユーテイ u テイ 


メニュー 

働さ 

選択項目 

光学ドライブ 

起動時に、内蔵 CD/DVD ドライブの電源を入れる（オン）/入れない（才 

オフ 

電源 

フ）を設定します。 

オン 

( CF - VV 8 シ U — 

参[オン]に設定した場合、な回起動時に、内蔵 CD/DVD ドライブから 


ズのみ） 

起動（ブート）でをるよラになります。 

内蔵 CD/DVD ドライブから起動するとをは、[オン]に設定してくだ 
さい。ただし、「詳細」メこューの[光学ドライブ]び[無効]に設定さ 
れているとさは、この項目は設定でをません。 

♦[オフ]の場合、 Windows び起動するまでディスクカバーを開くこと 
びでをません。 

参オン/オフに関係なく、 Windows び起動するまでは、ドライブ電源/ 
オープンスイッチでドライブの電源をオン/オフずることはでさません。 


充電中バッテ 

バッテ U —パックの充電中にバッテ U —状態表示ランプを点なする/明滅 

点灯 

U —状態表示 

するを設定します。 

明滅 

LED 輝度 

電源状態表示ランプの明るさを設定しまず。[連動]では、内部 LCD の明る 

連動 


さに合わせてランプの明るさびをわりまず。[減光]では常に暗くなります。 

減光 


r 詳細 J メニユ ー 


(アンダーラインは工場出荷時の設定） 


CPU 設定 


メニユー 

働さ 

選択項目 

データ実行防 

データ実行防止機能（プ□グラムのメモ u —（バッファー）を悪用した不 

無効 

止機能 

正プ□グラムの実行を阻止する機能）を使ラ（有効）/使わない（無効）を 
設定します。 

通常は[有効]に設定しておいてください。 

有効 

Core Multi - 

Core Multi-Processin 邑（複数のプ□セッヴーコアによる処理の分散）を 

無効 

Processing 

使用する（有効）/使用しない（無効）を設定します。 

工場出荷時の Windows 7使用時は[有効]のままお使いください。[無効] 

に設定した場合の動作はサポートしていません。 

有効 

Intel ( R ) 

Intel ( R ) Virtualization Technology の[有効]/[無効]を設定します。[有 

無効 

Virtualization 

効]に設定すると、 Intel ( R ) Virtualization Technolo 邑 y に対応した仮想 

有効 

Technology 

化ソフトウエアを使用する場合に、 CPU の負荷を軽減することびでをま 
す。通常は[無効]のままお使いください。 


Intel ( R ) 

Intel ( R ) Trusted Execution Technolo 旨 y を使用する（有効）/使巧しな 

無効 

Trusted 

い（無効）を設定します。 

有効 

Execution 

(インテル®アクティブ-マネジメント.テクノロジーび使用でをるモデル 


Technology 

のみ表示されます） 



3已 
























周辺機器設定 


メニュー 

働さ 

還択項目 

光学ドライブ 

内蔵 CD / DVD ドライブを使巧する（有効）/使巧しない（無効）を設定し 

無効 

( CF - W 8 シ 

U —ズのみ） 

ます。 

有効 

LAN 

内蔵 LAN の機能を使巧する（有効）/使巧しない（無効）を設定します。 

無効 



有効 

Power On by 

LAN 経由で本機の電源を入れる Power On by LAN 機能を使用しない（禁 

禁止 

LAN 機能 

止）/使用する（許可）を設定します。 

LAN 経由で電源を入れた場合、起動時のノてスワード入力画面はま示されな 
くな0ます。 

許可 

無線 LAN 

内蔵無線 LAN の機能を使用ずる（有効）/使用しない（無効）を設定しまず。 

無効 

(無線 LAN 搭載 
モデルのみ） 


有効 

ワイヤレス WAN 

内蔵ワイヤレス WAN の機能を使用する（有効）/使用しない（無効）を設 

無効 

(ワイヤレス 
WAN 搭載モデ 
ルのみ） 

定します。 

有効 

モデム 

内蔵モデムの機能を使用する（有効）/使用しない（無効）を設定します。 

無効 



有効 


メニユー 

働を 

還択項目 

PC 力ード 

PC カードス□ットを使用する（有効）/使用しない（無効）を設定します。 

無効 

ス□ット 


有効 

SD ス□ット 

SD メモ1」ーカードスロットを使用する（有効）/使用しない（無効）を設 

無効 


定します。 

有効 


メニユー 

働さ 

選択項目 

US 巨ポ ー h 

本機および=ニポート1」プ1」ケーター（別売り）の USB ポートを使用す 

無効 


る（有効）/使用しない（無効）を設定します。 

有効 

レガシー US 目 

Windows が起動する前に、 US 目キーボードおよび USB フ□ッピーデイ 

無効 


スクドライブを本機に認識させる機能を使用する（有効）/使用しない（無 
効）を設定します。 CF - T 8 シ U —ズをお使いの場合、[有効]に設定すると 
USB CD / DVD ドライブも認識されるようになります。 [ USB ポート]び 
[有効]に設定されている場合のみ、効果びあります。 

[無効]に設定した場合でち、 USB キーボードを使ってセットアップユー 
テイ U テイを操作することびでをます。 

有効 
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I セットアップユーティ u ティ 

r 起動 J メニ:!一 1 

オペレーテイングシステムを起動ずるデバイスの優先順位を設定しまず。 

優先順位を変更ずる場合、まず設定したい優先順位を選択し、次に対象のデバイスを選択しまず。 
例： }\- ドディスクか5起動ずる場合 

①圆國で[起動オプション# 1] を選択し、 m を巧ず。 

⑨圆國で[八ードディスク]を選択し、 m を巧ず。 

同じ操作で他の起動オプションにちデバイスを設定ずることびできまず。[起動オプション# 1] に 
設定されているデバイスび認識でさない場合は、[起動オプション# 2] に設定されているデバイス 
から起動しまず。 

顧 ^ ZS - 

♦ USB フ□ッピーディスクドライブか5起動ずる場合は、当社製外部 FDD (品番： CF - VFDU 03 U ) 
のご使用をお勧めします。 

参 CD / DVD ドライブから起動するとさなど、一度だけ通常と異なる優先順位で起動する場合は、「終 
了」メニューの[デバイスを指定して起動]の下に表おされているデバイスを選んで M を押してく 
ださい。 

♦ USB ポートに接続している機器から起動するとさは、次の設定になっていることを確認してください。 

. 「詳細」メニューの [ USB ポート]び[有効] 

. 「詳細」メニューの[レガシ ー USB ] び[有効] 

♦ CF - W 8 シ U - ズをお使いの場合、内蔵 CD / DVD ドライブから起動ずるときは、次の設定になっ 
ていることを確認してください。 

-「詳細」メニューの[光学ドライブ]び[有効] 

• 「メイン」メニューの[光学ドライブ電源]び[オン] 

• 「起動」メニューの[起動オプション# 1] びに D / DVD ドライブ] 

♦ CF - W 8 シ U - ズでは、内蔵政外の CD / DVD ドライブからの起動はサポートしていません。 


使ってみる 
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r 七キュ u テイ j メニュ • 


(アンダーラインは工場出荷時の設定） 


起動時の表示設定 


メニユー 

働を 

選択項目 

Setup Utility 

起動後すぐに表示される 「 Panasonic 」 起動画面の下に [Press F 2 for 

無効 

表示 

Setu |3/ F 12 for LAN ] というメッセージを表示させる（有効）/表示させ 
ない（無効）を設定します。 

有効 

起動時のパス 

パソコンの起動時にスーパーバイヴーパスワードまたはユーヴーパスワー 

無効 

ワード 

ドの入力を必要とする（有効）/必要としない（無効）を設定します。 

有効 


メニュー 

働さ 

還択項目 

スーパーバイ 
ヴーパスワー 
ド設定 

セットアップユーティ1」ティの設定を他の人に変更されたくないとを設定し 
まず。また、本機を起動されたくない場合は、スーバーバイヴーバスワード 
を設定した後、[起動時のパスワード]を[有効]に設定してください。 

ヴブメこユー 
表示 

八ードディスク 
保護 

八ードディスクを別のノてソコンに取り付けた際に、八ードディスクのデー 
夕び読み書をでさないよラにな護する（有効）/な護しない（無効）を設定 
します。スーパーバイヴーパスワードび設定されているとをのみ設定でを 
ます。 

無効 

有効 

ユーヴーパス 
ワード保護 

ユーヴーノ f スワードでセットアップユーティ U ティを起動したとをに、 

ユーヴーパスワードの変更を許可する（保護しない）/許可しない（イ呆護す 
る）を設定します。 

ィ呆護しない 

ィ呆護する 

ユーヴーパス 
ワード設定 

本機を複数の人でお使いになるとをなどに設定します。 

スーバーバイヴーパスワードび設定されているとをのみ設定でをます。ま 
た、セットアップユーティ1」ティの起動時に、スーパーバイヴーバスワー 
ドでな<ユーヴーパスワードを入力すると、一部の設定は変更でをません。 

ヴブメこユー 
表示 


メニユー 

働を 

還択項目 

内蔵セキユ U 
ティ （ TPM ) 

内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) の設定に関するサブメニューを表示します。 
スーパーバイヴーパスワードび設定されているとをのみ設定でをます。 

• 設定ヴブメニューイ呆護 

ユーヴーパスワードでセットアップユーティ U ティを起動したとさに、 
[内蔵セキュ U ティ （ TPM )] を表示する（保護しない）/表示しない（保 
護する）を設定します。 

• TPM の状態 

内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) を使巧する（有効）/使用しない（無 
効）を設定します。 

• 待機中の TPM 操作 

[所有ち情報の初期化]を選択すると、内蔵セキュ U ティチップ 
( TPM ) 内にな持された所有者情報を初期化し、内蔵セキュ U ティ 
チップ （ TPM ) によりな護されたデータを復元または利用でをないよ 
ラにします。本機を廃棄-譲ミ度する際に使用してください。 

• 現在の TPM の状態 

現在の TPM の設定び表示されます。項目を選択した D 変更したりする 
ことはでをません。 

llEscll をキ申すと、設定した内容を適用してサブメニューを閉じます。 

ヴフメこユー 
表示 
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I セットアップユーティ u ティ 


メ ニュー 

働さ 

選択項目 

AMT 設定 

インテル®アクティブ.マネジメント.テクノロジーに関するヴブメニュー 
を表示します（インテル®アクティブ-マネジメント-テクノロジーび使 
用でをるモデルのみ表示されます）。インテル®アクティブ-マネジメン 
卜-テクノロジーは、インテル®アクティブ.マネジメント-テクノ□ジー 
タオ应の市販のアプ U ケーシヨ ンソフ 卜と組み合わせて使ラことで、ネット 
ワーク上のパソコンの電源びオフの状態でち、ネットワーク管理者やシス 
テム管理者び1」モートでそのノ ':ソコンの情報を統合的に管理することびで 
をる機能です。 

インテル®アクティブ.マネジメント.テクノ□ジーを使用するには、設 
定び必要です。設定の際は、ネットワーク管理者またはシステム管理者に 
必ず確認してください。また、別途インテル®アクティブ-マネジメント- 
テクノロジー対応の市販のアプ1」ケーシヨンソフトも必要になります。 

ネットワーク管理者およびシステム管理者びいない場合は、インテル®ア 
クティブ-マネジメント-テクノロジーを使用しないことをお勧めします。 
詳しくは、を『操作マニュアル』 「 M (レッツノ-卜活用）」の「セット 
アップユーティ U ティ」をご覧ください。 

スーバーバイヴーパスワードび設定されているとをのみ設定でをます。 

• 設定ヴブメニュー保護 

ユーヴーノ f スワードでセットアップユーティ U ティを起動したとをに、 
[ AMT 設定]を表示する（イ呆護しない）/表示しない（保護する）を設定 
します。 

• Intel ( R ) AMT 

インテル®アクティフ'マネジメント'テクノロジーを使用する（有効）/ 
使用しない（無効）を設定します。 

インテル®アクティブ•マネジメント•テクノ □ ジーを使用しない場合は、 
[有効]に設定しないでください。[有効]に設定すると、第兰者び U モー 
卜でパソコンを検出し、データなどにアクセスする可能性びあります。 

• Intel ( R ) Anti-Theft Technology 
この項目は変更でをません。 

• Intel ( R ) ME Setup 起動 

II Ctrl 1+圆を押したときに Intel ( R ) Management En 邑 ine のセットアッ 
プを起動する（有効）/起動しない（無効）を設定します。 

• ORA 要ホ起動 

クライアントから U モート管理接続を行5 ORA 機能を使用する（有 
効）/使用しない（無効）を設定します。 

• AMTC 旧 A タイムアウト 

マネジメントサーバーへの接続を確立するとをに、タイムアウトになる 
までの時間を砂単位 （1 〜2已已）で設定します。に旧 A 要ず起動]び[有 
効]の場合のみ設定でをます。 

• AMT 設定のリセット 

Intel ( R ) ME Setup の各項目を工場出荷時の状態に戻します。 

1作 sell をキ甲すと、設定した内容を適用してヴブメニューを閉じます。 

ヴブメこユー 
表示 
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セットアップユーテイリテイでパスワードを設定する 


セットアップユーティリティでパスワードを設定ずると、セットアップユーティリティ起動時にパ 
スワードの入力び必要になりまず。また、[起動時のパスワード]を[有効]に設定しておくと、電源 
を入れた直後にパスワード入力び必要になるため、第兰ちの不正な利用を防ぐことびできまず。 
設定ずる前に、必ず & 『操作マニュアル』 「が) （セキュリティ）」の「パソコン起動時の/(スワード 
を設定ずる」をご覧ください。 

II パソコンの電源を入れる。または、 Windows を終了して再起動する。 

白パソコンの起動をずぐ、 「 Panasonic 」 起動画面び表示されている間に圆ま 
たは^3を巧してセットアップユーティリティを起動ずる。 

g 圆圆で[セキュリティ]を選ぶ。 

スーパーバイヴーパスワードを設定ずる場合： 

圆國で[スーパーノ（イヴーノ（スワード設定]を選び、 m を巧ず。 

ューヴーノ、スワートを設定ぅなら： 

圆画で[ユーヴーノ（スワード設定]を選び、 m を巧ず。 

♦ユーヴーパスワードを設定ずるには、まずスーパーバイヴーパスワードを設定ずる必要びあ 
りまず。 

Q [新しいパスワードを入力してくださしりの [ ] の中に新しいパスワード 

を入力し、 m を巧ず。 

• 入力 した) (スワードは画面には表示されません。 

♦パスワードに使える文字は、半角の英数字とスペースで最大32文字でず。 

•大文字、ル文字の区別はありません。 

• 数字はキーボード上段の数字キーを使って入力して<ださい。 

. M や胃などのキーと絹み合わせて入力ずることはでさません。 


0 [新しいパスワードを確認してくださしりの [ ] の中に手順4で入力した 

パスワードを再度入力し 、 tEnter 庇 巧ず。 

g m を巧し、[はい]を選んで M を押す。 

パスワードは忘れないようにしてください。 

♦お客さまび設定されたパスワードなど、セキュリティに関する設定は、薛社のサービスセンター 
などで解除ずることはでさません。 

パスワードなどの設定内容は忘れないよラにして<ださい。 

参 ス ー J (ーバイザーパスワードを忘れてしまつた場合 

有償での修理び必要になりまず。修理窓□へお問い合わせください。お持ち込みいただき、数日 
間お預かりさせていただくことになりまず。セットアップユーティ U ティの設定は工場出荷時の 
状態に戻りまず。また、八ードディスク保護を有効に設定している場合、修理でを無効にでさま 
せんので、パスワードは絶対に忘れないよラにごを意<ださい。 
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セットアップユーテイ u テイ 


参ユーザー/ (スワードを忘れてしまつた場合 

セットアップユーティ U ティを起動してパスワード入力画面でスーパーノ（イヴーノ（スワードを入 
力ずると、ユーヴーパスワードを設定し直ずことびでさまず。 

スーパーパ'イヴーパスワードを知らない場合は、スーパーパ'イヴーパスワードを設定した人にご 
相談 < ださい。 

• 本機の修理を依頼される場合 

スーパーバイヴーパスワードとユーヴーパスワードの両方を無効にしておいてください。 


八ードディスク保護を設定する 


セットアップユーティリティのパスワードを設定しておくと、パスワードを知5ない第兰ちがパソ 
コンを使うことはできなくなりまずび、パソコンを分解し、内蔵の八ードディスクを取りがして他 
①パソコンに取り付けると、八ードディスク内に保巧されている情報が読まれてしまうおそれびあ 
りまず。 

八ードディスク保護は、データの完全な保護を保証ずるちのではありません。あらかじめご了をく 
ださい。 

P セットアップユーティリティを起動する。（今41ぺージ手順1と 2) 

パスワードの入力画面び表示されたら、スーパーバイヴーパスワードを入力してください。 
スーパーバイヴーパスワードを設定していない場合は、次の手順2で設定してください。 

@圆圆で[セキュリティ]を選ぶ。 

X — パ — J { tf ^ J 、スワ —卜&言う wfeb : 

①圆國で[スーパーバイヴーパスワード設定]を選び、 m を巧ず。 


③[新しいパスワードを入力してください]の [ 
liojgdl を押ず。 

③[新しいパスワードを確認してください]の [ 


] の中に新しいパスワードを入力し、 

] の中に手順③で入力したノ ロワードを 


再度入力し、區画!を巧ず。 

回 画圆で[八ードディスク保護]を選び、國を巧す。 

Q 圆画で[有効]を選び、國を押す。 

0確認の画面で M を押す。 

回 M を巧し、[はい]を選んで M を押ず。 

起動時に「バードディスク保護により、アクセスび禁止されていまず」と表示された場合は、セット 
アップユーティリティを起動し、設定内容を八ードディスク保護を設定したときと同じ内容に設定 
し直してください。 


使ってみる 


42 
































r 終了 j メ ニユー 


メニュー 

働 さ 

設定を保存して再起動 

設定内容をイ呆巧して再起動します。 

設定をイ呆存しないで再起動 

設定内容をイ呆巧しないで再起動します。 


保をオプション 


メ ニユー 

働き 

設定を保存する 

設定内容を保をします。 

設定を戻す 

変更刖の設定1しおします〇 


メ ニユー 

働き 

デフォルト設定 

セットアップユーティ1」ティを工場出荷時の設定に戻します。 


メニユー 

働 さ 

デバイスを指定して起動 

0S を起動させるデノ（イスを指定します。な回起動時のみ選択したデバイ 
スから起動します。 

グレー表术になって選べない場合は、 IIF101I を押してセットアップユー了ィ 

1」ティを終了し、再度セットアップユーティ1」ティを起動してください。 


メニュー 

働 さ 

コンピュータの修復 

再インストールを実行するか、八ードディスクの内容を消去ずるかを選択ず 
る画面び表示されます。 

八ードディスクデータ消まユーティ U ティを実行したときは表示されません。 
グレー表术になって選べない場合は、 IIF101I を押してセットアップユー了ィ 

U ティを終了し、再度セットアップユーティ1」ティを起動してください。 

診断ユーティ1」ティ 

PC-Dia 邑 nostic ユーティ U ティを起動し、八ードウエアの診断を行いま 
す。（吟已9ぺージ） 

グレー表のになって選べない場合は、 IlFlOll を押してセットアップユー了ィ 

U ティを終了し、再度セットアップユーティ U ティを起動してください。 


使ってみる 
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パーテイシヨンを変更! 

曰 


A - ドディスク上に作成した領域（区画）のこ 
とでず。 

1つの八ードディスクに複数のパーティション 
を作成することで、 ] つの八ードディスクを複 
数のディスクのよラに扱ラことびでさまず。 
工場出荷時、変更可能な本機のノ（ーティション 
は1つでず（修復用領域 （ U カバ U —領域とシ 
ステム領域から構成されていまず）は変更ずる 
ことびでさません）。 

〇@(スタート）をクリックし、[コ 
ンピューター]をちクリックずる。 


目 


[管理]をクリックする。 

r ユーヴーアカウント制御」画面び表おさ 
れた場合は、[はい]をク U ックしてくだ 
さい。 

標準ユーヴーで□グオンしている場合は、 
管理ちのユーヴーアカウントの Windows 
パスワードを入力して[はい]をク U ツク 
しまず。 


@ [ディスクの管理]をクリックする。 



□ Windows が使用しているパーテイ 
シヨン（工場出荷時は C ドライブ） 
をちクリックし、[ボリュームの縮 
ル]をクリックずる。 

下記は表示例でず。ノ（ーテイシヨンのヴ 
イズなどはモデルによって異なりまず。 


U テイスク〇 
ベーシック 





XXX GB 
正ま【回が(一- 

xxxMB 
正ミロ. 

( C ：) 夕少ぶ;姑 

: xx^xx GB NTFS ごく 
正#ヴ-卜 1 ベージ： 


回 


B 


巧 


[縮ルする領域のサイズ]を入力し、 
[縮ル]をクリックずる。 

八ードディスクの一部の領域を縮ルずる 
ことで、その中に複数のパーティション 
を作成ずることびできまず。 

画面に表示されているサイズよ0ち大 
さなサイズには指定でさません。また、 
30 GB じ(下に縮ルずると、そのドライブ 
に 0 S を再インス I -ールずることびできな 
<なりまず。 


[未割り当て]領域をちクリックし、 
[新しいシンプルボリューム]をク 
リックする。 

[未割り当て]領域は手順已で縮ルした領 
域でず。入力した数値よ0、かな<な0 
よ9 〇 






X.XXGB 1 

正ま（回をバーテイ1 

XXX MB 

正巧【アクラ 

佑) 一1 

XXW GB NTFS 
正ち（プート，ページファ1 

XXXX GB 

ま割口まて 


「新しいシンプルボリュームウィ 
ザードの開始」画面が表示された 
5 [巧へ]をクリックする。 

次の設定を行ってください。 

⑨と③の設定を表おじ(外に変更ずる場合 
は専門的な知識び必要でず。通常は表示 
されたままで[次へ]をク1」ックしてくだ 
さい。 

①シンプルボ U ュームサイズの指定 
作成するノ（ーティシヨンのサイズを指 
定しまず。[未割り当て]領域をずべて 
使用ずる場合は、表おされたサイズの 
まま[次へ]をク U ックしてください。 
表おされたサイズよりみない数値を入 
力した場合、残0のサイズは[未割0 
当て]領域として残りまず。 

⑨ドライブ文字またはパスの割0当て 
③ パーテ イシヨンの フオー マット 


パーテイシヨンとは 


巧小 m のさけサイズ (MB> 

1誦 

巧小 Stt がよ在ちのサイ?: (MB) 

|«〇〇« 

巧小する巧巧のサイズ （MB) (む 

fn t：J 

巧小巧のを計サイズ (HB)： xxwx 

i 巧防できな口?ルげ巧械れでいる巧所までもをめて、ホリューム S 巧小することはでうませ心この 
株巧<な*«じついては.巧巧げ充 7U: 巧まで、ア乃ケーン a ン D ヴの 'defras* イベント否を装して 
く㈱、. 






[ 1 助の 1 ) か：/垃 i 


使ってみる 
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(0 [完了]をクリックする。 

新しいパーテイシヨンのフォーマット 
び開始しまず。（手順7の③で「このボ 
U ユームを次の設定でフォーマットずる」 
を選択した場合） 

画面にフォーマットの進行び表示されま 
ずので、終了するまでお待ちください。 

• I (—テイシヨンを追加するには 

[未割り当て]領域び残つている場合は手順6 
から、 Windows の領域にまだ余裕びある場 
合は手順4からの操作を行ラことで、新しい 
ノ（ーテイシヨンを追加できまず。 

• 1 (—テイシヨンを削除ずるには 

手順4の画面で削除ずるノ（ーテイシヨンをち 
ク U ックし、[ボ U ユームの削除]をク U ック 
して < ださい。 


使ってみる 
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つたとさ 


このパソコンにトラブルがあつたとをは 


問題の解ミ央方法 


こんなとを 


a 





画面に黒い点や、ちの付い 
ている点びある 


画面占唯い 


仕様びわか6ない 

-使える RAM モジュールは？ 

-付属のアプ I 」ケーシヨンは？ 


駆動時囲び短い 


確認する/ここで調べる 


故障ではありません（吟已巨ページ） 


[直回+厘 H を押ず（吟17ぺージ） 


[ r 仕様 J (吟7已ぺージ） 


— ► 使用環境によって異なりまず（吟已4ぺージ） 



電源び入らない/ 

電測ま乂るぴ Windows 画 
面び出ない 


本書の「困ったとき」（吟48、49ぺージ） 




Windows の操作びわか6 
なし、 


I ご 




Windows 画面は出ている 
び、操作で定ない 

. キーボード 
-ホイールパッド 
• インターネット 
-無線 LAN 胃など_ 

周辺機器び動かない/おか 
しし、 


ご購入時に導入済みの 
アプ U ケーシヨンソフ 
卜の場合 


アプ U ケーシヨンソフトび 
動かない/おかしい 


画面で見るを『困ったときの Q & A 』 
(今已ぺージ） 



その他のソフトの場合 


困つたとさ 


が 



















































































を 6 に調べるとを/修復するとを 


解みしないとを 


修埋に関するお巧い合わせ 


Q 付属の『修理依頼表』に記入ずる。 

0付属の『取扱説明書準備と設定 
ガイド』で修理に関ずる詳しい 
情報を確認し、修理窓口へ連絡 
ずる。 


「八ードウエアを 


「再インストール 

誇断ずる」 

-► 

ずる」 

(今已9ぺージ） 


(吟已4ぺージ） 


製社の Web ぺージの 
「よくある質問 （ FAQ )」 

http://askDC.panasonic.co.jp 


gj けに，ロバンコン卜06^内）"けリニ》。パのシ 

の了,巧）柿-卜 Winao ... 口 i み II な 

|& 怖が/化か c.Dsnagonjc の.] W 

|x 1 |goo ウ王了が(石 raan Labdl P - 1 

goo - - u * ウ王フ鹿- 1 SW900 > 田り, M 

t なみ e , サ y 二 a ゥ冲ノコ乂が-卜呈印 1 ..Jnta 汽 

#1 °因功-がん— llBil :;; が!； 

，因- * ，回ぺ->の，なリづ唯)— 



パナソニックパソコンお客様ご相談センター 


36己日 

受巧9時〜20時 


パナソニック 


巧日舌ダイヤル 函0120 -873029 

フ IJ — ダイヤルがご利用でをない場合は 

(06)6905-5067 

FAX (06)6905-5079 

3己已曰/受付90寺~20日き 

(バソコン製品の使い方や技術的なご質問ち承ってお0ます。） 

※ 上記の内容は，予告なく変更する場合びあ 0 ます。ご了をください。 


(200 日年] 0月1曰現在） 


周辺機器の Web 
ページや説明書 


周辺機器の 
柏談センターへ 


アプリケーションソフトの 
Web ぺージや説明書 


アプリケーション 
ソフトの柏談セン 
夕一へ 


固つたとさ 
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つたとを 


起動/終了 /スリープが態/休止が態の Q&A 


困 

ご 

た 

と 

さ 


本機が起動しない、動かないなどのトラブルび発生した場合は、48〜73ぺージで解ミ夫方法剧害認 
してください。 ^ 

解み方法が見当た5ない場合は、デスクトップのをダブルクリックしてを『困ったときの 
Q & A 』 も確認してください。 



① 


② カテゴ U - をクリック 

③ Q & A のタイトルをクリック 


④見る 


(画面は一例でず） 


質問 

対策 


AC アダプターまたは十分に巧電されたバッテリーパックび正しく取り付 
け5れているか確認してください。 

吟『取扱説明書準備と設定ガイド』 


バッテリー/ (ックびしっかりと固定されていることを確認してください。 

本機び起動しない/ 

バッテリーが態表示 
ランプ D び点なしない 

RAM モジュールを増設または交換した場合、 RAM モジュールを取り外 
して再度電源を入れてください。 

RAM モジュールを外ずと電源び入る場合は、 RAM モジュールの問題び 
考えられまず。 

♦本機の電源を切り、推奨の RAM モジュールであることを確認し、正し 
<取0付け直して< ださい。 

参 RAM モジュールの仕様を確認してください。 

RAM モジュールについては、「メモ U - 容量を増やず」（今2日ページ） 
または「仕様」（今7已ページ）をご覧ください。 


しば5くしてか5再度電源を入れてください。 

CPU の温度び上びっている可能性びありまず。 CPU の温度び上びって 
いると、 CPU の過熱を防止ずるための機能び自動的に働さ、本体び起動 
しないよラになっていまず。それでち起動しない場合は、ごホ目談窓□に 
ご相談 < ださい。 


電源コードを巧き、1分に(上待ってか5再度接続してください。 

AC アダプターとバッテ U —ノ（ックを正しく接続していてをバッテ U —状 
態表おランプび点好しないときは、 AC アダプターの保護機能び働いてい 
る場合びありまず。電源コードを接続し直してをランプび点なしない場 
合は、ごホ目談窓口にごホ目談ください。 

SD/SDHC メモ U - 
力ードをセットしたま 
ま Windows を起動 
すると、チ I ックディ 
スク （ CHKDSK ) び 
おまる 

チェックデイスクび終了ずるまでそのままお待ちください。 

SD メモ U — カードまたは SDHC メモ U — 力ードへの書き込み中に、 

カードを取り出した可能性びありまず。 

今 を] 『操作マニュアル』 「た 3(周迅機器）」の 「 SD / SDHC メモ U —力一 
ドを使ラ」 
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質問 

巧策 


電源状態表示ランプむび点归している場合 

八ードディスク状態表示ランプ貢び点巧していないなど、八ードディス 
クにアクセスしていないことをご確認のうえ、電源スイッチを4秒じ(上ス 
ライドして電源を切って<ださい。その後、再度電源を入れて<ださい。 


お買い上げ後ネリめて電源を入れた場合 

Windows のセットアップ画面び表おされず、「コンピューターび予期せ 
ず再起動されたか、予期しないエラーび発生しました」といラよラなメッ 
セージび表おされる場合びありまず。これは、 Windows のセットアップ 
び始まるまでにパソコンの電源び強制的に切れた場合 （ AC アダプターを 
抜いたり、 AC アダプターを接続せずにセットアップしてバッテ U —残量 
びなくなったりした場合）に表おされるメッセージで、再インストール 
を行ラまで Windows び使えなくなりまず。この場合は、再インストール 
をして < ださい。 

電源は入るび 
Windows び正ちに 
起動しない 

休止状態か5のリジューム時に Windows び起動しなくなった場合 

Windows 7用プ□ダクト U カバ U - DVD - ROM を使って「システム回 
復オプション」を起動し、[スタートアップ修復]を実行してください（今 
日3ページ）。 

それでも Windows び起動しない場合は 、 Windows 7用プ□ダクトリカ 
バ U - DVD - ROM を使って再インス!ルしてください。 


セットアップユーティリティの設定を工場出荷時に戻してください。 

(吟34ページ） 


US 己メモリーなど、周辺機器を取り外してください。 

周辺機器を取り外ずと起動できた場合は、周迅機器の問題び考えられま 
す。周迅機器のメーカーにお問い合わせください。 


巧の手順で、セーフモードで起動し、エラーの内容を確認してください。 

①本機の電源を入れ、 「 Panasonic 」 起動画面び消えたとき（スーパー 
ノ（イヴーノ（スワードまたはユーヴーノ（スワード設定時はノ（スワード 
入力後）に m を巧し続ける。 

③「詳細ブートオプション」び表おされたら指を離ず。 

③ 圆國で[セーフモード]を選ぶ。 

④ 1向ぉ HI か押ず。 LU 降は、画面1し従って操作してください。 

Windows 起動時に 
音び途切れる 

Windows の処理状況によっては、 Windows 起動時に音び途切れる場合 
びあ0まず。 

次の手順で起動時の音び鳴らないよラに設定ずることびでさまず。 

①デスクトップでちク U ックし、[個人設定]をク U ックずる。 

③[サウンド]をク U ックし、 [ Windows スタートアップのサウンドを 
再生する]をク U ックしてチェックマークを外し、 [0 K ] をク U ック 
する。 

r Remove disks 
or other media . 
Press any key to 
restart J ら••表巧さ 
れた 

システムを起動でをないフ□ッピーディスクびフ□ッピーディスクドラ 
イブにセットされていないか確認して<ださい。 

セットされている場合は、取り出してから何かキーを巧してください。 

USB 機器を取りがずか、セットアップユーティリティの「詳細」メ 
ニューで [ レガシー USB ] を[無効]に設定してください。 

セットアップユーティ U ティの起動方法：吟32ページ 

設定してを同じメッセージび表おされる場合、八ードディスクに何らか 
の問題び発生していることびありまず。 

♦再インストールを行い、八ードディスクをお買い上げ時の状態に戻し 
てください。（今日4ページ） 






















つたとを 


起動/終了/スリープが態/か止が態の Q&A 


質問 

巧策 


ご使用①フ□ッピーディスクドライブによっては、正常に起動しない場 
合びありまず。 

フ□ッピーディスクドライブからの起動は、当社製外部 FDD (品番： 
CF - VFDU 03 U ) で動作を確認していまず。 


バソコンの電源を切り、外部 FDD を接続し直してください。 


起動用ディスクび正しくセットされているか確認してください。 

フロッピーディスク 
か6起動でをない 

セットアップユーティリティを起動し、次の設定になっていることを確 
詔してください。 

. 「詳細」メニュ—の [ USB ポート]び[有効] 

. 「詳細」メニューの[レガシ ー USB ] び[有効] 

• 「起動」メニューで[起動オプション# 1] び [ USB フ□ッピー] 

次回起動時のみ、フ□ッピーディスクから起動ずる場合は、「終 
了」メニューで[デバイスを指定して起動]の下に表示されている 
フ□ッピーディスクドライブのデバイス名（例 ： [MATSHITAFDD 
XXXXX ]) を還び、 M を押してください。 

ユー ザーちをを更し 
た弓ログオンでをな 
<なつた 

変更前のユーヴー名で□グオンしてみてください。 

ユーヴー名は「名前」と「フルネーム」といラ2種類の名前で管理されて 
います。 


メモリー容量を増やしてください。 

Windows の起動や 
動作が遅い 

お買い上げ後にインス1ルした常駐アプリケーションソフトびある場 
合は、そのアプリケーションソフトの常駐を解除してください。 

ディスクデフラグツールを実行してください。 


なお、 Windows の動作は使用ずるアプ U ケーションソフトに依をずるこ 
とをあり、ずべての動作び改善されるねけではありません。あらかじめ 
ご了を < ださい。 

スリーブ扶態/化止 
巧態か SU ジューム 
(復帰）しない 

巧のような場合は、電源スイッチをスライドして電源を入れてください。 
なお、保存していないデータは失われまず。 

• ス U —プ状態のとさ、 AC アダプターおよびバッテ U —パックを取0 
外した。 

-周辺機器の取り付け/取り外しを行った。 

• 電源スイッチを4秒じ(上スライドして強制終了した。 


AC アダプターを接続し、リジュームして<ださい。 

バッテ U —の残量び少ない、または完全に放電している可能性びあります。 

再起動すると、内蔵 
CD/DVD ドライブ 
の電源びオフになる 

[光学ドライブ電源]を[オン]に変更してください。 

CF - W 8 シ U -ズをお使いの場合、セットアップユーティ U ティの「メイ 
ン」メニューの[光学ドライブ電源]び[オフ]に設定されていまず。ドラ 
イブの電源を常にオンの状態で起動したい場合は、[光学ドライブ電源] 

を[オン]に変更してください。 

ただし、[オン]に設定ずると、本体の電源を入れた直後にドライブの作 
動音び鳴0まず。 
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質問 

巧策 

電源び切れない 
(Windows わ.觸了 
しない） 

周迈機器を取りがしてか5 Windows を終了してください。 

周辺機器を取り外ずと終了できた場合は、周辺機器のメーカーにお問い 
合わせください。 

ご購入後にインス1ルしたアプリケーションソフトを削除してください。 

アプ U ケーションソフトをインストールした後で電源び切れな<なった 
場合は、 曾 （スタート)-[コントロールパネル]-[プ□グラムのアンインス 

1-ール]をク U ックし、ご購入後にインス!ルしたアプ U ケーションソ 
フトを削除して<ださい。 

削除ずると終了できた場合は、アプ U ケーションソフトの問題び考えら 
れます。ソフトの一力一にお問い合わせください。 

巧の手順で、ディスクのエラーチェックを行ってください。 

①外部ディスプレイを含むずべての周巧機器を取り外ず。 

③©(スタート)-[コンピューター]をク U ックし、[□—カルディスク 
(じ） ] をちク U ックして、[プ□パティ]をク U ックずる。 

③ [ツール]をク U ックして、[チェックずる]をク U ックずる。 

「ユーヴーアカウント制御」画面び表おされた場合は、[はい]をク 

U ックしてください。標準ユーヴーで□グオンしている場合は、管 
理ちのユーヴーアカウントの Windows パスワードを入力して[は 
し'!]をク1」ックしまず。 

④ [チェックディスクのオプション]で[ファイルシステムエラーを 
自動的に修復ずる]と[不良セクターをスキヤンし、回復ずる]に 
チェックマークを付け、[開始]をク U ックずる。 

⑥「次回コンピューター起動時に八ードディスクのエラーを検査しま 
すか？」といラメッセージび表おされた場合は、[ディスク検査のス 
ケジュール]をク U ックずる。 

⑥ Windows を再起動ずる。 

チェックディスクにかかる時間は、ドライブの容量やファイルの内容、 
[チェックディスクのオプション]の設定により異な0まず。 

チェックディスクを行ってち解ミ夫でさない場合は、再インス1-ールを行 
し、八ードディスクをお買い上げ時の状態に戻してください。 

(吟日 4ページ） 


因つたとさ 
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つたとさ 


パスワード/メッセージの Q&A 


質問 


対策 


パスワードを入力し 
てを再度入力をホめ 
6れる 


回ランプび点'打している場合は、胃を押してテンキーモードを解除し 
てか5入力してください。 


面ランプび点幻している場合は、胃を押しながら IlGapsLockll を j 电 して 
キャップス□ックを解除してか5入力してください。 


キーを押してを文字 
ぴ入力されない 


Fn キーが□ックされている場合びありまず。 m を1回巧して□ックを 
解除してか5入力してください。 


r パスワードを入力し 
て < ださい J が表示 
された 



スーパーバイザー/ (スワードまたはユーザー/ (スワードを入力してくだ 
さい。 

スーパーノ（イヴーノ（スワードを忘れてしまった場合は有償での修理び必 
要とな0まず。ごホ目談窓□にごホ目談<ださい。 

ユー ヴーパスワードを忘れてしまった場合は、セットアップ ユー ティ U 
ティを起動して、ノ（スワード入力画面でスーパーノ（イヴーノ（スワードを 
入力して < ださい。 

ユーヴーパスワードを設定し直ずことびでさまず。 


パスワードの入力画 
面び表示されない 


スリープ状態/休止状態か5リジュームしたとさはセットアップユーテイ 
リテイで設定したパスワード入力は要求されません。 

ス U —プ状態/化止状態からの U ジューム時にパスワードの入力画面を表 
おさせるには、次の手順で設定してください（工場出荷時は 、 Windows 
パスワードび設定されていれば表おされる設定になっていまず）。 

①©(スタート)-[コント□-ルパネル]をク U ックずる。 

ずでに Windows パスワードび作成されている場合は、手順⑦に進 
んで < ださい。 

③[ユーヴーアカウントと家族のための安全設定]をク U ックずる。 

③ [ Windows パスワードの変更]をク U ックずる。 

④ [アカウントのパスワードの作成]をク U ックずる。 

⑤ パスワードを設定し、[パスワードの作成]をク U ックずる。 

⑧ 曾（スタート)-[コント□-ルパネル]をク U ックずる。 

⑦[システムとセキュ U テイ ] をク U ックずる。 

⑨ [バッテ U 設定の変更]をク U ックずる。 

⑨ [ス U -プ解除時のノ（スワード保護]をク U ックずる。 

⑩ [現在利用巧能ではない設定を変更しまず]をク U ックずる。 

「ユーヴーアカウント制御」画面び表おされた場合は、[はい]をク 
U ックしてください。標準ユーヴーで□グオンしている場合は、管 
理ちのユーヴーアカウントの Windows パスワードを入力して[は 
し、]をク U ックしまず。 

⑩[パスワードを必要とずる]をク U ックし、[変更の保を]をクリック 
する。 


r ■標をデュアルチヤ 
ネル PCI IDE コン 
トローラ'はコン 
ピューターか 5 安を 
に取りかすことびで 
をます J などのメツ 
セージび表巧された 


CF - W 8 シリーズをお使いの場合に表示されるメッセージで、内蔵 CD / 
DVD ドライブの電源びオフになったことをお知5せずるメッセージでず。 

ドライブ電源/オープンスイッチで CD / DVD ドライブの電源をオフにし 
たとさなどに表おされる場合びありまずび、 CD / DVD ドライブは内蔵の 
ため取り外ずことはでをません。 


因つたとさ 
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質問 

巧策 

管理をのューザー 
アカウントの 
Windows パスワー 
ドをちれた 

他の管理者のユーザーアカウントで□グオンし、忘れてしまったパス 
ワードを削除してください。 

①@ (スタート)-[コント□ールパネル]-[ユーヴーアカウントの追加ま 
たは削除]をク U ックずる。 

「ユーヴーアカウント制御」画面び表おされた場合は、[はい]をク 

1」ックして < ださい。 

③パスワードを忘れてしまった管理者のユーヴーアカウントをク U ッ 
クする。 

③ [パスワードの削除]をク U ックずる。 

④ [パスワードの削除]をク U ックずる。 

パスワードび削除されまず。 

他に管理者のユーヴーアカウントを作成していない場合は、再インス 
トールして、八ードディスクを工場出荷時の状態に戻ず必要びありまず。 
ただし、再インストールをずると、作成したデータやインストールした 
アプ U ケーシヨンソフト、メールの履歴などはずべて消去されまず。 

パスワードリセットディスクを作成していた場合、パスワード入力失敗 
後に表示される[パスワードのリセット]をクリックし、表示されるメッ 
セージに従って、パスワードを再設定ずることができまず。 

パスワード U セットディスクで解除でさるのは、各ユーヴーアカウント 
の Windows パスワードのみでず。セットアップユーティ U ティのパス 
ワードを解除ずることはできません。セットアップユーティ U ティのパ 
スワードは忘れないよラにを意して<ださい。 

パスワード U セットディスクを作成ずるには、次の手順をご覧ください。 

① 曾 （スタート)-[コント□-ルパネル]-[ユーヴーアカウントと家族の 
ための安全設定]をク U ックずる。 

⑨[ユーヴーアカウント]をク U ックずる。 

③[パスワード U セットディスクの作成]をク U ックずる。 

じ(降、画面のおおに従ってパスワード U セットディスクを作成し、 
大切に保管して < ださい。 

Windows が起動せ 
ず、担[字またはメッ 
七ージび表示された 

システムの起動エラーでず。「エラーコードび表示された5 J (吟73ぺ一 
ジ）の内容に従って操作してください。 

rRemove disks or other media . Press any key to restart 」 万、表 
示された場合は、49ぺージをご覧ください。 


因つたとさ 
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つたとさ 


バツテ U— の Q&A 


質問 

巧策 

カタ□グの記載よ日 
ちパッテリーの駆動 
時巧び短い 

バッテリーの駆動時間は、バッテリー①エコノミーモード （ ECO ) ①有 
効/無効や、使用環境、設定されている電源プランによって異なりまず 
(例えば、画面を明るくして使っているときなどは短くなりまず）。 

今を) 『操作マニュアル』「じ（バッテ U -)」 の「駆動時間について」 

カタ□グや本書の「仕様」 （吟 7已ページ）などに記載されているバッテ 

U —の駆動時間は、 「 JEITA バッテ U 動作時間測定法 （ Ver . 1.0)」に基づ 
さ測定された数値でず。 

バッテリーパックの 
交測き巧（寿命）を 
巧 D たい 

バッテリーパックを正しく巧電してもバッテリーの駆動時間が著しく短 
い場合は、バッテリーパックの寿命と考え5れまず。新しいバッテリー 
バックと交換ずることをお勧めしまず。 

PC 情報ポップアップの自動表示機能を有効に設定していると、バッテ 

U ーパックの状態び定期的に確認され、お知日せずる情報びある場合は 
画面ち下に[バッテ U - に関するお知らせび X 件ありまず]というルポッ 
プアップ画面び表おされまず。 

ルポップアップ画面をク U ックしてバッテ U —に関ずる情報（バッテリー 
残量表示補正およびバッテ U —の消耗/交換時期）を確認ずることびでさ 
ます （今を] 『操作マニュアル』 「屋 （ レッツノートま用）」の「パナソニッ 
クか日の必要な情報を確認ずる」）。 

バッテリーが 態 表示 
ランプ日びホ色に点 
巧している 

バッテリーの巧量び少なくなっていまず （ 夕丟量約9%む下）。 

AC アダプターを接続してノ（ッテ U —状態表示ランプびオレンジ色に変 
わったら、そのままお使い<ださい。 AC アダプターびない場合は、ずぐ 
にデータを保をし、 Windows を終了してください。その後、十分に充電 
されたバッテ U - パックに交換してか日電源を入れてください。 


赤色に点滅している場合 

すぐにデータを保をし電源を切った後、バッテ U - パックと AC アダプ 
ターを本体から取り外し、取り付け直してください。 

それでを赤色に点滅ずる場合は、バッテ U —パックまたは充電回路の故 
障び考えられまず。ご相談窓□にご相談<ださい。 

バッテリーが 態 表示 
ランプ 0 び点滅して 
し、る 

オレンジ色に点滅している場合 

次のどちらかの状態び考えられまず。 

♦バッテ U —パック内部の温度び充電巧能な範囲外のため、一時的に充 
電でさない状態でず。温度び充電可能な範囲内になると自動的に充電 
び始まりまず。そのままお使いください。 

♦アプリケーシヨンソフトや周辺機器 （ USB 機器など）びをくの電力を 
消費し電力不足になっているため、充電でさない状態でず。起動して 
いるアプ U ケーシヨンソフトを終了し、周辺機器を取り外しまず。電 
力不足び解消されれば自動的に充電び始まりまず。 

バッテリー巧 態 表示 
ランプ 0 び明滅して 

L 、 る 

バッテリーの充電中でず。 

セットアップユーティ1」ティの「メイン」メニューで[充電中バッテ U - 
状態表示]を[明滅]に設定ずると、点な状態び明る<なったりみし暗く 
なったり（明滅）しまず。 

r バッテリー残 量 表示 
補正ユーティ U ティ J 
画面び表示された 

バッテリー残量表示補正を実行した後、 「 Windows を終了しまず」とい 
う画面で[しル1え]をクリックした可能性びありまず。[いいえ]をクリッ 
クずると Windows の終了処理び中止され、次回起動時に再びバッテ 
リー巧量表示補正び始まりまず。 

参 Windows を起動ずるには、電源スイッチをスライドして電源を切り、 

をラー度電源を入れてください。 











つたとさ 


ポインターと画面表巧の Q&A 


質問 

巧策 

ホイールパツドほ用 
時ポインターび動か 
なし、 

セットアップユーティリティの「メイン J メニユーで[フラットパッド] 

が[有効]に設定されているか確認してください。 

キーボードを操作し、が部マウスのドライバーを削除してください。 

インス!-ールされていると、ホイールパッドび使えないことびありまず。 

①管理者のユーヴーアカウントで□グオンずる。 

③國を巧しなびら圆を巧ず。 

③ 「 devm 邑 mt . ms 巳」と入力し CI 向怕叫を巧ず。 

「ユーヴーアカウント制御」画面び表おされた場合は、圆を巧して 
[はし、]を遇巧し. 1 向 terll か巧す。 

④ llTabll を押し、画を数回巧して[マウスとそのほかのポイン了ィング 
デバイス]を還び、圆を巧ず。 

⑥に ynaptics PS /2...] LU 外の名前び表示されている場合、外部マウ 
スのドライバーびインス1-ールされているので、画で外部マウスの 
ドっイパーを頃び、 m 、 區罰の順 L 巧し削除ずる。 

⑥ 再起動確認の画面で[はい]を選び、 llEnte り佐巧ず。 

再起動確認の画面び表おされない場合は、圖を巧し、圆を2回巧し 
た後、画で[再起動]を選んで同鄙を巧してください。 

キーボードで操作でさない場合は、電源スイッチを4秒 LU 上スライ 
ドして電源を切った後、電源を入れて<ださい。 

⑦ 國を巧しなびら圆を巧ず。 

( D 「 c :¥ util ¥ d 「 ive 「 s ¥ mouse ¥ setup . exe 」 と入力し Cl 向た「11 を J 甲ず。 
「ユーヴーアカウント制御」画面び表おされた場合は、圆を巧して 
[はい]を選択し、 lEnterll を押ず。 

(降、画面のおおに従って Synaptics のドライバーをインストールし 
て < ださい。 

US 己マウスへルバーをセットアップしている場合、 USB マウス接続時 
はホイールパッドでポインターは操作でさません。 

• ホイールパッドをお使いになる場合は、 USB マウスを取り外してく 
ださい。 

• マウス接続巧の PS /2 ポートを内蔵した USB キーボードを接続し 
た場合、 USB キーボードにマウスを接続していなくてを、ホイール 
パッドは無効にな0まず。 

• USB マウスへルパーをセットアップした状態で、 曾 （スタート）- 
[コント□-ルパネル]-[八ードウエアとサウンド]-[マウス]-[デバイ 
ス設定]の設定を変更ずると、 USB マウスヘルパーをアンインス!-一 
ルした後、ホイールパッドび使えなくなる場合びありまず。その場合 
は、次の手順で設定を変更してください。 

① USB マウスを接続ずる。 

③ 曾 （スタート）-[コント□-ルパネル]をク U ックずる。 

③ [八ードウエアとサウンド]-[マウス]をク U ックずる。 

④ [デバイス設定]をク U ックずる。 

⑥[有効]をク U ックし、 [0 K ] をク U ックずる。 


固つたとさ 


己己 












































つたとさ 


ポイジターと画面表巧の Q&A 


質問 

巧策 

ポ>^ンターび腺手に 
動< 

夕 ■! •部マウスのドライバーがインス1ルされていないことを確認してく 
ださい。 

「ホイールパッド使用時ポインターび動かない」の2つ目の項目の手順①〜 
⑥をご覧ください。 今已已 ページ 

ホイールパッドに g 虫れたときの感度を調節してください。 

吟 を) 『操作マニュアル』「©(ホイールパッド）」の「ホイールパッドの感 
度を調整ずる」をご覧ください。 


マウスが正しく接続されているか確認してください。 

マウス接続時ポイン 
夕一び動かない 

接続したマウスのドライバーをインス1ルしてください。 

外部マウスのドライバーをインス!-ールずると、ホイールパッドび使え 
ないことびあ0まず。 

詳しくは、 を 『操作マニュアル』 rib (周辺機器）」の「外部マウスを使 
ラ」をご覧ください。 

セットアップユーテイリテイの「メイン J メニユーで[フラットパッド] 

を[無効]に設定してください。 


お使いのマウスのメーカーにお問い合わせください。 

不具合などび修正された最新のドライバーびマウスのメーカーから配布 
されている場合びありまず。 

マウス接続時ホイール 
パッドを巧効にする 

USB マウスヘルパーをセットアップしてください。 

セットアップのち法は、 を] 『操作マニュアル』周辺機器）」の「列部 
マウスを使ラ」をご覧ください。 

USB マウスヘルパーをセットアップしない場合は、セットアップユーティ 

U ティの「メイン」メニューで[フラットパッド]を[無効]にしてください。 

明るさび巧ねった 
(暗<なった/明る< 
なった） 

m キーを使うことで、明るさを変更できまず。 

ro+m :画面び暗< な0まず。 
rm+rw 罰：画面が明るくなります。 

今] 7ページ 

緑、ホ、青のドット 
び巧ったり、正しい 
をびま巧されない 

これは、故障ではありません。 

カラー液晶ディスプレイは精度の高い技術で作られていまずび、画 
素欠けや常時点好（緑、ホ、青色）ずるちのびあ0まず。有効画素び 
日日.日日 8 %LU 上、画素欠けなどび 0.002 %LU 下の場合は、故障ではあり 
ません。あらかじめご了をください。 


本機を再起動してください。 

解像度/色数を変更したり、本機の動作中に外部ディスプレイの取り付 
け/取り外しを行ったりずると、画面び乱れることびありまず。 

画面びなれる 

内部 LCD のリフレッシュレートび40ヘルツになっている可能性びあり 
まず。次の方法でリフレッシュレートを変更してください。 

①デスクトップの何もないところをちク U ックし、[グラフィックプ 
□パティ ] をク U ックずる。 

③[ディスプレイデバイス]をク U ックし、[動作モード]で [ Intel ( R ) 
デュアル-ディスプレイ-ク□ーン]をク U ックずる。 

[ Intel ( R ) デュアル.ディスプレイ.ク□ーン]び表示されていない 
場合は、外部ディスプレイを接続してください。 

③ [ディスプレイ設定]をク U ックずる。 

④ [ノートブック]をク U ックし、 [U フレッシュレート]び [40 ヘルツ]に 
なっている場合は、[日0ヘルツ]に変更し、 [0 口をクリックする。 

⑥確認の画面で [0 K ] をク U ックずる。 
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質問 

巧策 


□グオンや□グオフ、ユーザーの簡易切り替えを使用したとき、画面び 
一瞬真っ黒になる場合がありまずが、故障ではありません。そのままお 
使いください。 

-巧真つ黒になる 

ユーザーアカウント制御を設定している場合、 @ (シールド）が表示さ 
れている操作を行ラと「ユーザーアカウント制御」画面び表のされ、この 
画面 W がの部分び暗くなりまず。 

管理ちのユーヴーアカウントで□グオンしている場合は、[はい]をク 

U ックして<ださい。 

標準ユーヴーで□グオンしている場合は、管理ちのユーヴーアカウント 
の Windows パスワードを入力し、[はい]をク U ックしてください。 

Panasonic 電源プラン拡張ユーティリティの [ 画面の省電力機能]を有 
効に設定しているときに、巧のような操作を行うと画面び一瞬真っ黒に 
なる場合びありまずび、故障ではありません。そのままお使いください。 

• ft Fn i + f[ FI ll/ft Fn ll + f| F2 1 い画面の明る六を調整する。 

• AC アダプターを抜さ挿しずる。 

動画再生ソフトやグラフィックのベンチマークソフトなどをお使いで、 
エラー画面び表おされたりソフトび正しく動作しなくなったりした場合 
は、 Panasonic 電源プランあ張ユーティ U ティの[画面の省電力機能]を 
無効に設定して < ださい。 

吟 を] 『操作マニュアル』 「置 （レッツノートま用）」の「利巧シーンに 
合った電源設定をずる（電源プフンの設定）」 


電源状態表示ランプむび点归している場合は、ディスプレイの電源び切 
れていまず。 

II Ctrl IIや | 邮け |1 など動作に影響のないキーを巧してください。選択に使つ 
キー (llEnterlUl 11( 乂ぺ一乂キー)、 llEscll 、 网、闕や教字キーなド） 

は使わないでください。 

ディスプレイの電源び切れないよラにずるには、[ディスプレイの電源を 
切る]を[なし]に設定してください。 

何ち表示されない 

画面の表示巧び夕1部ディスプレイに設定されている可能性びありまず。 

rm+r? 罰または國+圆を巧して表术先を切り替えてください。 


画面が暗くなっている可能性びありまず。 

II Fn 11+11 F2I 晤巧して画面を明るくしてください。（吟] 7ページ） 


電源状態表示ランプむび点滅または消'灯している場合は、スリープ状態 
または休止状態になっていまず。 

電源スイッチをスライドしてください。 

巧像びま示される 

別の画面を表示してください。 

同じ画面を長時間表おさせていると残像になることびありまず。 


固つたとさ 


己フ 































































つたとさ 


ポイジターと画面表巧の Q&A 


質問 

巧策 

急にお<なる 

電源プランによっては、パソコンを操作しないまま一定時間が経過ずる 
と、自動的にディスプレイを暗くずるよラに設定されていまず。 
ディスプレイを暗くな5ないようにずるには、次の方まで電源プランの 
設定を変更してください。ただし、[バッテリ駆動]を[なし]に設定ずる 
と、バッテリー駆動時間が短くなりまず。 

①©(スタート)-[コント□ールパネル]をク U ックずる。 

⑨[八ードウエアとサウンド]-[電源オプション]をク U ックずる。 

③ [プラン設定の変更]をク U ックずる。 

④ [ディスプレイを暗くずる]の[バッテ U 駆動]または [ 電源に接続]の 
時間設定で[なし]を選択し、[変更の保を]をク1」ッシずる。 

Windows Aero の 
有効/お効び切り替 

ゎコた 

電源プランを切り替えたときに Windows Aero の有効/無効び切り替 
わった場合は、次の手順で Panasonic 電源プラン拡張の詳細設定を確認 
して < ださい。 

①画面ち下の通知領域の白をク U ックして^をク U ックずる。 

③ [ お張設定編集 ] をク U ックずる。 

③ 設定を確認ずる電源プランをク U ックずる。 

④ [Windows Aero ] をダブルク U ックし、設定を確認ずる。 

⑥必要に応じて [Windows Aero ] の設定を変更し、 [0 口をク U ックする。 

r Panasonic J 起動 
画面び表示をれない 

外部ディスプレイによっては、 「 Panasonic 」 起動画面び正しく表示さ 
れない場合びありまず。その場合は、本機の電源を切って夕1•部ディスプ 
レイを本機から取りタル、再度本機の電源を入れてください。 

本機に外部ディスプレイを接続している状態で 「 Panasonic 」 起動画面 
を本機の内部 LCD に表示させるには、外部ディスプレイを接続ずる前 
に、セットアップユーティ U ティの「メイン」メニューの[ディスプレイ] 
を [ 内部 LCD ] に設定してください。 


た 

と 

さ 




つたとを 


音青/音量の Q&A 


質問 

対策 

音■調壁がでをない/ 
音量び大定<な5ない 

WinDVD のウインドウが選択されていると、 Fn キーを使って音青出力のオン/ 
オフや音量調整を行っても画面表示（国や國など）は変わりません。また、 

II Fn II +1 F 曰 II を押して WinDV □でのち量を最大にしても 0 S で設をされている 
音量]■ソ上にはなりません。 WinDVD での音量を大きくずるには、巧のいずれか 
のち法で 0 S で設定されている音量を大きくしてください。 

- WinDVD のウインドウび選択されていない状態にしてから（デスク 
トップトをク U 、 ソクずるなど）、 ILfoJI + lLf を J 枚押ず。 

-画面ち下の通知領域の か) をク U ックし、スライドバーを上方向（音量 
び大きい方）へドラッグずる。 
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八ードウエアを診斬する 

本機に搭載されている八ードウエアが正しく動作しない場合は、 PC - Diagnostic ユーティリティ 
を使って、正常に動作しているかを診断ずることびできまず。 

八ードウエアに異常び見つかったときは、お買い上げの販売店へご連絡ください。詳しくは、「保証 
とアフターサービス」（吟『取扱説明書準備と設定ガイド』）をご覧ください。 


PC - Diagnostic ユーティリテイで診断する/ ドウエア 

V V 


診断ずる八ードウエア 

PC - Dia 吕 nosti 巳ユーテイ U テイの表示 

CPU 

CPU/System 

メモリー 

RAM xxxx MB 

八ードディスク 

HDD XXX GB 

内蔵 CD / DVD ドライブ 
( CF - W 8シ U -ズのみ） 

DVD-ROM 

ビデオコント□ーラー 

Video 

サウンド 

Sound 

モデム 

Modem 

LAN 

LAN 

無線 LAN 

(無線 LAN 搭載モデルのみ） 

Wireless LAN 

USB 

US 巨 

PC 力ードコント□-ラー 

PC Card 

SD 力ードコントローラー 

SD 

内部キーボード 

Keyboard 

ホイールパッド 

Touch Pad 


♦ Video 診断中に画面び乱れたり、 Sound 診断中にスピーカーから音び出ることびありまずび、こ 
れらは異常ではありません。 Sound 診断中は、大きなビープ音び鳴りまずので、ヘッドホンを装 
着しないでください。 （ Windows でミュートに設定している場合、音は鳴りません。） 

♦ソフトウエアは診断でさません。 


操作のしかた 


ホイールパッドで操作ずることをお勧めしまず。ホイールパッドで操作しないときは、代わりに内 
^5キーボードで操作ずることをでさまず。 


操作 

ホイールパッドの操作 

内部キーボードの操作 

アイコンを選ぶ 

ポインターをアイコンの上に 
合わせる 

II II ( スペースキー）をが 

してから圆圓圆圆を巧ず 
(画面も上の [ close ] は選べません。） 

アイコンをク u ックずる 

タップまたはク U ックずる 
(ちク U ックは使えません。） 

アイコントで 11 II ( 乂ぺ一 

スキー）を巧ず 

PC - Dia 邑 nosti 巳ユーテイ U 
テイを終了してパソコンを再 
起動する 

画面ち上の [ close ] をク U ック 
する 

fl Ctrl ll + f[ Alt ll+f[ Del ll を巧す 


ホイールパッドび正しく動作しない場合は、を巧してノ（ソコンを再起動ずるか、 
電源スイッチをスライドして電源を切った後に、再度 PC - Diagnosti 巳ユーティ U ティを起動してく 
ださい。 
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診断する 


セットアップユーティリティを工場出荷時の状態にして実巧しまず。セットアップユーティリティな 
どで使用で走ないよラに設定されている場合は、 / V - ドウエアのアイコンびグレー表示になりまず。 

〇周辺機器を取りかず。 

S AC アダプターを 接続ず る。 

診断中は、 AC アダプターの抜き挿しや周辺機器の取り付け/取り外しを行わないでください。 

Q パソコンの電源を入れる。または、 Windows を終了して再起動する。 

Q パソコンの起動後すぐ、 「Panasonic」 起動画面び表示されている間に國ま 
たは^3を巧してセットアップユーティリティを起動する。 

• お買い上げ時の状態から設定を変更して使っていた場合は、変更した設定をメモしておくこ 
とをお勧めします。 

♦ LU 降の手順でノ（スワードの入力画面び表おされた場合は、スーパーノ（イヴーノ（スワードを入 
力し、 ifm 罰 を巧して<ださい。 

巧 M を巧す。 

確認のメッセージび表示されたら、[はい]を選び、 m を巧して<ださい。 

回 CF-W8 シリーズをお使いの場合は、巧の操作を行う。 

圆と圆を使って「メイン」メニューに移動して[光学ドライブ電源]を[オン]に設定ずる。 

CF-T8 シリーズをお使いの場合は、手順7に進む。 

B M を巧す。 

確認のメッセージび表示されたら、[はい]を選び、 m を巧して<ださい。 

@パソコンの起動をずぐ、 「Panasonic」 起動画面が表示されている間に國ま 
たは^3を巧してセットアップユーティリティを起動する。 

@圆と圆を使って「終了」メニューに移動する。 

匹）画と画を使って[診断ユーティリティ]を選び M を巧す。 

PC - Dia 邑 nosti 巳ユーティ U ティび起動し、自動的にずべての八ードウエアの診断び始まりま 
す。（画面は英語でず。） 

アイコンの左側 （ A ) に青色と黄色び交互に表おされ始めるまでは、ホイールパッドまたは内 


部キーボードび使えません。 



診断中にクリックして行える操作 

診断を最初から始めるとさ 

診断を中止ずるとさ （ 診断を途中から再開ずることはでさ 
ません） 


ヘルプを表示ずるとさ（画面をク U ックずるか^ 
ペースキー）を巧ずと元の診断画面に戻りまず） 

♦ハードウエアのアイコンの左側 （ A ) の表示色で診断状況び確認でさまず。 

• 水色：診断していない状態 

-青色と黄色び交互に表示：診断中。診断内容によって表示の間隔は異な0まず。 

RAM 診断中は、表おび長時間止まることびありまずび、そのままお待ちください。 

-緑色：正常と診断 
-赤色：異常と診断 

• 気温び高い場所でお使いの場合、表おされる診断時間よりを長<かかる場合びありまず。 


3(ス 


つたとさ 


八ードウエアを診断ずる 
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♦次の手順で、特定の八ードウエアのみを診断ずることびでさまず。 

①〇をク U ックして診断を中止ずる。 

⑨診断しない八ードウエアのアイコンをク U ックしてグレー 
轰おて B ； r にずる。 

八ードディスク、キーボード、ホイールパッドの場合は、 

ク U ックずると拡張診断（アイコンの下 （ C ) に 「 FULL 」 と 
表示）になり、再度ク U ックするとグレー表示になりまず。 

③をク U ックして診断を始める。 

♦化張診断びでさる八ードウてアは、八ードディスク、キーボード、ホイールパッドです。通苗の 
ご使用時は、キーボードとホイールパッドの化張診断を行ラ必要はありません（これらの化張診断 
は、ご相談窓□にお問い合わせいただいたとさに診断を行っていただく場合びあります）。八ード 
ディスクの化張診断は、標準診断に比べて詳しい診断を行うため、診断時間び長くなります。 

• PC-Dia 邑 nostic ユーテ ィ U ティは、次の手順でも起動ずることびできまず。 

①手順7までを行ラ。 

感 バソコンの起動後すぐ、 「 Panasonic 」 起動画面か表术されている間に1^+臣王を巧し続ける。 

Q ) すべての八ードウエアが彰断された5、該斬結果を確認ずる。 

赤色になり 「 Check Result TEST FAILED 」 び表示されたら、 

パソコンの八ードウエアび故障していると考えられまず。赤色で 
表示されている八ードウエアを確認して、ご相談窓□にご相談く 
ださい。 

緑色になり 「 Check Result TEST PASSED 」 わ；表示されたら、 

パソコンの八ードウエアは正常でず。そのままお使いください。 

それでち正しく動作しない場合は、再インス I -ールしてくださ 
し、。（今日4ぺージ） 



メモ 


RAM モジュールを増設した状態でメモ U - 診断をして 「Check Result TEST FAILED 」 び表 
示された場合： 

増設された RAM モジュールを取り外して診断を行ってください。それでを 「Check Result 
TEST FAILED 」 び表おされた場合、内蔵の RAM モジュールび故障していると考えられまず。 

jg 該断び終了した！5、画面ち上のに lose ] をクリックす 
るか、 画 + 圆 +画を押してパソコンを再起動する。 




CF - W 8 シ U -ズをお使いの場合、セットアッ フユーテ ィ U ティ 
の「メイン」メニューの[光学ドライブ電源]び[オン]に設定さ 
れています。[オン]に設定されていると、パソコンの起動直後に 
ドライブから振動や作動音びしまず。パソコン起動時に作動音を 
鳴らさないよラにずるには、[光学ドライブ電源]を[オフ]に設 
定してください。 
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八ードディスクを復元する 


Windows 7に搭載されている「システムイメージの作成」および「システム回復オプション」の 
「システムイメージの回復 J を使うことで、八ードディスク全体をバックアップおよび復元ずること 
がでさまず。 


A - ドディスクをバックアップする 


「システムイメージの作成」機能を使ラと、別の記憶メディア（外付け八ードディスクなど） 
八ードディスク全体のバックアップを取ることびでさまず。 

八ードディスク全体をバックアップずるには、次の手順を行ってください。 

①曾（スタート）-[コント□-ルパネル]-[バックアップの作成]をク U ックずる。 

③[システムイメージの作成]をク U ックずる。 

③バックアップずる場所を遇おし、[次へ]をク U ックずる。 

LU 降は画面のおおに従ってください。 


に、 


八ードディスクを復元する 


「システムイメージの作成」を使ってバックアップしたイメージデータを復元ずるには、「システム 
回復オプション」の「システムイメージの回復」を使いまず。 

「システムイメージの回復」を起動ずるには、次の手順を行ってください。 

• Windows び正常に起動ずる場合 

①@ ( スタート）-[コント□-ルノ（ネル]-[バックアップの作成]をクリックずる。 

⑨ [ システム設定またはコンピューターの回復]をク U ックずる。 

③ [高度な回復方法]をク U ックずる。 

④ [じ(前に作成したシステムイメージを使用してコンピューターを回復ずる]をク U ックずる。 

「ユーヴーアカウント制御」画面び表おされた場合は[はい]をク U ックしてください。 

標準 ユー ヴ ーで □グオンしている場合は、管理者の ユー ヴーアカウントの Windows パスワ ー 
ドを入力して [ はい ] をク U ックして<ださい。 

⑥ ファイルをバックアップずる場合は、[今ずぐバックアップ]をク U ックずる。 

画面のおおに従って、ファイルのバックアップを行ってください。 

ファイルをバックアップしない場合は、[スキップ]をク U ックしてください。 

⑧ [再起動]をク U ックずる。 

本機び再起動しまず。 

ノ（スワードの入力画面び表おされた場合は、スーパーノ（イヴーノ（スワードまたはユーヴーパス 
ワードを入力し、區量]を巧してください。 

⑦ [次へ]をク U ックずる。 

すでに選択されているキーボードレイアウトじ(外は指定しないでください。 

⑨ 「このコンピューター上にシステムイメージび見つかりません」といラ画面び表おされた場合 
は、システムイメージをバックアップした記憶メディア（外付け八ードディスクなど）を本機 
に接続し、[再試行]をク U ックずる。 

⑨「コンピューターイメージの再適用」画面で、[次へ]をク U ックずる。 

じ(降は画面のおおに従ってください。 

• Windows び起動しない場合 

「システム回復オプション」を起動し、[システムイメージの回復]をク U ックしてください。 

(吟日3ページ） 
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システム回復オプションについて_ _ 

システム回復オプションには、 Windows び正常に起動しなくなった場合に、システムファイルの修 
復などを行って起動できるよラにずる機能び集まっていまず。 

システム回復オプション 



システム回復オプションには、次のような機能びありまず。 


スタートアップ修復 

システムファイルび不足しているなど、 Windows び正常に起動しない 
とさ、その問題を修復しまず。 

システムの復元 

システムファイルび正常に動作していたとさの状態に戻しまず。個人 
用ファイル（文書やメールなど）は変更せず、システムファイルだけを 
元に戻ずことびでさまず。 

システムイメージの回復 

パックアップしたシステムイメージを使つて、 Windows を復元しまず。 

Windows メモリ診断 

メモリーに八ードウエアエラーび起さていないか調べまず。 

コマンドプ□ンプト 

コマンドプ□ンプトのウインドウを開さまず。 


システム回復オプションを表示ずるには、次の手順を行ってください。 

• 「詳細ブートオプション」画面から行ラ方法 
① AC アダプターを 接続ずる。 

③本機の電源を入れ、 「 Panasonic 」 起動画面び消えたとき（スーパーパ'イヴーバスワードまたはユー 
ヴーバスワード設定瞄まパスワード入力後）に m を押し続け、「詳細ブートオプション」画面び表示 
された！5、指を離す。 

「詳細ブートオプション」画面び表おされない場合は 、 Windows 7用プ□ダクトリカバリー 
DVD - ROM を使って八ードディスクを復元してください。（今下記） 

③ 「詳細ブートオプション」画面で、画と画を使って「コンピューターの修復1を選び m を押す。 

④ 「次へ」をク U ックずる。 

すでに選択されている言語とキーボード入力方式しソ外は指定しないでください。 

⑥ Windows で登録したユーヴーアカウント名を選ぶ。 

⑧パスワードを入力し、 [0 口をク U ックずる。 

参 Windows 7用プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を使う方法 

①「プ□ダクト U カバ U - DVD - ROM を使う」（今己8ページ）の手順]〜]0を行う。 

③[システム回復オプションを起動ずる。 ] をク U ックし、[次へ]をク U ックずる。 

③ 「次へ」をク U ックずる。 

ずでに選択されている言語とキーボード入力方式];!外は指定しないでください。 

④ 「次へ」をク U ックずる。 
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再インス I ルずる 


再インス I ルとは 


再インス I ^ールとは八ードディスクをフォー 
マットして、 Windows をインス!ルし直ず 
ことでず。 

八ードディスクの内容は消去され、工場出荷時 
の状態に戻りまず。また、お買い上げ後にお客 
さまびインス I ^ールされたアプリケーションソ 
フトや各種設定（インターネットの設定など） 
ち削除されまず。 

Windows び起動しなくなったり 、 Windows 
の動作び不安定になって修復でさなくなったり 
した場合は、再インストールび必要でず。 

• 1 (ーティションを複数作成している場合 
Windows 用とデータ胤こノ（ーティションを 
分けている場合は、データ用のパーティシヨ 
ンをそのままにして Windows だけを再イン 
ストールすることびできまず。 




八ードディスク内の修復用領域は絶対に削除し 

ないで < ださい。 

本機の八ードディスクには、再インストールに必要 
な1」カバ1」ーデータを収納した修復用領域びありま 
す。修復用領域は1」カバ1」一領域とシステム領域で 
構成されています。 


•システム領域 
• |」カバ|」一領域 



修復用領域 

通常のドライブとして使用す 
ることはでさません。 


Windows で使える領域 


>1」カバ U —用データは、他のメディアや外付 
けの八ードディスクなどにバックアップを取 
ることはでさません。 

万一、修復用領域が壊れたり、八ードディス 
クか5の再インス I ルびでさなくなった場 
合は 、 Windows 7用プ□ダクトリカバリー 
DVD - ROM を使用してください。 

(吟巨8ぺージ） 

>八ードディスク U カバ U —はダイナ三ック 
ディスク（ディスク管理方式の一種）には巧 
応しておりません。ダイナミックディスクへ 
の変換は行わないでください。 


再インス I ルの流れ 


必要なデータのノ（ックアツプを取る 


ネットワークの設定、ユーヴー名やパス 
ワードをメモしておく。 


セットアツプユーティ U ティを工場出荷時 
の設定に戻ず。 


再インス!ルずる（約] 0分）。 

(プ□ダクト U カバ U - DVD - ROM 使用 
時は約30分） 


Windows のセツトアップを行う。 


セットアップユーテイ U テイの設定を変更 
ずる（必要な場合のみ）。 


インターネットに接続できる場合は、 
Windows Update を行つ。_ 


Microsoft ® 〇讯 ce インストール済みモデ 
ルをお使いの場合は、 Microsoft ® Office 
をインストールずる。 


再インス I ルの前に 


周辺機器および SD メモリーカードなどは、ず 
ベて取り外してください。 

特に、 USB フ□ッピーディスクドライブ、 USB 接続 
のメモ I 」一や外付けの八ードディスクを接続したまま 
では、再インストールび正常に行われない場合びあ 
りまず。 CF - T 8 シ U —ズで、プ□ダクトリカバリー 
DVD - ROM を使って再インストールずる場合は、外付 
けの CD / DVD ドライブは接続しておいてください。 

( CF - W 8 シリーズのみ） 

CPRM 拡張機能 （CPRM Pack ) プ□グラムを 
WinDVD に組み込んでお使いになっていた場合は、 
CPRM 拡張機能 （CPRM Pack ) プ□グラムを SD 
メモリーカードなどのメディアに保巧して < ださい。 
再インストール後は、 CPRM 化張機能 （CPRM 
Pack ) プ□グラムを再インストールする化要びあ 
ります。 CPRM 化張機能 （CPRM Pack ) は、登録 
ユーヴーび20回までダウン□ードでをますび、再 
インストール前にメディアに保をすることをお勧め 
します。 

まだ一度6ダウン□ードされていない場合やダウン□一 
ドび20回に達していない場合は、再インストール後に 
ダウン□ードすることびで舌ます。（今1日ページ） 
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[ク^ - 

参 Microsoft ® Office インス I ル済みモ 
デルをお使いの場合、 Windows の再イン 
ス I ルを巧うと Excel や Word などの 
Microsoft ® Office のアプリケーシヨンソ 
フトび削除されまず。 Windows を再インス 
卜ールした後、 Microsoft ® Office のパッ 
ケージに付属している CD を使ってインス 
I -ールしてください。 

参 CF - W 8 シリーズをお使いの場合、再インス 
I ルしても、 DVD-Video のリージョン 
コードを設定できる回数は、工場出荷時の状 
態に戻りません。 


再インス I ルする 


にク^ - 

再インス I ルの途中で電源を切るなどして、 
再インス I ^ールを中止しないでください。 
Windows び起動しなくなったり、データび消 
失して再インス I ルを実行できなくなったり 
ずるおそれがあ0まず。 


n 作成したデータなどのバックアッ 
プび取れる状態であれば、他のメ 
ディアやか付け八ードディスクな 
どにバックアップを取る。 

再インストールずると、インストールし 
たアプ U ケーシヨンソフトやメールの履 
歴などお客さまび作成したデータは、削 
除されます。 

• データ用のノ（ーテ ィシヨ ンを作成して 
いた場合でち、予期しない誤動作/誤操 
作によ0データび消去されるおそれび 
ありまず。 

g ネットワー クの設定をメモしておく。 

再インストールずると現在の設定は消去 
されます。 


@ユーザー名やパスワードをメモし 
てお<。 

再インス I -ールずるとユーヴーアカウン 
卜び削除され、 Windows パスワードを削 
除されまず。 

0パソコンの電源を切り、 AC アダプ 
夕一を接続する。 

白本機の電源を入れ 、 r Panasonic J 
起動画面び表示されている間に M 
または 国10 を巧し、セツトアップ 
ユーテイ U テイを起動ずる。 



♦パスワードを設定している場合は、次 
の画面でスーパーノ（イヴーノ（スワード 
を入力し、^國を押して < ださい。 


I ——パスワードを入力してください一 I 


♦ユーヴーパスワードでは、さ項目の設 
定値を工場出荷時の値（パスワード、シ 
ステム時間、システム曰付を除く）に 
戻ず m は使えません。 

• お買い上げ時の状態から設定を変更して 
使っていた場合は、あらかじめ変更した 
設定をメモしておくことをお勧めします。 



を巧す 
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巧インス I >ールずる 


B 巧の画面で[はい]を選び、 M を 
押す。 



回 


M を押して、確認のメッセージ 
び表示された5、[はい]を選び、 

[时ぉ d ホ押す。 

セットアッ フユーテ ィ U ティび終了し、 
パソコンび再起動しまず。 

パスワードを設定している場合、じ(降 
の手順で「パスワードを入力して<ださ 
し)」と表示されることびありまずので、 
スーパーノ（イヴーノ（スワードを入力して、 
liEMgdl を巧して< ださい。 

回 「 Panasonic 」 起動画面び表示さ 
れている間に m または m を巧 
し、セットアップユーティ U ティ 
を起動ずる。 

巧）圆と圆を使って「終了」メニューに 
移動する。 

0) 画と画を使って[コンピュータの修 
復]を選び、^3を巧す。 

旧 [ Windows を再インス! -- ルす 
る。 ] をクリックして選び、[巧へ] 
をクリックずる。 

[キャンセル]をク U ックずると、操作を 
中止でさまず。 


巧をさなか.!:.化 1を? ■] 


广 だれリティのむ IV トドディスクの内巧;—お巧。 



い ホ A 1 || わシわレ1 


圧)[はい、上記の条文に同意します。 
処理を続けまず。 ] をクリックして 
選び、[巧へ]をクリックずる。 


_:がと丢げがます。 

(1) 本リフトり: iTO 、 お3い上け巧のバ - yt ル]ンむ一！!-と;、-ドディスク 
ド女{ブとのなみをわせでのみは用でき5す，化の巧みきわせでほ用拘こと1; 
できがん 

( 2 ) n- ドディスクリカ"トシステムにをが 1 るをてのリつ价王巧 J. の抱が月 
ま (3 巧谢ンフトウ I ア度用 S おちきの巧用 5 S けまん 


• 取、 ± iS の去刃巧，しまもリ功ち巧(巧す。 I 


~化々、上亞のる文には巧きしません巧巧を中抗はす， 


『；ゎ|1 


(プ□ダクト U カバ U - DVD - ROM から 
再インス!-ールした場合は、じ(降の画面 
び一部異な0まず。） 

巧)再インストールの方法を選び、[な 
へ]をクリックずる。 


巧む]/、-ドディスクが巧エ巧出卸滿;:民す 。 i 

广 [2] みな emffltos 風トティシ以こ再インスト-ルする。 




jjl ' か ■ 1 || キ，如し 1 


再インストールち法によって、再インスト ー 
ル後の八ードディスクの構成び異なります。 
( U カバ U - 領域には、再インストールに必 
要な1」カバ1」一用データび入っています。） 

•[[1]バードディスク全体を工場出荷状 
態に戻ず]を選んだ場合： 

1」カパ U - 領域 
■システム領域 


wr 晴 
物 


こ'ライブエ場出荷時の内容に戻る 


U カバ U —用データを使って 
インストール 
工場出荷時の状態に戻したい場合やエ 
場出荷時の状態から新たにノ（ーティ 
ションを作成ずる場合に選んでくださ 
し、パーティションの変更方法は44 
ページをご覧ください。 
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参[[2] System 用と OS 用パーティショ 
ンに再インス I ルする]を選んだ場合: 

この項目は、次の図のよラにあらかじめ 
ノ V ’ーティションを分けてお使いの場合に 
選んでください。パーティションの分割 
方法は44ページをご覧ください。 

【再インス I ル前】 

八ードディスクを複数のノ（ーテイシヨ 
ンに分けて使用。 


-リカバリー領域 

1— システム領域 



C ドライブ 

D ドライブ 

【再インストール後】 

工場出荷時の内容に戻る 

1 

巧インス 

1-ール前の 

まま残る 

r 



C ドライブ 
(OSffi バーテ イシヨン/ 

30 GBU 上必要） 

D ドライブ 


7 U カバ U — 用データを使って 
\一ー ノ インストール 


八ードディスクを複数のノ（ーティシヨン 
に分けて使用しており、八ードディスク 
の構成を変更せずに C ドライブじ(外の 
ノ（ーティシヨンのデータを残したい場合 
に還んで < ださい。 

予期しない誤動作/誤操作によりデータび 
消去されるおそれびあ0まず。必ずデー 
夕のバックアップを取っておいて < ださ 
し、。システム領域と 0 S 用パーティシヨン 
に Windows を再インストールできない状 
態の場合は、[[2] System 用と 0 S 用パー 
ティシヨンに Windows を再インス I ル 
する]の項目は表示されません。 

阻確認のメッセージが表示されたら、 
[はい]をクリックする。 



(画面は [[ 1 ] 八ードディスク全体を工場出 
荷状態に戻ず]を選んだ場合の例でず。） 

• 再インス!-ールび始まりまず。 


• 再インス I -ールの途中で電源を切るなど 
して、再インス!-ールを中止しないでく 
ださい。 

1巧終了のメッセージび表示された5、 
[0 K ] をクリックずる。 

ノ（ソコンの電源び切れまず。 

の 電源を入れ、 Windows のセット 
アップを行う。 

(今『取扱説明書準備と設定ガイド』） 

匹)セットアップユーティリティを起動 
して、ぶ镇に応じて設定を変更ずる。 

パスワード、日付、時間を除くすべての設 
定は、工場出荷時の状態に戻っていまず。 

(0 インターネットに接続できる場合は、 
@(スタート)-[ずべてのプログラム]- 
[Windows Update ] をクリックし、 
Windows Update を行う。 

風 Microsoft ® Office インストー 
ル済みモデルをお使いの場合は、 
Microsoft ® Office のパッケージ 
に付属している CD を使ってイン 
ストールする。 

感 メて )- 

参 （ CF - W 8 シ U - ズのみ） 

CPRM 拡張機能 （CPRM Pack ) プ□グラム 
を WinDVD に組み込んでお使いになってい 
た場合は、 Windows をセットアップした後、 
CPRM 拡張機能 （CPRM Pack ) プ□グラム 
を保をしておいたメディアを使って再インス 
I -ールするか、ダウン□ー ドしてください。 
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巧インス I >ールずる 


プ□ダクトリカバリー 
DVD - ROM を使ラ_ 

次の場合は 、 Windows 7巧プ□ダクト U カバ 
U - DVD-ROM を使って再インストールして 
<ださい。 

♦管理ちアカウントのパスワードびわからな< 

♦「再 インス! ー ルずる」（吟日4ページ）の操 
作び最後まで実行でさない場合 （ 修復用領域 
び破損している可能性びありまず）。 

次の手順で、八ードディスクのデータの消去 
や、「システム回復オプション」の起動ち行うこ 
とびでさます。 

n 「再インス!ルずる」（今6已ぺ一 
ジ）の手順1〜4を行う。 

白 CF - W 8 シリーズをお使いの場合は 
手順3に進む。 

CF - T 8 シリーズをお使いの場合 
は、か付け CD / DVD ドライブ（別 
売り）を本機に接続する。 

動作確認済みの CD/DVD ドライブについ 
ては、『取扱説明書準備と設定ガイド』の 
「別売り商品」をご覧ください。接続のし 
かたは、外付け CD/DVD ドライブの説明 
書をご覧ください。 

@本機の電源を入れ、 「 Panasonic 」 
起動画面び表示されている間に M 
またはを押し、セットアップ 
ユーティ U ティを起動ずる。 

♦パスワードを設定している場合は、パ 
スワード入力の画面でスーパーバイ 
ヴーパスワードを入力し、 m を巧し 
て < ださい。 

♦ユーヴーパスワードでは各項目の設定 
値を工場出荷時の値（パスワード、シス 
テム時間、システム曰付を除く）に戻 
す m は使えません。 

Q m を巧す。 

確認の画面で[はい]を還び、 B を巧し 
て < ださい。 


白 CF - W 8 シリーズをお使いの場合は 
巧の手順を行う。 

①圆と圆を使って「メイン」メニューに 
移動ずる。 

③画と画を使って[光学ドライブ電源] 

を選び、 M を巧して[オン]を遇び、 
區国! を巧ず。 

CF - T 8 シリーズをお使いの場合は 
手順6に進む。 

Om を巧して、確認のメッセージ 
が表示されたら、[はい]を選び、 

^画を巧ず。 

セットアップユーティ U ティび終了し、 
パソコンび再起動しまず。 

パスワードを設定している場合、攻降 
の手順で「パスワードを入力して<ださ 
し)」と表示されることびありまずので、 
スーパーバイヴーパスワードを入力して、 
m を巧して < ださい。 

0 「 Panasonic 」 起動画面び表示さ 
れている間にまたは區10を巧 
し、セットアップユーティ U ティ 
を起動する。 

回 Windows 7用プ□ダクトリカバ 
U - DVD-ROM を CD/DVD ドラ 
イブにセットする。 

♦巳 F - W 8 シ U - ズをお使いの場合、ディ 
スクカバーび開かない場合は、次の手 
順を行ってください。 

①「詳細」メニューの[光学ドライブ]を 
[ち効]、「メイン」メニューの[光学ド 
ライブ電源]を[オン]に設定する。 

③ M を巧し、確認のメッセージび表お 
されたら[はい]を選び、を押ず。 

③ 「 Panasonic 」 起動画面び表おされて 
いる間に m または m を巧し、セッ 
トアップユーティ U ティを起動する。 

④ Windows 7用プ□ダクト U カバ U - 
DVD - R 0 M をセットする。 

参 CF - T 8 シ U - ズをお使し、の場合、ディス 
クのセットち法については CD/DVD ド 
ライブに付属の説明書をご覧ください。 

0國と圆を使って「終了」メニューに 
移動する。 
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m 画と画を使って[デバイスを指定し 
て起動]の下に表示されている CD / 
DVD ドライブのデバイス名を選び、 

tenter 応 巧ず 0 

CD / DVD ドライブのデバイス名は、 
MATSHITAXXX や DVD - RAMXXX 、 
UJDAXXX などで表示されまず。デバイ 
ス名びわからない場合は次の手順を行っ 
て < ださい。 

①[起動]メニューに移動ずる。 

③[起動オプシヨン#1 ] を誤び M を押 
し、 [ CD / DVD ドライブ] ( CF - W 8 
シ U - ズの場合）または [USB CD / 
DVD ドライブ](外付けの CD/DVD K 
ライブを使用している場合）を選んで 
區前! を巧す。 

(3) m をキ甲して、確認のメッセージび表 
おされたら、「はい1を選び お nter 临 キ甲す。 

曲 [ Windows を再インス!ルす 
る。 ] をクリックして選び、[巧へ] 
をクリックする。 

[キャンセル]をク U ックずると、操作を 
中止でさまず。 

旧[はい、上記の条文に同意します。 
処理を続けまず。 ] をクリックして 
選び、[巧へ]をクリックする。 

圧)再インストールの方法を選び、[巧 
へ]をクリックする。 



(機種によっては、画面び一部異なります。） 
再インストール方法によって、再インス 
I -ール後の八ードディスクの構成び異な 
りまず。詳しくは66ページ手順] 4をご 
覧< ださい。 

む降は画面の指おに従って、再インストールし 
てください。手順11で[セキュリティのため 
J \- ドディスクの内容を消去ずる]を選ぶと、 
ハードディスクのデータの消去を行ラことびで 
さまず。 


cy mm 


外付けの CD / DVD ドライブを接続している場 
合は、再インストール終了後（己7ページの手 
順] 6の後）、外付けの CD / DVD ドライブを取 
り外してください。外付けの CD / DVD ドライ 
ブを接続したまま Windows のセットアップを 
行わないでください。 
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本機の廃棄-譲渡時にデータを消去する 


J \- ドディスクデータ消去ユーティリティを利用ずれば、内蔵八ードディスクに保巧されているず 
ベてのデータやソフトウェアを、復元できないように消去できまず。本機を廃棄または譲渡ずる場 
合などにご利用ください。 


/ V - ドディスクデータ消去ユーティリティは、データを上書さずる方法でデータを消去していま 
ずが、予期せめ誤動作あるいは誤操作により完全に消去できない場合びありまず。また、特殊な 
機器により読み出される可能性もありまず。機密度の高いデータを消去ずる必要びある場合は、 
専門業ちに消去を巧頼してください。また、このユーティリティの使用により生じたお客さまの 
損害については補償いたしかねまず。 


デ ー U 夕消去の前に_ 

巧の点を確認してください。 


♦必ず、 AC アダプターを接続してください。 

♦データ消去には、]時間〜7時間かかりまず 
(八ードディスクの容量によって消去時間は 
異なりまず）。 

♦内蔵八ードディスクにのみ有効でず。外付け 
八ードディスクには働さません。 

♦実行ずると八ードディスクからは起動しなく 
な0まず。 

♦損傷している八ードディスクのデータは消去 
でさません。 

♦ ノ（ーティシヨンを指定してデータを消去ずる 
ことはでさません。 

♦修復用領域（今日4ページ）は消去されません。 

データを すべて消去する I 

Q AC アダプターを 接続す る。 

@本機の電源を入れ、 「 Panasonic 」 
起動画面び表示されている間に M 
または 區10 を押し、セットアップ 
ユーティ U ティを起動ずる。 

♦パスワードを設定している場合は、次 
の画面でスーノ（ーノ（イヴーノ（スワード 
を入力し、 HEnterll を巧して < ださい。 



参ユーヴーパスワードでは、各項目の設 
定値を工場出荷時の値（パスワード、シ 
ステム時間、システム曰付を除く）に 
戻すは使えません。 


回國を押す。 

0巧の画面で[はい]を選び、胃を 
押す。 



gM を押して、確認のメッセージ 
が表示された5、[はい]を選び、 

dig ぉ J ホ押す。 

セットアップユーティ U ティび終了し、 
パソコンび再起動しまず。 

パスワードを設定している場合、じ(降 
の手順で「パスワードを入力して<ださ 
し)」と表示されることびありまずので、 
スーパーバイヴーパスワードを入力して、 
m を巧してください。 


回 「 Panasonic 」 起動画面び表示さ 
れている間に m または胃を巧 
し、セットアップユーティ U ティ 
を起動する。 

0圆と圆を使って「終了」メニューに 
移動する。 

(0 圆と圆を使って[コンピュータの修 
復]を選びを巧ず。 
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0 [セキュ u テイのため八ードデイス 
クの内容を消去ずる ] をクリックし 
て選び、[巧へ]をクリックずる。 

[キャンセル]をク U ックずると、操作を 
中止でさまず。 


ま巧してくだが、 


— Window をちインストールずる。 


? が F •ュIみ•がの、-ドディス如巧リ 


~キャンセル J 


( Q 確認のメッセージび表示されたら、 
[はい]をクリックする。 


リ:陪齋超墳威猫 iS 村， 

(リ 71" リ ーM*l3：;'ill«3 れ S せ A- > 


Wx 」 


Q ) [実行ずる]をクリックする< 


3( 


中占がけ H けする 


fS 再度[実行ずる]をクリックずる< 


/トドデイスな稍ユーテイ巧イザすへてが I-S を-陆すか;"こ石技よ f "xWflWI ます, 
山む一 S け占巧 if でか巧してい 5C 巧拒 J しなちな%* 

ドデ<ス史鮮ユーテ■(リティ巧行 La すけ1 


中止巧 J 


( «B« J)l 


IS [はい]をクリックする< 


(r-ar っ ) I 


八ードディスクのデータ消去び開始され 
よ与 0 

IQ 終了のメッセージが表示された5、 
[0 K ] をクリックする。 

♦パソコンの電源び切れまず。 

♦何らかの原因で完了でさなかつた場合 
は、エラーメッセージび表示されまず。 
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本機の廃棄-譲渡時にデータを消去ずる 


パソコンの廃棄 • 譲渡時における八ード 
ディスク巧のデータ消まについて 


データ流出のトラブルを回避ずるた 
めには八ードディスク内に記録され 
たずべてのデータを、お客さまの賣 
任において消去することび非苗に重 

要です。 


最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、い 
ろいろな用途に使われるようになってきていま 
ず。これ5①パソコンの中にあるハードディス 
クという記憶装圏こ、お客さまの重要なデータ 
が記録されていまず。 

したびって、そのパソコンを廃棄または譲ミ度ず 
るとさには、これらの重要なデータを消去ずる 
ことび必要でず。 

ところび、この八ードディスク内に記録された 
データを消去ずるといラのは、それほど簡単で 
はありません。 

「データを消去ずる」といラ場合、一般には次 
のよラな操作を行いまず。 

-「削除」操作を行う 
• データを「ごみ箱」に捨てる 
• 「ごみ箱を空にずる」機能を使ってデータ 
を消ず 

• ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 
• 再インス I -ールをして、工場出荷状態に 
戻ず 

しかし、これらの操作を行ってち、八ードディ 
スク内に記録されたフアイ j レの管理情報び変更 
されてデータを呼び出ず処理びでさな<なるだ 
けで、本来のデータは残っているといラ状態に 
ありまず。 

したびいまして、データ回復のための特殊なソ 
フトウェアを利用ずれば、これらのデータを読 
み取ることび可能な場合びありまず。このた 
め、悪意のある人によって、このパソコンの 
A - ドディスク内の重要なデータび読み取ら 
れ、予期しない巧途に利巧されるおそれびあ0 
まず。 


消去ずるためには、専用ソフトウェ 
アあるいはヴービス（とちに有償） 
を利用するか、八ードディスク内の 
データを金おや強い磁気によって物 
理的•磁気的に破壊して、読めなく 
ずることを推奨します。 


八ードディスク内にお客さまびインストールし 
た市販のソフトウェアを削除せずに本機を譲ミ度 
ずると、そのソフトウェアのライセンス使用許 
諾契約に巧触ずる場合びありまずので、ごミ主意 
<ださい。 


因つたとさ 
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つたとさ 


エラーコードが表示された6 

電源を入れたとさ、次のエラーコードやメッセージび表おされた場合は、対処の説明に従ってくだ 
さい。 

それでち解までさない場合、またはこれらじ(外のエラーコードやメッセージび表おされた場合は、 
ご相談窓□にご相談ください。 


エラーコード/メッセージ 

対処 

システム CM 日 S 値が正しくあり 
ません。 

セットアップユーティ U ティの設定内容をな持しているメモ1」一の内 
容び正しくありません。これは、プ□グラムなどの意図しない動作に 
より、内容び変更された場合に起こるエラーです。 

♦セットアップユーティ1」ティで、デフォルト設定にした後、お要に 
応じて適切な値に設定し直してください。 

参それでち表示される場合は、データな持用の内蔵バックアップバッ 
テ1」一び消耗している可能性びあります。ご相談窓口にご相談くだ 
さい。 

システム CM 日 S のチェックサム 
が正しくありません。 

曰付と時刻の設定が正し < ありま 
せん。日！/日1/2日日目に設:定しま 
した。 

曰付と時刻の設定び正しくありません。 

♦セットアップユーティ U ティの「メイン」メニューで、日付と時刻 
を正しく設定してください。 

参それでも表示される場合は、データな持用の内蔵バックアップバッ 
テ1」一び消耗している可能性びあります。ご相談窓□にご相談くだ 
さい。 

エラー 

八ードディスクな護によ D 、 アク 
セスび禁止されています。 

セットアップユーティ U ティを起動 
し、正しく設定し直してください。 

八ードディスクへのアクセスび禁止されています。 

♦セットアップユーティ U ティの「セキュ U ティ」メニューで、[八一 
ドディスクな護]を[無効]に設定してください。 

< F 2 >キーを押すとセットアッ 
プを起動します。 

•エラー内容をメモした後、康たは1巧巧1を巧してセットアップ 
ユーティ U ティを起動してください。設定を確認し、必要に応じて 
適切な値に設定し直して < ださい。 

Reboot and Select proper 

Boot device or insert Boot 
Media in selected Boot device 
and press a key 

起動しよラとしたフ□ッピーディスクや八ードディスクに 0 S び正し 
くインストールされていません。 

♦フ□ッピーディスクドライブに起動でをないフ□ッピーディスクび 
セットされている場合は、取り出してください。 

♦八ードディスクから起動でをない場合は、セットアップユーティ1」 
ティの「情報」メニューで八ードディスクび正しく認識されている 
か確認してください。 

•認識されている場合 （rxxx GB 」 と表示）は、再インストールを 
行ってください。 

•認識されていない場合（「なし」と表示）は、ご相談窓□にご相談 
<ださい。 

♦ USB ポートに機器を接続している場合は、取りがすか、セット 
アップユーティ U ティの「詳細」メニューで[レガシ ー US 田を[無 
効]に設定してください。 

Disk error 

Press any key to restart 

増設 RAM モジュールエラーです。 

• RAM モジュールび正しく取り付けられていません。電源を切り、 
RAM モジュールび巧奨品であることを確認し、正しく取り付け直 
してください。 

標準 RAM のエラーです。 

• ご相談窓□にご相談<ださい。 


セツトアップユーティ U ティの起動方法：今32ページ 
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情報を発信する人の表現の自由を奪ラことになるため、上述のよラなサイトち公開をやめさせるこ 
とはでさません。また、日本では非合法でち、その Web サイトを発信している国では合法なちのを 
ありまず。 

ち喜なインターネット上の情報の受信を自動的に制限ずる技術び、「フィルタリング」でず。これは、 
情報発信ちの表現の自由を尊重しつつ、ち害な情報の受信を制限でさるち効な手段でず。特に青少年 
びインターネットを利用ずる家庭では、パソコンにフィルタ U ング機能を持つソフトウェアをインス 
トールするか、インターネット事業者のフィルタ U ング-サービスの利用をお勧めしまず。 

本機には、「フィルタ U ング」機能をサポートずるソフトウェアとして n - フィルター已.0」30日お 
試し版び用意されていまず。デスクトップの(有害サイトから守る i フィルターのセットアップ） 
をダブルク U ックして n - フィルター已。」30曰お試し版をインス!ルずることびできまず。 

r フィルタ U ング」は、ソフトウェアあるいはサービス事業者によって、「有害サイトブ□ック」 
「 Web フィルター」「インターネット利用管理」などと表現される場合もあり、機能や利用条件び異 
なりまず。ソフトウェア提供会社あるいは、お客さまび契約されているインターネット事業ちに、 
事前に確認されることをお勧めしまず。 

フィルタ1」ングに関する情報は、社団法人電モ情報技術産業協会のユーヴー向け啓発資料「パソコ 
ン-サポートとつさあラ方法」からを入手でさまず。 

http :// it . jeita . or . jp / perinfo / report / pcsupport / inclex.html 

(200 日年] 0月]曰現在） 


参 n - フィルター 5.0 J 30日お試し版のお問い合わせ先 


窓口 

デジタルアーツ株式会社サポートセンター 

FAQ 

http :// www . daj . jp / faq / 

お問い合わせフ オーム 

http :// www . claj . jp / ask / 

E-mail 

p - support @ claj . co.jp 

電話 

月〜金： 03-3 已80-已678 ( 受付時間] 0:00 ~18:00 (祝祭日を除く）） 
±曰祝祭日： 〇已70-00-] 334(受付時間] 0:00〜 20:00) 

(指定休業日を除く） 

URL 

http :// www . claj . jp / 


つたとさ 


フイルタリングについて 


青少年によるインターネット上の有害サイトへのアクセス防止について 


因つたとさ 
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I 仕様 I 日本国内専届"！ 

本製品（付属品を含む）は日本国内仕様であり、ミ毎外の規格などには準拠しておりません。 

下記品まむ外のパソコンをお持ちの場合は、付属の『お知5せ』などで仕様を確認してください。 


• CF - W 8 シリーズ本体仕様 


品番 

CF-W8HWMCDS 

CF-W8HWNCDS 

CF-W 扫 HCNCDS 

CF-W8HXNCDS 

CPU / 

2;欠キャッシュ 
><モ|」一 

インテル® vPro ™ テクノ □ジーの 

— 

インテル® vPro ™ 
テクノ□ジーぷ1 

超ほ電圧★版インテル® Core ™ 吕 Duo プ□セッサー SU 9600, 2なキャッシュメモ 
U — 3 MB &2、 動作周波数1 .60 GHz 、 フ□ントサイド.バス800 MHz 

チップセット 

モバイルインテル® GS 4 已 Express チップセット 

メインメモリー 

標準吕 GB が DDR 2 SDRAM (最大4 GB が** 3) 

空さス□ット数 

1 

ビデオ ><モ|」一 

最大7日 7 MB &2、 2 GB のメモ U - を増設した場合は最大1已已1 MB が =( メインメモ U — と共用）※4 

ハードディスク 
ドライブぷ 5 

250 GB (Serial ATA ) 

上記容量のラち約1日 GB を U カバリー領域、約己00 MB をシステム領域として使用 
(ユーヴー使用不可） 

CD/DVD K ラ -r ブ 

スーパーマルチドラ 
イブ内蔵 

バッファーアンダー 
ランエラー防止機能 
( SmoothLink ) 搭載 

DVD - ROM ドライブ内蔵 

連続データ 
転送速度* 6 * 7 

再を※ 8 

DVD - RAM -》 i 。 ： 3倍速 （4.7 G 臣&5)、 dVD - が、：最大8倍速、 DVD-R DL :最大 

4倍速、 DVD-RW :最大4倍速、 DVD-ROM :最大8倍速 、 +R :最大 S 倍速 、 +R 

DL :最大4倍速 、 +RW :最大4倍速 、 Hi 貧 h Speed +RW :最大4倍速、 CD-ROM : 
最大24倍速、 CD - R : 最大24倍速、巳 D-RW :最大24倍速、 High-Speed CD-RW : 
最大24倍速、 Ultra-Speed CD-RW :最大24倍速 

記録’ 

DVD - RAM 《 io 書き換 
え： 2倍速/2〜3倍速 
(4.7 GB ※曰）、 DVD-R 
書さ込み：]倍速/2倍 
速/2〜4倍速/2〜 

8倍患 DVD - RW 書 
さ換え：]倍速/2倍 
速/2〜4倍速、 + R 書 
さ込み： 2.4 倍速/ 2.4 
〜4倍速/ 2.4 〜8倍 
速、 + RW 》 に書さ換 
え： 2.4 倍速/ 2.4 〜 

4倍速、 CD - R 書き込 
み： 4倍速/8倍速/8 
〜12倍速/8〜16倍 
速、 CD - RW 書き換え： 
4倍速、 Hi 旨 h-Speed 
CD - RW 書き換え： 4 
倍速/8倍速/10倍速 

対応していません 

対応ディスク、 
およひ对応 
フォー マット* 7 

再生 

DVD - R 日 M (1 層、 2 層）、 DVD - Video . DVD が、、 （ 1 .4 GB 、4.7 GB ) 《已、 DVD-R DL 
(8 .己 GB ) 《已、 DVD - RW ( Ve 「.]. l / l.S 1 .4 GB 、 S .8 G 目、 4.7 GB 、 目. 4 G 目)ぷ己、 DVD - RAM ぷ、〇 
(1.4 GB 、2.8 GB 、4.7 GB 、 目. 4 GB ) ^ら、 + R (4.7 GB ) & 已、 +R DL (8 .已 G 巳）《■己 、 +RW 
(4.7 GB ) ※已、 Hi 复 hSpeed + RW (4.7 GB ) 《己、 CD - Audio 、 CD - R 日 M ( XA 対応）、 CD - R 、 

Photo CD (マルチセッション対応 ）、 Video CD、CD EXTRA 、 CD - RW 、 Hi 旨 h-Speed CD - RW 、 
Ultra-Speed CD - RW 、 CD-TEXT 

記録 

DVD 书 AM み… （14 郎、 

2.8 GB 、4.7 GB 、9.4 GB ) ぷ已、 
DVD-R (1.4 GB 、4.7 GB 
f 日 r General ) ぷ已、 DVD-RW 
( Ver . l .1/1.2 1.4 GB 、2.8 GB 、 
4.7 GB 、 目. 4 GB ) & 日 、 +R 
(4.7 GB ) %5、 + RW ※に 
(4.7 G 目 ）※ 5 、 CD 书、 CD - RW , 
High-Speed CD-RW 

対応していません 


仕様-覧 
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仕様 


品番 

CF-W8HWMCDS CF-W8HWNCDS 

CF-W8HCNCDS 

CF-W8HXNCDS 

表示ち式 

12.1型 TFT カラー液晶 XGA り024 X 768ドット） 

内部 LCD 表示 

1024 X 768ドット：約1巨77万色*®13 

外部ディスプレイ 
表示 K 14 

80 0 X 巨00ドット、1024 X 7色8ドット、1280 X 768ドット、 ] 280 X 1024 
ドット、1400 X 1日已白ドット、1680 X 10已〇ドット、1600 X 1200ドット、 

1920 X 1080ドット、1920 X 1200ドット：約1677万色 

本体+外部ディスプ 
レイ同時表示％14 

80 0 X 白00ドット、10吕 4 X 7 巨8ドット、約1巨77万色※13 

無線 LAN 

インテル® WiFi Link 己]日日 

IEEE 802 .1] a (\ A / 己 2/\/ V 己 3/\ A / 已色） / b/g 
準拠、 IEEE 802 .1 In K ラフ!-2.0準拠の1日 
(吟81ページ） 

搭載されていません 

インテル® WiFi Link 
5100 IEEE 802.1 la 
(W 己 2/\ A / 已 3/ 

W 已 6) / b / 呂準拠、 

IEEE 802.1 In ド'ラフ 
卜各日準拠※ 1 曰 
(今 8] ページ） 

ワイヤレス WAN 

搭載されていません 

搭載（今付属の『取 
扱説明書ワイヤレス 
WAN 接続ガイド』） 

LAN 别 6 

10日 0 BASE - T /1 日日目 ASE - TX /1 日目 ASE-T 

モデム％17 

データ：己6 kbps ( V .90) FAX :1 4.4 kbps / ボイス非対応 

サウンド機能 

P 巳 M 音源 （24 ビットステレオ）、インテル® High Definition Audio 準拠、モノラル 
スピーカー 

セキュ1」ティチップ 

TPM (TCG VI ' 吕準拠）※ 1 S 

カードス□ット 

PC 力ードス□ット （TYPE n) X 1 ス□ット （ CardBus 対応、許容電流 3.3 V : 

400 mA 、 己 V : 400 mA ) 

SD メモ U — 力ードス□ットの19 X 1ス□ット （SDHC メモ U — 力ード対応/著作権保護 
技術対応） 

拡張ゾモ U - ス□ット &2 D 

DDR 2 2日0ピン S 日 - DIMM X 1ス□ット （ 1 .8 V / PC 2 -巳300 / DDR 2 SDRAM ) 

インターフェース 

USB ポート X 3 ( USB 己. 0 X 3) が1、 モデムコネクター （ RJ -1 1 ) 糾フ、 LAN コネク 
夕一 （ RJ - 4 已）《 16 、か部ディスプレイコネクター（アナ□グ RGB =二 Dsub 1 已ピ 
ン）、=ニポート U プ U ケーターコネクター（専用已〇ピン）、マイク入力端子（ステレ 
才 S ニジャック M 3 ( プラグインノ（ワー対応））& の、 オーディオ出力端子（ステレオミ 
ニジャック M 3) 

キーボード/ 
ポインティングデバイス 

日 ADG 準拠キーボード （8 己キー）、キーピッチ：19 mm (横） /16 mm (縦） 

(一部キーを除く）/ホイールパッド 

電源 

AC アダプターまたはバッテ U —パック 

AC アダプターが3 

入力： AC 1日日 V 〜240 V . 50 Hz /60 Hz 、 出力 ： DC ] 目 V 、3.7己八、電源コー 
ドは1日日 V 専用 

バッテ1」ーパック 

1日.8 V ( Li - ion ) 、公称容量己.8 Ah / 定格容量巳.4 Ah 

バッテ U - 
駆動時間 

(バッテ U —のエコノ 
吉ーモード （ ECO ) 
無効時） 

•付属のバッテ U —パック装着時：約11時間 
•別売りの軽量バッテ U —パック装着時：約已.已時間 

• 付属のバッテ U — 
パック装着時：約 
10時間 

• 別売りの軽量バッ 
テ U —パック装着 
時：約已時間 

バッテ1」一 
充電時間％25 

•付属のバッテ1」ーパック装着時：約已時間（電源オフ時）/約6.己時間（電源オン時） 
•別売りの軽量バッテ U —パック装着時：約4時間（電源オフ時）/約已時間（電源オン時） 

消費電力/ 

エネルギー 消費効率％ 36 

最大約6日 W &2 ソ2007年度基準1区分日.日0034 

(社）電子情報技術産業協芸情報処理機器高調波電流抑制対策実行計画書に基づ<定 
格入力電力値： 36 W 

がお寸法 

幅272 mm x 與行き 2] 4.3 mm x 高さ24.目 mtn / 

4己.3 mm (前部/後部）突起部除< 

幅272 mm x 奧行 
き214.3 mm x 高さ 
36 mm / 49.3 mm 
(刖部/後部）突起部 
を除< 
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品番 

CF-W8HWMCDS 

CF-W8HWNCDS 

CF-W8HCNCDS 

CF-W8HXNCDS 

質琴％ 2 8 

パソコン 

本体 

約] .24 目 k 夏 

約1ぶ7己 k 呂 

約1 .26 己 k 旨 

約1 .36 已 k 畳 

付属のバッテ1」ーパック（約日.32 k 呂）装着時の質量 

AC 

アダプター 

約日.18已 kg (電源コード（約日.06 kg ) 除く） 

使用環境条件 

温度：己む〜3己む/湿度： 30 〇/〇 RH 〜8日〇/〇 RH (結露なさこと） 

OS が白 

ベース日 S 

インストール 
0 S 

Windows ® 7 Professional 32ビット正規版（日本語版） 

( Windows ® XP ダウングレード権含む） 

導入済みソフト 

りてで※29 

Microsoft ® Internet Explorer 8.0/ ネットセレクター 2/無線切り誓えユーティ U 
ティ糾 o/Infineon TPM Professional Package V 3 .色 《-sVAdobe Reader / バッ 
テ U —残量表示補正ユーティ U ティ/ホイールパッドユーティ U ティ / Hotkey 設定/ 
Panasonic 電源プラン拡張ユーティ U ティ / Microsoft ® Windows ® Media Player 

12/ WinDVD ™ 8(日 EM 版） CPRM 巧応ぷオプティカルディスクドライブ文字変 
要ユーティ U ティ / PC 情報ポップアップ/ PC 情報ビューアー/ Aptio セットアップ 
ユーティ U ティ / PC - Diagnostic ユーティ U ティぷ33/八—ドディスクデータ消去ユー 
テイリテイ※ 34 /DirectX 11 / Micros 曰 ft ® .NET Framework 3.5.1 

Roxio Creator 
LJB/MyDVD 


ワイヤレス WAN 拡 
張機能設定ユーティ 

U テイ/ドコモコネ 
クシヨンマネージャ 
(モバイルブ□ード 
バンド版） 

下記のソフトウェアをお使いになる場合は、セットアップが必要でず。次の手順を 

行った後、画面の指示に従って<ださい。 

•セキュリティ設定ユーティ U ティ： 「 C :¥ util ¥ secutil 」 フオルダー巧の [ setup ] をも 
ク U ックし、[管理者として実行]をク U ックしまず。 

• n - フィルター己.日」3日日お試し版：デスクトップの「有害サイトから守る i フィル 
ターのセットアップ」をダブルク U ックしまず。 

• NumLock お知らせ：「 C :¥ util¥numlkntf J フオルダー巧の [ setup ] をちクリック 
し、[管理者として実行]をク U ックしまず。テンキーモードに設定されていても、 
Panasonic Not げ ication む'くインス— J レされてし、なし、場を(ま、 Windows の□グオ 
ン画面で 「 NumLock お知らせ」画面は表示されません。 

•Fn Ctrl 機能入れ換えユーティ U ティ： 「 C :¥ util ¥ setfnct 「 l 」 フオルダー巧の [ setup ] 
をちク U ックし、[管理者として実行]をク U ックしまず。 

• US 目キーボードへルパー： 「 C :¥ util ¥ ukbhelp 」 フオルダー巧の [ setup ] をもクリッ 
クし、[管理ちとして実行]をクリックします 。 Panasonic Not げ ication がインス 

I -ールされていない場合は、 Windows の□グオン画面で US 目キーボードヘルパーは 
動作しません。 

• USB マウスへルパー：「巳: ¥ utN ¥ umouhelp 」 フオルダー内の [ setup ] をちクリック 
し、[管理者として実行]をク U ックしまず。 

•ディスプレイヘルパー: 「 C :¥ util ¥ disphelp 」 フオルダー内の [ setup ] をちク U ック 
し、[管理者として実行]をク U ックしまず。 

•Wireless Mana 資 e 「 mobile edition 己.已:デスクトツプの [Wireless 

IVIana 呂 e「mobile edition のセットアップ」アイコンをダブルクリックします。 

•ズームビューア ー ： 「 C :¥ util ¥ loupe 」 フオルダー内の [ setup ] をちク U ックし、[管 
理者として実行]をク U ックしまず。 

•ぴったりビュー： 「 C :¥ util ¥ optiview 」 フオルタ'—巧の [ setup ] をちク U ックし、[管 
理者として実行]をク U ックしまず。 
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I tt 様 


参 CF - T 8 シリーズ本体仕様 


ロロ番 

標準モデル 

軽量 モデル 

CF-T8HXLCDS 

CF-T8HWLCDS 

CF-T8HCLCDS 

CF-T8HWLDDS 

CF-T8HCLDDS 

CPU / 

2次キャッシュ 
_><モ|」一 

インテル® vPro ™ テクノ□ジー**=-1 

— 

インテル® vPra ™ 
テクノ□ジー 

— 

超化電圧★版インテル® Core ™ 吕 Duo プ□セッサー SU 日已00、吕次キャッシュメモ 
U — 3 MB が、動作周波数1 .60 GHz 、 フ□ントサイド.バス800 MHz 

チップセット 

モバイルインテル® GS 4 巳 Express チップセット 

•X インゾモリー 

標準2 GB*9 DDR 吕 SDRAM (最大4 GB ※ 百 ※リ 

空さス□ット数 

1 

ビデオゾモ U — 

最大 797 MB 《2、 2 GB のメモ U —を増設した場合は最大1己巳1 MB %2( メインメモリー 
と共巧）％ 4 

八ードディスク 
ドライブ 

250 GB (Serial ATA ) 

上記容量のラち約1日 G 目をリカバ U —領域、約已00 M 目をシステム領域として使用 
(ユーヴー使巧不可） 

表示ち式 

12.1 型 TFT カラー液晶 XGA り024 X 76 S ドット） 

内部 LCD 表示 

1024 X 768ドット：約1白77万色*13 

外部ディスプレイ 
表示&14 

800 X 60日ドット、1024 X 7色8ドット、1280 X 768ドット、 1280 x 1024 
ドット、1400 X 1日已日ドッ h 、 1680 X 10己0ドット、1600 X 12日0ドット、 

1920 X 1080ドッ[-、1920 X 12曰0ドット：約1677万色 

本体+外部ディスプ 
レイ同時表示&14 

S 00 X 巨0□ドット、10吕 4 X 76 S ドット、約1巨77万色※13 

無線 LAN 

インテル® WiFi Link 已10日 

IEEE 802.1 la(W 己2/ 

W 已 3/ W 目 6) / b / 呂準拠、 

IEEE 802.11 n ドラフト2.0準 
拠 巧 1 日 （今 81ページ） 

搭載されていま 
せん 

インテル® WiFi 
Link 已1日日 

IEEE 802.1 la 
(W 已 2/\ A / 已3/ 

W 己 6) / b / 呂準拠、 
IEEE 802.1 In K 
ラフト 2 .日準拠 
(今 8] ページ） 

搭載されていま 
せん 

ワイヤレス WAN 

搭載 （今 付属の 
『取扱説0月書ヮ 
イヤレス WAN 
接続ガイド』） 

搭載されていません 

LAN《is 

1000 BASE - T /1 0日巨 ASE - TX /1 0臣 ASE-T 

モデム％17 

データ：己6 kbps ( V .90) FAX :1 4.4 kbps / ボイス非対応 

サウンド機能 

PCM 音源 （24 ビットステレオ）、インテル® High Definition Audio 準拠、モノラル 
スピーカー 

セキュ1」ティチップ 

TPM (TCG VI .吕準拠）'》18 

カードス□ット 

P 巳力ードス□ット （ TYPE 日） X 1ス□ット（巳 ard 巨 US 対応、許容電流 3.3 V : 

400 mA 、 已 V : 400 mA ) 

SD メモ U — 力ードス□ットみ19 X 1ス□ット （SDHC メモ U — 力ード対応/著作権保護 
技術対応） 

拡張メモ U - ス□ット* *2 D 

DDR 2 2日0ピン S 0 -DIMM X 1ス□ット （ 1 .8 V / PC 2 -已300 / DDR 2 SDRAM ) 

インターフェース 

US 巨ポート X 3( USB 2 .日 X 3) 《呂1、モデムコネクター （ RJ -1 1 ) 别マ、 LAN コネク 
夕一 （ R 」-4 己）ぷ16、外部ディスプレイコネクター（アナ□グ RG 巨ミニ Dsub ] 已ピ 
ン）、 S ニポート U プ U ケーターコネクター（専用已日ピン）、マイク入力端子（ステレ 
才 S ニジャック M 3( プラグインパワー対応））ぷの、オーディオ出力端子（ステレオ S 
ニジャック M 3) 

キーボード/ 
ポインティングデバイス 

0 ADG 準拠キーボード （8 己キー）、キーピッチ：1曰 mm (横） /16 mm (縦）（一 
部キーを除 <) /ホイールパッド 

電源 

A 巳アダプターまたはバッテ U —パック 

AC アダプター 

入力： AC 1日日 V 〜240 V . 50 Hz /60 Hz 、 出力 ： DC ] 巨 V 、3.7己八、電源コー 
ドは]日日 V 専用 
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ロロ番 

標準モデル 

軽量 モデル 

CF-T8HXLCDS 

CF-T8HWLCDS 

CF-T8HCLCDS 

CF-T8HWLDDS 

CF-T8HCLDDS 

バッテ U —パック 

10.8 V ( Li-ion )、公称容量已 .8 Ah / 定格容量 
已 .4 Ah 

1日.8 V ( Li - ion )、 公称容量 

2.9 Ah / 定格容量 2.7 Ah 

バッテリー 
駆動時間 

(バッテ U —のエコノ 
モード （ ECO ) 
無効時） 

•付属のバッテ 

U —パック装 
着時：約1日 
時間 

• 別売0の軽量 
バッテ U — 
パック装着時： 
約已時間 

• 付属のバッテリーパック装着時： 
約11時間 

• 別売りの軽量バッテ U —パック 
装着時：約己.已時間 

• 付属の軽量バッテ U —パック装 
着時：約已.己時間 
• 別売0のバッテ U —パック装着 
時：約11時間 

バッテリー 
充電時間 

• 付属のバッテ U —パック装着時： 

約己時間（電源オフ時）/約6.巳時間（電源オン時） 

• 別売りの軽量バッテ U —パック装着時： 

4時間 （ 電源オフ時）/約已時間 （ 電源オン時） 

• 付属の軽量バッテ U —パック装 
着時：約4時間（電源オフ時）/ 
約已時間（電源オン時） 

•別売0のバッテ U —パック装着 
時：約己時間（電源オフ時）/約 
6.巳時間（電源オン時） 

消費電力/ 

エネルギー消費効率％ 96 

最大約6日ソ2007年度基準1区分0.日0024 

(社）電子情報技術産業協尝情報処理機器高調波電流抑制対策実行計画書に基づ<定 
格入力電力値： 3色 W 

列お寸法 

幅272 mm X奧 
行き 2] 4.3 mm 

X高さ3日 mm / 
49.3 mm (前部/ 
後部）突起部を除< 

幅272 mm x 奧行き21 4.3 mm x 高さ 24.9 mm / 4己.3 mm 
(前部/後部）突起部除< 

营量※ 2 8 

パソコン 

本体 

約] .29 kg 

約1 . 17目 k 呂 

約1 . 17 k 昼 

約1 .06 k 呂 

約1 .0 己 k 呂 

付属のバッテ U —パック（約 0.32 kg ) 装着時の質量 

付属の軽量バッテ U —パック 
(約日.2 kg ) 装着時の質量 

AC 

アダプター 

約日.18已 kg (電源コード（約日.06 kg ) 除く） 

使用環境条件 

温度：己む〜3己て:/湿度： 30 〇/〇 RH 〜8日〇/〇 RH (結露なさこと） 

OS 《百 白 

ベース 0 S 

インストール 
0 S 

Windows ® 7 Professional 32ビット正規版 （ 日本語版） 

( Windows ® XP ダウングレード権含む） 

導入済みソフト 

r *~ j 1 ア※呂 9 

Micros 曰 ft ® Inte 
ティ &30/ I が jneo 
テ U —残量表示杆 
Panasonic 電源 
1 2/ P 巳情報ポッ 
PC-Diagnostic 
DirectX 11/ M 

ワイヤレス WAN 拡 
張機能設定ユーティ 
リティ/ドコモコネ 
クシヨンマネージャ 
(モバイルブ□ード 
バンド版） 

met Explorer 8.0/ネットセレクター 2/無線切り誓えユーティリ 

1 TPM Professional Package V 3 .色 《- si/Adobe Reader / ノくッ 
旨正ユーティ U ティ/ホイールパッドユーティ U ティ / Hotkey 設定/ 
プラン拡張ユーティ U ティ / Microsoft ® Windows ® Media Player 
プアップ/ PC 情報ビューアー/ Aptio セットアップユーティ U ティ/ 
ユーティリティ ぷ 33/ 八 ー ドディスクデータ消去ユーティリティ^34/ 
crosoft 恼 .NET Framework 3.已 .1 

下記のソフトウェアをお使いになる場合は、セットアップが必要でず。セットアップの 
手順については、巳 F - W 8 シ U —ズをご覧ください。 〔吟 77ページ） 

•セキュリティ設定ユーティ U ティ - US 巨マウスヘルパー 

•「 i - フィルター已.0」3日日お試し版 •ディスプレイヘルパー 

• NumLock おミ□りせ •Wireless Mana 呂 e「mobile edition 己.己 

•Fn Ctrl 機能入れ換えユーティ U ティ•ズームビューアー 

• US 目キーボードヘルパー •ぴったりビュー 
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I ft 樣 

★ 既存のインテル低電圧版に比べて、さらに電圧レベルを低下。 

インテル®アクティブ•マネジ><ント•テクノ□ジー（インテル® AMT ) の磯能をお使いになるには、 
セットアップユーティリティの [ AMT 設定]で設定が必要です（吟4日ページ）。また、別途管理アプ U 
ケーシヨンソフトが必要になります。 

《2 1 MB =1， 日48,已76バイト。1 G 目=1,日73,741 .824 バイト。 

※吕イン^モ U —と合わせて4 G 目に増設した場合、32ビット日 S の仕様により、実際に使用でさる^モ 
リーサイズはルさくなりまず （3.4 GB 〜3.已 G 巨）。 

《4本機の動作状況によ0、メインメモリーの一部が自動的に割り当てられます。サイズを設定しておくこ 
とはでさません。ビデオメモ U —のサイズは OS により割り当てられます。 

※己1 MB =1 .000.0 日0バイト。1 G 臣=1，日00，日日日，日日日バイト。日 S または一部のアプ U ケーシヨン 
ソフトでは、これよりち小さな数値で GB 表示される場合があります。 

《6 データ転送速度は当社測定値。 DVD の1倍速の転送速度は1,350 K 目/秒。 CD の1倍速の転送速度は 
] 已〇 KB / 秒。 

《7 CD - R 、 CD - RW 、 DVD - RAM 、 DVD - R 、 DVD-R DL 、 DVD - RW 、+ R、+R DU +RW は、書き込み 
状態や記録形式によっては、性能が保証でさない場合げありまず。また、ご使用のディスク-設定■環 
境によっては、再生でさない場合がありまず。 

DVD-R DL/+R DL (2 層ディスク）および Ultra-Speed CD - RW の書き込みには対応していません。 
2.6 GB の DVD - RAM には対応していません。 

《8 偏重むのディスク（重むが中央にないディスク）を使巧ずると、振動が大きくなり速度が遅くなることが 
あ0ます。 

※吕使用ずるディスクによって、書さ込み速度が遅くなることがありまず。 

日 DVD - RAM は、力ートリッジなしのディスクまたは力ートリッジから取り出せるディスク （ Type 2、 
Type 4) のみ使用でさまず。 

DVD - R は、 4.7 G 目 （for General ) の再生に対応。 DVD-R (for Auth 日 「 in 呂）の再生については、ディ 
スクアットワンス記録したわのに対応しています。 

《 ] 2 High Speed + RW の書き込み/書き換えには対応していません。 

《]3グラフィックアクセラレーターのディヴリング機能を使用して約] 677万色表示を実現していまず。 

4パソコン本体の列部ディスプレイコネクターは、パソコン用外部ディスプレイを接続ずるためのコネク 
ターです。列部ディスプレイによっては、正しく表示でさない場合がありまず。また、家庭用のテレビ 
を列部ディスプレイとしてお使いの場合は、テレビに付属の取扱説明書で対応解像度をご確認<ださい。 
《]已本機と通信するには、 W 己 2/ W 己 3/ W 己6のいずれかに対応した無線 LAN アクセスポイントをお使いくだ 
さい。 IEEE 8 日2.] In ドラフト2.0準拠モードで通信ずるには、本モードに対応した無線 LAN アクセス 
ポイントが必要でず。 

本磯および無線 LAN アクセスポイントの暗号化設定を AES に設定する必要があります。詳しくは無線 
LAN アクセスポイントのメーカーにお問い合わせください。 

6コネクターの形状によっては使用できないものがあります。伝送速度は、理論上の最大値であり、実際 
のデータ伝送速度を示ずわのではありません。使用環境によ0変動しまず。 

モデムは一般電話回線専用です。己6 kbps はデータ受信時の理論値です。データ送信時は33.目 kbps が 
最大速度でず。 

《]8お使し、になるには Infineon TPM Professional Packa 呂 e をセットアップずる必要がありまず 
(吟を)『操作マニュアル』「柄::.(セキュ U ティ）」の「データを保護-暗号化ずる」）。 

《1白 High Speed Mode に巧応 。 Windows 7の場合は Hi 呂 h Speed メモリーカードによる Windows 
Ready Boost 機能に対応していまず。 

容量32 G 目までの当社製 SD メモ U —カードおよび SDHC >< fU —力ードの動作を確認済み。 

ずべての SD 機器との動作を保証ずるものではありません。 

《2日 CF - T 己シ U —ズや巳 F - W 日シリーズで採用していた172ピンのマイク □ DIMM は使用でさません。 

《21 USB 対応のすべての周辺機器の動作を保証するものではありません。 

《22コンデンサー型マイク□ホンをお使いください。 

《23本製品は一般家庭用の電源コードを使用するため、 AC 100 V のコンセントに接続して使用してください。 
(吟8ページ） 

《24 rJElTA バッテ U 動作時間測定法 （ Ver . l . O )」 による駆動時間。バッテ U —駆動時間は動作環境-液晶の 
輝度•システム設定により変動しまず。バッテ U —のエコノミーモード （ E 巳日）有効に設定していると 
きの駆動時間は、無効時の約8割になりまず。 

《2已バッテ U —充電時間は動作環境-システム設定によ0変動しまず。完全放電したバッテ U —を充電ずる 
と時間がかかる場合があります。 

《26エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定ち法により測定された消費電力を省エネまで定曲る複 
合理論性能で除したちのです。 


仕様-覽 
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《27パソコンの電源が切れていて、バッテリーが満充電や充電していないとさはパソコン本体で約日.7 W の 
電力を消費しまず。ス U —プ状態/休止状態でのバッテ U —残量保持期間は、「電源を入れる/切る」を 
ご覧ください（吟2己ページ）。 

A 巳アダプターをパソコン本体に接続していなくてち、電源コンセントに接続したままにしていると、 

A 巳アダプター単体で最大 0.3 W の電力を消費しまず。 

《28平均値。各製品で質量が異なる場合があ0ます。 

《2曰お買い上げ時にインス I -ールされている OS 、 八ードディスク U カバ U —機能または本機に付属のプ□ダ 
クト U カバリー DVD - R 日 M を使ってインス I -ールした 0 S のみサポートします。 

プ□ダクトリカバリー DVD - ROM に収録されているソフトウエアの一部は、機種によっては導入されな 
い場をがありまず。 

《3日無線磯能搭載モデルのみ導入済みです。 

《3]お使いになるにはセットアップが必要です（吟唱1『操作マニュアル』「材^ (セキュリティ）」の「データ 
を保護-暗号化ずる」）。 

《32 CPRM で録画された;<ディア （ DVD - RAM 、 DVD - R および DVD - RW ) を再生ずる場合は 、 WinDVD 
に CPRM 拡張機能 （CPRM Pack ) プ□グラムを組み込んでください（吟を!『操作マニュアル』 

「嗓 )（ 巳 D / DVD ドライブ）」の 「 DVD - Video を見る」）。 

DVD - Audio の再生には対応していません。 

《33起動方まは「八ードウエアを診断する」をご覧ください。この機能には（株）ウルトラエックスの巧術を 
使用しています。 

《34修復用領域上で実行ずるユーティリティ（実行でさない場合は、プ□ダクト U カバ U — DVD - R 日 M から 
実行してください）。 

《3己ワイヤレスお写用アプ U ケーシヨンソフト（当社製液晶プ□ジエクター TH - LB 2 日 NT / TH - LB 3 日 NT / 

已 0 NT / TH - l_B 己己 NT / TH - I _ 臣 60 NT / PT - F \ A / 1 00 NT / PT - F 1 00 NT / PT - F 200 NT / 

PT - F 300 NT / PT - FW 300 NT / PT-LB 已1 NT / PT - L 巨 7 己 NT / PT - LB 80 NT / PT-LB 白 ONT / 

PT - LW 8 日 NT / PT - F 3 日 0/ PT - FW 30 日と無線 LAN 接続または有線 LAN 接続するときに使います）。無 
線 LAN 接続ずる場合、無線 LAN 搭載モデルは内蔵の無線 LAN で接続でさまず。非搭載モデルは別売 
0の無線 LAN カード（お使いのプ□ジエクターの推奨品）が必要でず。詳し < は轉『操作マニュアル』 
(周辺機器）」の「プ□ジェクターを使う」をご覧ください。 


• 無線 LAN ( 無線 LAN 搭載モデルのみ) 


データ輯送速度 
(規格値） 

IEEE 802.1 la : 己4/48/36/24/18/12/目/6 Mbps 

IEEE 802.1 lb : 11/己.己/2/1 Mbps 

IEEE 802.1 Ig : 己4/48/36/24/18/12/目/6 Mbps 

IEEE 802.1 In 
炭イミ 

2日 MHz 日寺： 6.已/ I 3/1白.已/26/3目/已2/己8.己/6已 Mbps 

2日 MHz、Short Gl 有効時： 7.2/1 4.4/2 1 .7/28 .目/ 43.3/ 己 7.8/6 己/ 72. 2 Mbps 

4日 MHz 時： 13.百/27/40.己/己4/81/1日8/] 21.己/13己 Mbps 

4日 MHz 、 Sho け GI 有効時：1已/3日/4已/60/9日/12日/13已/ I 已0 Mbps 

受信 

20 MHz 日寺： 13/26/39/52/78/104/117/130 Mbps 

2日 MHz、Short Gl 有効日寺：1 4.4/28 .白/ 43.3/ 已 7.8/86.7/1 1己.色/13日/] 44.4 Mbps 
4日 MHz 時： 27/54/81/1 08/1 62/21目/243/270 Mbps 

4日 MHz、Short Gl 有効時： 30/60/90/1 20/1 80/24日/27日/300 Mbps 

準拠規格 

ARIB STD - T 66 /ARIB STD - T 71 

IEEE 802 .1 la (\ A / 己 2/\ A / 己 3/ VV 已6)、 IEEE 802.11 b 、 IEEE 802.11 g 、 

IEEE 802.1 In ドラフト 2 .日 ( 無線 LAN 標準プ〇トコル） 

伝送ち式 

OFDM ち式、 DSSS 方式 

有効距離 

IEEE 802.1 la :見通し約30 m 

IEEE 802.11 b / g / n ドラフト 2.0 :見通し約己日 m (アクセスポイントとの通信時） 

使用無線チヤンネル 

インフラストラクチャ通信モード： 

IEEE 802.1 la / n ドラフト各日： 3邑/4日/44/48チャンネル （ W 己 2) 

己2/己6/60/64チャンネル （ W 己3 ) 
100/104/108/1 12/1 16/120/124/ 

128/1 32/136/14日チャンネル （ W 己6 ) 

IEEE 802.11 b / g / n ドラフト2.日：]〜13チャンネ J レ 
ad hoc 通信モード： 

IEEE 802.11 b/g : 1—11 チャンオ g レ 

RF 周波数帯域 

2.4 GHz 帯域（己4 GHz 〜2.483已 GHz ) 

己 GHz 帯域（己.1已 GHz 〜已 .3 目 GHz 、 己.47 GHz 〜已 .72 已 GHz ) 《ィ〇 
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仕様 


《37無線 LAN 規格の理論上の最大値であ0、実際のデータ転ち连度を示ずものではあ 
0ません。 

表示の数値は、本機と同等の構成を持った機器と通信を行ったとさの理論上の最大 
値であ D 、実際のデータ転送速度を示ずちのではあ D ません。 

※己日 IEEE 日〇吕 .1 In ドラフト2.0準拠の表記は、他の IEEE 80 吕 . 11 n ドラフト対応製 
品との接続性を保証するものではあ D ません。 

※己日有効距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーションソフト、 0 S などの使用 
条件によって異な0まず。 

《40 IEEE 802.1 la (已.吕 GHz /已.3 GHz 帯無線 LANW 5^/ W 已3)を使って屋外で通信を行ラことは、電 
波法で禁止されています。無線 LAN の電源びオンの状態で本機を屋外で使用ずる場合は、あらかじめ 
IEEE 802.1 la を無効に設定しておいてくださし、。 

♦本機のモデムは次の国または地域の規格に準拠していまず。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ、アラブ首長国連邦、アルゼンチン、アンドラ、イギ U 
ス、イスラエル、イタリア、インド、インドネシア、ウクライナ、ウルグアイ、エクアドル、エ 
ストニア、エジプト、オーストラリア、オーストリア、オランダ、カナダ、韓国、キプ□ス、ギ 
U シャ、クウェート、ク□アチア、サウジアラビア、サンマリノ、シンガポール、スイス、ス 
ウェーデン、スペイン、スリランカ、ス□バキア、ス□ベニア、台湾、チェコ、チリ、中国、デ 
ンマーク、ドイツ、トルコ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、パキスタン、バチカン市国、 
パラグアイ、八ンガ U -、 フィリピン、フィンランド、ブラジル、フランス、ブルガリア、ブル 
ネイ、ペルー、ベルギー、ベネズエラ、ポーランド、ポルトガル、ホンジュラス、香港、マルタ、 
マレーシア、南アフ U 力共和国、モナコ、モ□ッコ、ラトビア、リトアニア、 U ヒテンシュタイ 
ン、ルーマニア、ルクセンブルク、□シア 

(200 日年] 0月]曰現在） 


I IEEE 802.11 b/g 


few 


E 802.1 


52 W53IW56 


仕様 i 
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I 電源ブ 5 ンー實 


電源プランの名前 

省電力効果の 
レベル 

(♦の数びをいほ 
ど省電力の効果び 
あります） 

特徴 

利用シーン 

パナソニックの電源 
管理（省電力） 

• •••• 

AC アダプター接続時ちバッテ U — 

で使用時ち、工場出荷時に用意され 
ている電源プランの中で最ち消費電 
力を節約します。 

パソコンの処理速度を抑えて 
ち、消費電力を節約したいと 
をに適しています。 

バナソニックの電源 
管理（放熱優先） 

• ••• 

バッテ U —で本機を使用していると 
きは、バッテ U —の駆動時間び長く 
なります。パソコンの処理速度を抑 
えて、を却フアンを高速に回転させ 
ることで本体の発熱を抑えます。 

使用中に本体び熱いと感じた 
とを（発熱を下げたいとを） 

に適しています。 

バナソニックの電源 
管理（モバイル） 

• •• 

バッテ U —で本機を使用していると 
をは消費電力を節約します。 AC ア 
ダプターを接続すると、パソコンの 
処理連度を優先します。 

出張や外出などで、パソコン 
を持ち歩くことびをいとさに 
適しています。 

省電力 

• •• 

パフォーマンスを抑えて消費電力を 
節約します。 

バッテ U —の駆動時間を長くするこ 
とびでをます。 

アプ U ケーシヨンソフトや周 
辺機器をあまり使わないとを 
には適しています。 

パナソニックの電源 
管理（標準） 

• • 

必要に応じて消費電力を増やしたり 
節約したりしまず。工場出荷時は、 
この電源プランに設定されています。 

通常の使用時に適しています。 

バランス 

• 

必要に応じて消費電力を増やしたり 
節約したりします。 

[パナソニックの電源管理（標準）] 
とは、[ワイヤレスアダプタの設定] 
などび異なります。 

通常の使用時に適しています。 

バナソニックの電源 
管理（プレゼンテー 
シヨン） 

• 

操作をしない状態び続いてち八ード 
ディスクやディスプレイの電源び切 
れず、スク U —ンセーバーち起動し 
ない設定です。また、を却フアンの 
回転を低速に設定し、を却フアンの 
音をルさくしています。 

会議などでプレゼンテーシヨ 
ンを行ラとをに適しています。 

高パフォーマンス 

省電力の効果なし 

パソコンの処理速度を優先します。 
消費電力はを< な0ます。 

アプ U ケーシヨンソフト和周 
辺機器を頻繁に使ラとさに適 
しています。 


工場出荷時の設定でお使いになった場合の省電カレベルや特徴を説明していまず。 
省電力効果のレべ J レは動作環境などにより変動しまず。 
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電源プランー覧 


電源プランを切り替える 


Q 画面ち下の通知領域の白をクリッ 
クして强をクリックする。 

@表示されたメニューか5、設定し 
たい電源プランをクリックずる。 

現在設定されている電源プランにチエッ 
クマークび付いていまず。 

メニューに表おされる電源プランは最大 
] 8個でず。 


[電 S フラン巧音] 

パラシス 
爸動 

离 yf フブースンス 
! け y ニックの戲宫迅岳里） 

バナソニックの强宫巧(プレピン テーシヨ ン） 
! けソニックの強宦巧(モ■/ W ル） 

ノ けソニッ クの ms 宦巧(爸 
ノ t ナソニツクの ifi 客巧けた離巧） 


跑ち設定手技一時切音] 


© 電源プランの変更内容を確認し、 
[0K] をクリックする。 


軍思プランが切り皆打り主した。 

巧なのちぶブ5ン：，けソニ。クの音3けテーシ a: 
(iS に柱房） 



Q 電源プラン戻し忘れ防止機能の設 
定画面び表示された場合は、一定 
時間後に前回（切り替え前）の電 
源プランに戻ずかどうかを選択し、 
[0K] をクリックずる。 


Panasonic 電源プラン化張の詳細設定 


電源プランを構成ずる省電力機能には、 
Windows にあらかじめ用意されている機 
能と、パナソニックび独自に追加した機能 
( Panasonic 電源プランあ張）の2種類びあ 
りまず。次の手順で、 Panasonic 電源プラン 
拡張の機能を変更することびでさまず。状況に 
応じて変更して < ださい。 


メモ 


♦この方法で設定した内容は、電源プランに関 
連づけられまず。電源プランを切り替える 
と、設定した内容に切り替わりまず。 


〇 

曰 

回 


画面ち下の通知領域の呂をクリッ 
クして圏をクリックする。 

[拡張設定編集]をクリックする。 

電源プランの名前をクリックし、 
設定したい電源プランをクリック 
ずる。 

現在の電源プランには[アクティブ]と表 
おされていまず。 



0設定ずる項目（拡張設定）をダブ 
ルクリックし、設定を変更ずる。 


V 9 Panasonic 苗8プラン拡巧ユーティリテイ 



この面面では、省 
润幼で きます。 
i 巧フラン I 5巧フランを ii 美す る旧1 

レけ V 二')な 1) 宅 巧吾这(フレむテーン3ン） 


田 g Windons 


ら乃ン机曲モ-ド 
バジテリ ! 臣防： 

瞬;结一品 

i サロシドド女 f バーが 
I インテルの巧 ’ オド i 音厘 
-ほ速 


曰 


[電源プランび変更されたとさ、お張設定 
の変更を通知ずる ] をク U ックしてチエッ 
クマークを外ずと、電源プランび切り替 
わったとさに切0替わったことをお知ら 
せずる画面は表示されません。 

設定が終わった5 [0K] または[適 
用]をクリックする。 

[設定を既定に戻ず]をク U ックずると、 
選択されている電源プランのずベての項 
目び工場出荷時の設定に戻りまず。 


仕様-覽 
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I ソフトウェア使用許諾書 


第1条 

権 利 

お客さまは、本ソフトウ I ア（パソコン本体に内鼠の八ードディスク、付属のマニュアル 
や CD - R 0 M / DVD - R 0 M などに記録または記載された情報のことをいいまず）の使用権 
を得ることはでさまずび、特許権、著作権またはその他一切の権利は脾なが所有ずるも 
のであり、お客さまに移転ずるものではありません。 

第2条 

第云をの使用 

お客さまは、有償あるいは無償を問わず、本ソフトウェアおよびコピーしたものを第云 
ちに譲渡あるいは使用させることはでをません。 

第3条 

コピーの制限 

本ソフトウェアのコピーは、保管（バックアップ）を目的とした1回に限定されまず。 

第4条 

使巧バソコン 

本ソフトウェアは、本パソコン1台での使用とし、他のパソコンで使用ずることはできま 
せん。 

第已条 

解が、変更 
または改造 

本ソフトウ I アの解が、変更または改造などを巧わないでください。お客さまの解析、 

変更または改造により、万一何5かの欠陥またはお客さまに巧ずる損喜が生じたとして 
も脾なおよび販売店などは一切の保記-責任を負いません。 

第巨条 

アフターサービス 

お客さまび使用中、本ソフトウェアに不具合が発生した場合、脾な窓□まで電話または 
夕書でお問い合わせくだされば、お問い合わせの不具合に関して、興社が知り得た巧客 
の誤り（バグ）や使用方法の改良など必要な情報をお知5せいたしまず。 

第7条 

巧 責 

本ソフトウ I アに関する興社および販売店などの責任は、上記第6乗に限りまず。本ソ 
フトウェアのご使用にあたり生じたお客さまの損害および第云ちか5のお客さまに巧ず 
る請ボについては、齊社および販売店などに故意または重過失がない限り、興なおよび 
販売店などはその責任を負いません。 

第8条 

合意管轄 

本ソフトウ I アの使用に関して、訴訟の必要が生じた場台、お客さまおよび脾なは脾な 
の本な所在地を管轄ずる裁判所に巧してのみ訴えを提起ずることがでさるものとしまず。 

第日条 

準拠法 

本ソフトウェアの使用はあ5ゆる面において日本国の法律にま配され、かつそれに従つ 
て解釈されるものとしまず。 

第10を 

輸出管理 

お客さまび本ソフトウェアを曰本国がに持ち出される場台、国内がの輸出管理に関連ず 
る法規を順守してください。 
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Microsoft とその□コ、 Windows 、 Wind 日 ws □コ、 
日 utlook は、米国 Microsoft Corporati 日 n の米国お 
よびその他の国における登録商標です。 

Intel、Intel Core 、 インテルは、米国 Intel 
Corporation の商標または登録商標です。 

SDHC □ゴは商標です。 f W 


参 Adobe、Adobe □ユ Adobe Reader は 、 Adobe 
Systems Incorp 日 rated (アドビシステムズ社）の 
商標です。 

参 Corel、Corel □コ'、 InterVideo 、 InterVide 日□ユ 
WinDVD は Corel Corporation 、 またはそのテ会社 
の商標または登録商標です。 

参 Sonic 、 Roxio、Roxio Creator および MyDVD は米 
国 Sonic Solutions の商標または登録商標です。 

♦「 i - フィルター」はデジタルァーッ株式会社の登録商標です。 
♦「 FOMA 」 は NTT ドコモの登録商標です。 

♦ ホイールパッドは、パナソニック株式妄社の登録商標です。 
その他の製品名は一般に各社の商標または登録商標です。 


重要なお知5せ 

• お客さまの使用誤り、その他異常な条件下での使用により 
生じた損害、および本機の使用または使用不能から生ずる 
付随的な損害について、当社は一切責任を負いません。 

♦ 本機は、医療機器、生命維持装置、航空交通管制機 
器、その他人命にかかわる機器/装置/システムでの 
使用を意図しておりません。本機をこれ5の機器/装 
置/システムなどに使用され生じた損害について、当 
社は一切責任を負いません。 

♦本機は、医療診断目的で画像を表示することを意因し 
ておりません。 

♦ お客さままたは第兰者び本機の操作を誤ったとき、詩 
電気などのノイズの影響を受けたとさ、または故障/ 
修理のとさなどに、本機に記憶または保をされたデー 
夕などび変化/消失するおそれびあ0ます。大切な 
データおよびソフトウエアを思わ城トラブルか5守る 
ために、「使用上のお願い」（今！]〜 ] 7ページ）の 
内容にま意してください。 


♦ 本書の内容に関しましては、事前に予告なしに変更す 
ることびあります。 

♦ 本書の内容の一部またはすべてを無断転載することを 
禁止します。 

•落 T 、 乱 T はお取り換えします。 

♦ 本書のサンプルで使われている氏名、住所などは架空 
のちのです。 

♦ 本書のイラストや画面は一部実隙と異なる場合びあ0ます。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議舎 
( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置でず。この 
装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、 
この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用 
されると、受信障害を引さ起こすことびあ0ます。 
取扱説明書に従って正しい取0扱いをして < ださし、。 

2-J-1 


本装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めた 
パーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策規格を満 
足しております。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電 
圧低下に対しては、不都合び生じる場合びあ0ます。（社 
団法人電子情報技術産業協舎のパーソナルコンピュー 
ターの瞬時電圧低下対策規格に基づ<表示） 

3-J-1-1 


曰本国内で無線 LAN をお使いになる場合のお願い 
この機器の使用周波数帯では、電モレンジなどの産業- 
科学-医療用機器のほか工場の製造ラインなどで使用さ 
れている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線 
局）および特定ル電力無線局（免許を要しない無線局） 

び運用されていまず。 

1この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内 
無線局および特定ル電力無線局び運用されていないこ 
とを確認してください。 

2万一、この機器か5移動体識別用の構内無線局に対し 
て電波干渉の事例び発生した場合には、速やかに使用 
周波数を変更するか、または電波の発射を停止したラ 
え、ご相談窓□にご連絡いたださ、混信回避のための 
処置など（例えばパーティシヨンの設置など）につい 
てご相談くださし、。 

3その他、この機器か5移動体識別巧の特定ル電力無線 
局に対して電波干渉の事例び発生した場合など何かお 
困りのことび起走たとをには、ご相談窓□にお問い合 
わせ < ださい。 

この機器び、 2.4 GHz 周波数帯 （24 日日 
か52483.已 MHz ) を使用する直接拡 
散 （ DS ) ち式/直交周波数分割多重変 
調（日 F ) の無線装置で、干渉距離び約 
40 m であることを意味します。 

25-J-2-1 


2.4DS/0F4 


已 GHz 帯の無線 LAN をお使いになる場含のお願い 
已 GHz 帯の無線 LAN は、電波法の規制によ0、屋外で 
使用でさません。また、曰本国外では使用でをません。 

お客さまび 2.4 GHz 帯11 n モードで無線 LAN をお 
使いの隙に、無線 LAN のデバイス-プ□パティにて 
802. 11 n チャンネル幅を「自動」 (40 MHz 帯域幅わ巧 
能）へ設定を変更される場合には、周囲の電波状況を確 
認して他の無線局に電波干渉を与えないことを事前に確 
認してください。また万一、他の無線局において電波干 
渉び発生した場合には、本設定を2日 MHz へ戻してくだ 
さい。 

43-J-2 



3 — □ッパ連を外の国の廃棄処分に関 
する情報 

これらの記号はヨー□ッパ連合内でのみ 
有効です。 

本製品を廃棄したい場合は、曰本国内の 
法律等に従って廃棄処理をしてください。 


EU 
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ENERGY STAR 


当社は国隙エネルギースタープ□グラムの参加事業ちとして、本製品び国隙エネルギースタープ□グ 
ラムの対象製品に関する基準を満たしていると判断します。 


国隙エネルギースタープ□グラムは、コンピューターをはじめとしたオフィス機器の省エネルギー化 
推進のための国隙的なプ□グラムです。このプ□グラムは、エネルギー消費を効率的に抑えるための 
機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的としたをので、事業者の自主判断によ0参加すること 
びでをる任意制度となっています。対象となる製品はコンピューター、ディスプレイ、プリンター、 
ファクシミ U および複写機などのオフィス機器で、それぞれの基準ならびにマーク（〇づ）は参加各 
国の間で統一されています。 

22-J-1 


愛情点検 

長年ご使用のパソコンの点検を！ 

巧 

こんな症状は 
あ0ませんか 

. 異常な音やにおいびする 
-水や異物び入った 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、電源を 
切って電源プラグを损を、その後 
バッテ U — パックを取り外して、 

必ずご相談窓口に点検をご依頼< 
ださし、。 
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